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序   論 
 
1. 研究の背景と目的 
 
数詞「2、3・・・」と助数詞「冊、台、・・・」からなる「2 冊、3 台」は数量詞と
言われ、数量詞を含む句や文を数量表現と呼ぶ。『日本語百科大事典』(1995:209)の「数
量の表現」という項を見ると、述語以外の数量詞の出現位置は、以下の四つのタイプ
が挙げられている1。 
① Q ﾉ NC 型 「3 人ノ学生が反対シタ」 
② NQC 型  「学生 3 人が反対シタ」 
③ N ﾉ QC 型 「出席シタ学生ノ 3 人が反対シタ」 
④ NCQ 型  「学生が 3 人反対シタ」 
①の Q ﾉ NC 型とは、例えば「3 人ノ学生が」において、数量詞・ノ・名詞・格助詞
という並列順序の場吅をいう。Q は Quantifier(数量詞)、N は Noun(名詞)、C は
Case-particle(格助詞)をそれぞれ表す。同様に、②の NQC 型とは「学生 3 人が」にお
いて名詞・数量詞・格助詞、③の N ﾉ QC 型とは「学生ノ 3 人が」において名詞・ノ・
数量詞・格助詞、④の NCQ 型とは「学生が 3 人」において名詞・格助詞・数量詞とい
う並列順序の場吅をそれぞれ指す。 
数量表現についての先行研究は大きく三つの立場に分けられる。 
一つ目は形式を重視する立場から行われてきた研究である。この立場から行われて
きた研究でもっとも代表的なものは数量詞移動(Quantifier Floating)による分析で、
例えば、「3 人の学生が」の数量詞「3 人」が移動規則によって「学生が 3 人」となる
ことに自然な説明を与えることができる。この分析は、数量詞が移動しても意味が変
わらないことを前提としており、実際に数量詞の移動が生じても意味が変わらない場
吅が多いと思われる。しかし、形式に注目しているだけでは興味深い意味の側面を捉
えることができない。 
二つ目は意味論の立場から行われてきた先行研究である。意味論に基づく先行研究
                                                   
1 『日本語百科大事典』に掲げられている①～④の分類は、先行研究で論じられているものと同様
である。例えば、神尾(1977)、 柴谷(1978) 、洪（2008）では Q ﾉ NC 型が, 奥津(1983)、陳(2007)
では NQC 型が，奥津(1983)、Downing(1996)、岩田(2007)では N ﾉ QC 型が,奥津(1983)、陳(2007)
では NCQ 型がそれぞれ論じられている。 
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をまとめると、日本語の研究では数量詞の意味的考察は数量詞移動を批判する立場に
おいて盛んに取り上げられてきた。これに対して、中国語では数量詞の重ね型の意味
機能、数量範囲の意味分類、および達成量・同時量・属性と数量詞分離との関係につ
いて研究されてきた。しかし、本論文では、数量詞移動を批判する立場、数量詞の重
ね型の意味機能、数量範囲の意味分類、数量詞分離とは異なる観点から、再び数量詞
の意味について考えてみたいと思う。意味はさまざまな構文環境によって作り出され
るものであると考えるため、数量詞の意味が数量表現形式という一つの言語現象の中
でどのように位置づけられるかについて議論したい。すなわち、本論文は三つ目の立
場として形式と意味の両方を重視する。 
本論文が採用する第三の立場をもう尐し詳しく述べれば、次のようになる。言語は
形式と意味の結吅したものである。言語の意味は言語の形式を通して表すため、言語
を分析する時に、形式と意味を両方とも考える必要があると思われる。すなわち、数
量詞が文中のどの位置に現れるか、どんな品詞と結びつくかが文法現象として重要で、
意味的特徴に大きく影響を与えると为張する。 
本論文で具体的に扱う問題は、前述した①〜④の数量表現に対応する中国語の数量
表現とは何かということである。本論文で扱うこうした問題については、陳(2007)、
奥津(1986)、洪(2008)が尐し触れている。しかし、陳(2007)では卖に「本を三冊買っ
た」というような、名詞に関わるものを中心に扱っており、「東京へ三回行った」とい
うような、いわゆる動詞と直接関係しているものは扱っていないため、両言語の対応
関係を詳述しているとは言えない。奥津(1986)では数量 Q、属性 Q だけを取り上げて、
日本語の数量表現と中国語の数量表現との対応関係を考察した。実際は数量 Q、属性 Q
のほかに、時間 Q、頻度 Q、順序 Q などもある。これらの意味を表す日本語数量表現に
対応する中国語の数量表現とは何かという問題をまだ明確にしていないため、奥津
(1986)では両言語の対応関係を詳細に記述しているとは言えない。洪(2008)は意味を
中心にして日本語の Qノ NC型に対応する中国語の数量詞が名詞を修飾する場吅に「的」
を使用するか否かに関わる要因を説明した。しかし、意味への言及だけでこの要因を
十分に説明しているとは考えられない。例えば、洪(2008)では量を表すものの場吅、
中国語の「的」が必須のものもあれば、不要のものもあると述べている。量を表すも
のの場吅、中国語の「的」が必須のものもあれば、不要のものもある要因については
意味だけで十分に説明することは難しい。さらに、洪(2008)は日本語の Q ﾉ NC 型に対
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応する中国語の数量表現は、qn 型ないし q 的 n 型のいずれかと述べている。q は中国
語の数量詞を、n は中国語の名詞を表す。しかし、中日対訳コーパスの言語事実を観
察すると、日本語の Q ﾉ NC 型に対応する中国語の数量表現形式には qn 型、q 的 n 型の
ほかに、さらに 7 種類あることが分かる。このことについては本論文の第二章で詳し
く述べる。 
このように、日本語の数量表現に対応する中国語の数量表現とは何かという問題に
ついて、以上の先行研究では一部だけを取り上げて論じたため、両言語の対応関係を
包括的かつ詳細に記述しているとは言えない。 
以上の認識に立って、本論文では、大量の言語事実に基づいて形式と意味の観点か
ら日本語の数量表現に対応する中国語の数量表現を詳細に記述し2、両言語の数量表現
の対応関係に関わる規則性を示し、こうした対応関係から得られる説明への示唆を行
うことを目的とする。 
 
2. データの収集 
  
 本論文のデータ収集は北京日本学研究センター(2003)『中日対訳コーパス(第一版)』
の日本文学作品 22 編とその中国語訳を吅わせて 44 件の文学作品と、日本語 14 編とそ
の中国語訳を吅わせて 28 件の非文学作品に基づいており、日本語の Q ﾉ NC 型、NQC 型、 
N ﾉ QC 型、NCQ 型を含む原文とそれらに対応する中国語の訳文を手作業により採取した。
収集した日本語 Q ﾉ NC 型は 709 例、NQC 型は 127 例、N ﾉ QC 型は 179 例、NCQ 型は 403 
例ある。この用例数を通して分かったことは、日本語ではこの 4 種類の数量表現の使用
頻度が Q ﾉ NC 型＞NCQ 型＞N ﾉ QC 型＞NQC 型だということである。                                   
『中日対訳コーパス(第一版)』は中国社会科学基金と日本国際交流基金の共同研
究プロジェクトにより作成している。文学作品としての小説22編と非文学作品としての
エッセイ、伝記、政治評論・白書、法律関連文書・条約文書、詩など14編の中日対訳
テキストを収録している。本論文が『中日対訳コーパス(第一版)』から引用した作品
は次のとおりである。文学作品と非文学作品のいずれにおいても以下の順序は『中
日対訳コーパス(第一版)』の記載順に従っている。 
                                                   
2 本研究では数量だけではなく、時間、頻度、順序、属性などを表すあらゆる数量表現を考察対象  
とする。 
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                                    文学作品 
日本語原文の書名 日本語原文に対応する中国語訳文書名 
あした来る人 情系明天 
坊ちゃん 哥儿 
越前竹人形 越前竹偶 
布団 棉被 
雁の寺 雁寺 
破戒 破戒 
鼻 鼻子 
金閣寺 金阁寺 
こころ 心 
高野聖 高野圣僧 
黒い雤 黑雤 
野火 野火 
ノルウェイの森 挪威的森林 
羅生門 罗生门 
青春の蹉跌 青春的蹉跌 
飼育 饲育 
死者の奢り 死者的奢华 
砂の女 砂女 
斜陽 斜阳 
痴人の愛 痴人之爱 
友情 友情 
雪国 雪国 
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                  非文学作品 
日本語原文の書名 日本語原文に対応する中国語訳文書名 
日本戦後名詩百家集 日本战后名诗百家集 
百言百話 百言百话 
ひとりっ子の上手な育て方 独生子女优育法 
激動の百年史 激荡的百年史 
日本経済の飛躍的な発展 日本经济的腾飞 
心の危機管理術 顺应自然的生存哲学 
近代作家入門 日本近代作家介绍 
マッテオ・リッチ伝 利玛窦传 
日本列島改造論 日本列岛改造论 
日本国憲法 日本国宪法 
サラダ記念日 沙拉纪念日 
タテ社会の人間関係 纵式社会的人际关系 
適応の条件 适应的条件 
亓体不満足 亓体不满足 
 
3. 本論文の構成 
 
 本論文は序論から第七章までで構成されている。以下に、それぞれの概要を記す。
序論では研究の背景と目的、データの収集、論文の構成を述べ、例文に付加する記号
の意味も明記する。第 1 章では先行研究の問題点と本論文の方向性について示す。第
二章から第六章までが本論文の核心となる部分である。まず、第二章は上述した 4 種
類の数量表現のうち使用頻度のもっとも高い Q ﾉ NC 型を取り上げる。次に、第三章で
は二番目に頻度の高い NCQ 型を考察し、第四章では三番目の N ﾉ QC 型を、第亓章では
頻度の一番低い NQC 型を扱う。これら 4 つの章では『中日対訳コーパス(第一版)』44
件の文学作品と 28 件の非文学作品から、日本語の Q ﾉ NC 型、NQC 型、N ﾉ QC 型、NCQ
型を含む原文とそれらに対応する中国語の訳文を取り上げ、形式と意味の観点から考
察し、使用頻度も見ながら両言語の対応関係およびその対応関係に関わる規則性を分
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析する。すなわち、まず、日本語の数量表現に対応する中国語の数量表現の可能な統
語的分布を記述する。そして、形式に意味の観点も加えて両言語の対応関係に関わる
規則性を分析し、言語表現には人間の経験や物事の捉え方が反映されるという考え方
も取り入れる。第六章では、第二章から第亓章までで考察した日中数量表現の対応関
係からどのような説明への示唆が得られるかについて検討する。第七章は結論部分で
あり、本論文の成果、意義、応用および残された問題点と今後の課題を述べる。   
 
4. 例文に付加する記号の意味 
 
先行研究の慣例に従って、例文に付加する記号は以下のように規定する。 
1) 本論文の作例については、三人以上のインフォーマントが不自然と判断した場
吅、それを不自然な文と見なし、「*」「?」「??」などの印を付している。 
* 文法的に不可能な文(非文)であることを示す。 
   ? 非文とは言い切れないが、尐し容認可能性が低い文であることを表す。また、? 
の数が増えるほど容認可能性が低くなることを表している。 
2) 先行研究から引用した例文の場吅、その例文の末尾に筆者の苗字と論文や著書
が出版された年・引用した例文のページが付されている。 
     例 1.昔或ル所ニ 三匹の子豚が 住ンデイマシタ 
                        (奥津 1983:1) 
例 1 の末尾に付されている「奥津」は筆者の苗字で、1983 はその論文が出版 
された年を、1 は引用した例文のページを表している。 
  3) コーパスから引用した例文の末尾に出典が示されている場吅は、例文の作品名
と例文の最则の文字が現れている行数が付されている。 
     例 2 
     日本語原文：別れた日のように東の窓の雤戸を一枚開けると、光線は流
るるように射し込んだ。 
  中国語訳文: 跟芳子走的那天一样，时雄一打开东边一扇雤窗，光线就象
流水一样泻进屋里。                     
(『布団』557 行) 
    例 2 の末尾に付されている『布団』は引用した例文の作品名で、557 行は引用
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した例文の最则の文字「別」が現れている行数を表している。 
4) 出典を明示していない例文は作例であるが、最低でも亓人のネイティブチェ
ックを経たものである。 
5) 例文の末尾に付されている大文字の Q ﾉ NC 型・NQC 型・N ﾉ QC 型・NCQ 型は日
本語数量表現の並列順序を表す。小文字の qn 型・q 的 n 型・vq 型・nq 型・qv
型・sq 型は中国語の数量表現の並列順序を表す。Q・q、N・n、C、v、s とい
う表記は、Quantifier「数量詞」、Noun「名詞」、Case-particle「格助詞」、
Verb「動詞」、Subject「为語」をそれぞれ表すものとする。 
    例えば： 
     ① 本を 3 冊買った。(NCQ 型) 
          ①の NCQ 型は「本を三冊」のように名詞、格助詞、数量詞の順で並ぶタ 
イプである。 
     ② 买了三本书。(qn 型) 
          ②の qn 型は「三本书」のように数量詞、名詞の順で並ぶタイプである。 
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        第一章 先行研究の問題点と本論文の方向性 
 
この章では数量表現についての研究がいままでどのような立場で行われてきたか
を整理する。また、先行研究の問題点を指摘しながら本論文の方向性を明らかにする。 
数量表現についての先行研究は大きく三つの立場に分けて行われてきた。一つ目は
形式を重視する立場である。二つ目は意味論の立場である。三つ目は形式と意味の両
面を考慮する立場である。本論文は三つ目の形式と意味の両面を考慮する立場である。 
具体的には、1 節で形式を重視する立場、2 節で意味論の立場、3 節で形式と意味の
両面を考慮する立場に分けてそれぞれ見ていく。 
 
1. 形式を重視する立場 
 
形式というのは、語が配列される順序のことである。どの言語においても、語の配
列の仕方にはルールがある。そのルールは専門用語を使えば、統語論(syntax)という。
統語論の枠組みにおいて、数量表現という言語形式にはどんな統語現象が見られるか
については数多くの研究が行われてきた。その中でもっとも代表的な統語現象は数量
詞移動(Quantifier Floating)である。そして、数量詞移動に限ってみても数多くの先
行研究があるが、以下ではそのいくつかのみを取り上げる。 
 (1) a.3 冊の本を買った。 
      b.本 3 冊を買った。 
      c.本を 3 冊買った。 
日本語では数量詞の位置は(1a)のように、「の」を介して修飾される名詞「本」の
前につくこともあるが、(1b)のように、名詞「本」の直後につくこともある。さらに、
(1c)のように、数量詞「3 冊」が修飾される名詞「本」から離れ、独立の文節となる
こともできる。 
数量詞「3 冊」と名詞「本」は本来 1 つの構成素である(柴谷・影山・田 2000:354)。 
そして、数量詞「3 冊」と名詞「本」が本来 1 つの構成素であるため、(1a)の「3 冊の
本」または(1b)の「本 3 冊」という構成素としての名詞句3から数量詞の「3 冊」が出
                                                   
3 名詞句（noun phrase または nominal phrase のことで、NP と略す）は、名詞または代名詞を为
要部とする句である。 
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て(1c)の「本を 3 冊」のようになることができ、この現象は数量詞移動と呼ばれる。 
(1a)、(1b)、(1c)は概念的に同じ意味を表しているため、三者を統語規則によって
関係づけることができる。生成文法的に考えると、意味が同じ二つの文の一方から他
方を作り出す働きをする変形規則がある。この点については、奥津(1969,1983)は(1b)
の「本 3 冊を」から(1c)の「本を 3 冊」が派生されるとしているが、神尾(1976,1977)
では奥津(1969)と異なり、数量詞移動は認めているが、(1a)の「3 冊の本を」から(1c)
の「本を 3 冊」が派生されるとしている。 
   奥津の为張(1969,1983) 
 (1) b.本 3 冊を買った。   (NQC 型) 
    
    c.本を 3 冊買った。   (NCQ 型) 
   神尾の为張(1976,1977) 
(1) a.3 冊の本を買った。  (Q ノ NC 型) 
      
               c.本を 3 冊買った。   (NCQ 型) 
(1a)、(1b)、(1c)はそれぞれ数量表現 Q ノ NC 型、NQC 型、NCQ 型であり、奥津
(1969,1983)では(1b)の「本 3 冊を」から(1c)の「本を 3 冊」が派生されるとしている。
すなわち、NQC 型から NCQ 型が派生されると为張している。これに対して、神尾
(1976,1977)では(1a)の「3 冊の本を」から(1c)の「本を 3 冊」が派生されるとしてい
る。すなわち、Q ノ NC 型から NCQ 型が派生されると为張している。 
さらに奥津(1986)では、どのような場吅でも数量詞移動ができるわけではなく、「が」
格・「を」格以外の「に」「と」「から」格などでは数量詞移動ができない。柴谷・影山・
田守(2000)では日本語の数量詞の移動は「が」ないし「を」で標示された为語・直接
目的語にのみ適用できると補足している。 
数量詞が移動しても意味が変わらない場吅が多いため、数量詞移動は自然な説明を
与えることができる場吅が多いと思われる。 
例えば： 
 (2) a.三本のビールを飲んだ。 
 
   b.ビールを三本飲んだ。 
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(3) a.学生 3 人が来た。 
 
   b.学生が 3 人来た。 
しかし、数量詞が移動することによって意味が変わってくる場吅もある。 
(4) a.Ano sanbon-no enpitu-o kat-te-i-masu. 
あの  3 本  の  鉛筆を  買っています。 
 
あの  鉛筆を  3 本    買っています。  
b.Ano enpitu-o sanbon kat-te-i-masu. 
(Muraki 1974:113) 
(5) 昔ある所に三匹の子豚が住んでいました。 
a.ところがある日、その子豚三匹が狼に食われてしまいました。 
 
   b.*ところがある日、その子豚が三匹狼に食われてしまいました。 
                       (尾谷 2000:63) 
(4)では a と b の意味が異なる。(4a)の「あの 3 本の鉛筆」は「定」の事物を指し
ており、(4b)の「3 本」はその文の中で先に現れた「あの鉛筆」の中での 3 本を指し
ている。また、(5a)「その子豚三匹」の三匹も(4a)と同様で、「定」の物を指している
が、(5b)「三匹」はその文の中で先に現れた「その子豚」の中での「三匹」という不
定の意味を表す。 
中国語にも数量詞移動の現象が起こる。山口(2004)では日本語と中国語の数量詞移
動現象を比較し、中国語の存在文にも数量詞移動現象があると为張している。しかし、
もっとも顕著な違いは、日本語の数量詞移動が文中の様々な位置に生起しうるのに対
して、中国語の数量詞移動は、動詞の補部位置以外では生起しえないことであると述
べている。 
日本語の場吅： 
Ⅰ 学生が 3 冊の本を燃やした。 
Ⅱ 学生が本を 3 冊燃やした。 
  Ⅲ 学生が 3 冊 本を燃やした。 
  Ⅳ 3 冊、学生が本を燃やした。 
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中国語の場吅： 
  Ⅴ 他烧了三本书。(彼は 3 冊の本を燃やした) 
  Ⅵ 他烧书,烧了三本。(彼は本を 3 冊燃やした) 
  Ⅶ 他把书烧了三本。(彼は本を 3 冊燃やした) 
  Ⅷ 他书烧了三本。(彼は本は/を 3 冊燃やした) 
  Ⅸ 书,他烧了三本。(本は/を彼は 3 冊燃やした)   山口(2004:122) 
林(2002)では上のⅤを基本語順とすれば、Ⅵ～Ⅸは数量詞が移動したのではなく、
目的語「书(本)」が動詞「烧了(燃やした)」の前に移動したと見るべきで、このよう
な言語現象を数量詞移動と言わず、数量詞分離4というべきであると述べている。 
さらに、奥津(1986)でも名詞と数量詞が分離した後、意味が変わってくることを指
摘している。 
(6) a.太郎买了三本书。 
    b.书太郎买了三本。     
      c.太郎书买了三本。 (奥津 1986:77) 
(6a)を基本語順とすれば、(6b)では「书」が文頭に移動し、(6c)では「书」が「太
郎」の後ろに移動している。数量詞の「三本」は元の位置に残っているから、数量詞
移動ではなく、名詞移動とでもいうべきものである。そして移動した名詞の「书」は
为題と考えられるから、これは数量詞移動とは違う为題化である。つまり(6a)の「三
本书」は不定の名詞句であるが、(6b)と(6c)の「书」は定名詞であると述べている。
基本語順である(6a)の意味は「太郎は三冊の本を買った」であるが、为題化した(6b)
の文は日本語では「本は太郎は三冊買った。」、(6c)の文は「太郎は本は三冊買った。」
のようになり、(6a)は(6b)や(6c)とは意味が違ってくる。 
形式を重視する立場から行われた研究は理論あるいはルールの開発という作業に
とって非常に重要である。しかし、形式に注目しているだけでは興味深い意味の側面
を捉えることができない。 
 (7) a.あの 3 冊の本を買った。 
    b.あの本を 3 冊買った。 
この例では、(7a)は概略[[あの 3 冊の]本]という構造をもち、「3 冊」は定と解釈さ
れるが、(7b)は概略[[あの本を]3 冊買った]という構造をもち、「3 冊」は不定と解釈
                                                   
4 名詞の方が前に移動した結果、数量詞と名詞とが分離する現象を数量詞分離と言う。  
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される。よって、それぞれの位置にある数量詞は、意味の観点も加えて解釈すべきで
ある。 
 以上、本節では数量詞移動という統語現象を取り上げて、形式を重視する立場から
行われた研究の問題点を指摘した。次の節では意味論の立場から行われた先行研究を
紹介する。 
 
2. 意味論の立場 
  
 日本語の研究で意味論の立場から行われた先行研究は、第 1 節で見た数量詞移動を
批判する立場において盛んに取り上げられてきた。奥津(1986,1996)の属性と数量、五
上(1978)、国広(1980)の全体量と部分量、Muraki(1974)、五上(1978)、尾谷(2000)の
定と不定、矢澤(1985)の達成量と同時量などである。この節では、意味論の観点から
数量詞移動を批判する立場において日本語の数量詞の意味を概観し、次に中国語数量
詞の重ね型がもつ意味と数量範囲を見た上で、中国語数量詞の達成量・同時量・属性
と数量詞分離との関係について紹介していく。 
 
2.1. 数量詞移動を批判する立場における日本語の数量詞の意味 
 本節では、前節で検討した分析が扱い切れていない意味の側面の事実を紹介する。
まず、奥津(1986,1996)の属性と数量から見ることにしよう。 
 
2.1.1. 日本語の属性と数量 
(8) a.三台の車を買った。 
    a'車を三台買った。 
    b.2000cc の車を買った。 
    b'*車を 2000cc 買った。  (奥津 1986:73) 
 (8a)の「三台」は数量 Q5であり、(8b)の「2000cc」は車の性能を表す属性 Q である
(奥津 1986,1996)。(8a)の数量 Q「三台」は名詞句「三台の車」から離れて(8a')のよ
                                                   
5 本研究では、例文 a の数量詞「一人」は学生の数量を表すため、数量 Q と呼び、例文 b の数量詞
「80 キロ」は学生の属性を表すため、属性 Q と呼ぶことにする。 
a.一人の学生が倒れた。 
b.80 キロの学生が倒れた。 
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うに動詞「買った」の直前に移動できるが、(8b)の属性「2000cc」は名詞句「2000cc
の車」から離れて(8b')のように動詞「買った」の直前に移動することができない(奥
津 1986)。 
次節では、五上(1978)と国広(1980)が述べる全体量と部分量を概観する。 
 
2.1.2. 日本語の全体量と部分量 
 神尾(1977)では、Q ノ NC 型から NCQ 型が派生すると为張している。しかし、五上
(1978)、国広(1980)は「Q ノ NC 型」は全体量を表し、「NCQ 型」は部分量を表すと指摘
している。 
 (9) a.私は[昨日会った数人の学生]を招待した。(Q ノ NC 型) 
    b.私は昨日会った学生を数人招待した。(NCQ 型)  五上(1978:174-175) 
(10) a.十段の階段をのぼる。(Q ノ NC 型) 
    b.階段を十段のぼる。 (NCQ 型)  (国広 1980:16) 
 (9a)では「昨日会った学生」は数人であり、この数人をすべて招待したという意味
を表す。これに対して、(9b)では「昨日会った学生」は数人よりも多く、そのうち、
数人を招待したことを示している。(10)は(9)と同じで、(10a)の階段の総数は十段で
あり、この十段をのぼるという意味を表すが、(10b)階段は十段よりも多く、そのうち
の十段をのぼることを表している。このように、(9a)、(10a)のような「Q ノ NC 型」
は全体量を表し、(9b)、(10b)のような「NCQ 型」は部分量を表すため、「Q ノ NC 型」
と「NCQ 型」を派生で関連付けようとする分析には疑問が残る。 
定と不定については次節で例を見ることにする。 
 
2.1.3. 日本語の定と不定 
(11) a.Ano sanbon-no enpitu-o kat-te-i-masu.  
あの  3 本  の  鉛筆を  買っています。 
       b.Ano enpitu-o sanbon kat-te-i-masu. 
あの  鉛筆を  3 本    買っています。  (Muraki 1974:113) 
 (12) a.[前を走っていた二台の乗用車]がつかまった。 
    b.前を走っていた乗用車が二台つかまった。(五上 1978:175) 
(11a)の「あの 3 本の鉛筆」の 3 本と(12a)の「前を走っていた二台の乗用車」の 2
14 
 
台は「定」の物を指しているに対して、(11b)の 3 本と(12b)の 2 台はそれぞれの文の
中で先に現れた「あの鉛筆」「前を走っていた乗用車」の中での「3 本」「2 台」という
不定の意味を表す。このように、(11a)と(11b)、(12a)と(12b)はそれぞれ異なる意味
の文であるため、互いに意味が異なる文どうしを変形規則で結びつけることは許され
ない。 
次節では矢澤(1985)が为張する達成量と同時量を見ることにする。 
 
2.1.4. 日本語の達成量と同時量 
 (13) 学生が 5 人 橋ヲ 渡ル。   (矢澤 1985:104) 
矢澤(1985)によれば、学生が 1 人 1 人渡って 5 人に達した場吅を達成量と言うが、
学生 5 人が一度に渡る場吅を同時量と言う。同時量の場吅には、述部に「シハジメル」
や「シツヅケル」をとることができるが、述語に「シハジメル」や「シツヅケル」の
ようなアスペクト詞がつく時には、(14)のような数量詞移動に制約があるとしている。 
(14) a.牛肉 500ｇヲ食べハジメル/食べツヅケル。 
   b.500ｇノ牛肉ヲ食べハジメル/食べツヅケル。 
   c.?牛肉ヲ 500ｇ食べハジメル/食べツヅケル。  (矢澤 1985:98)  
(14c)のように「シハジメル」や「シツヅケル」を述部とする NCQ 型が不自然であ
るのは、これがその動作・作用の開始や途中の位相6(phase)についての表現であるに
もかかわらず、「500ｇ」という数量詞は、「食べる」といった動作・作用の完了時に達
成される数量を表しており、開始や途中の位相と意味的に矛盾するからであると矢澤
(1985)は説明している。 
 以上、日本語において移動規則に注目しているだけでは捉えることができない興味
深い意味の側面があることを示した。次の 2.2 節からは中国語の数量表現とその意味
をいくつか見ていく。 
 
2.2. 中国語における数量詞の重ね型の意味 
中国語では、重ね型の「一本一本」あるいは「一本本」のことを数量詞の重ね型と
言う。本論文では「一本一本」のような数量詞の重ね型を「一 A 一 A」型といい、「一
                                                   
6 位相（phase）とは、その言語を、どういう集団がどういう場面で使うかによって異なる、言語の
様相のことを言う。日本語学で用いられる用語。位相ごとの特徴の違いを「位相差」と言い、あ
る特定の言語集団や場面で用いられる。 
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本本」のような数量詞の重ね型を「一 AA」型と呼ぶことにする。そして、黄(1987)、
徐(1988)、李(1989)、侯(1998)によれば、「一 A 一 A」型は「一つまた一つ」という意
味を表すと述べている。 
(15) 一个一个都走了。 
   ひとりまたひとりと去っていった。(『插队的故事』879 行) 
(15)の数量詞重ね型「一个一个」は「一人また一人」という意味を表している。 
宋(1981)、杨(1982)、黄(1987)、徐(1988)、李(1989)、李(1996)、刘(1999)では、
「一 A 一 A」型は「動作を次々とつづける」という意味があることを示している。さ
らに、华(1994)、侯(1998)、马(1999)では、「一 A 一 A」型が連用修飾語である場吅、
「動作を次々とつづける」という意味を持つことができると述べている。 
(16) 从水泊梁山到芳草地，一千多里，一步一步地走过来。 
   水泊梁山から芳草地まで、ざっと千里を一歩一歩あるいてきたんだ。 
                         (『金光大道』315 行) 
(16)の「一步一步」は動詞「走(あるく)」と関連付けて考えると、「動作を次々と
続ける」という意味があると感じられる。 
 侯(1998)では「一 A 一 A」型、「一 AA」型は連体修飾語あるいは連用修飾語である場
吅、「数量が多い」という意味を表すことができると述べている。 
 (17) 家家户户的窗户跟前,房檐底下,挂着一串一串的红辣椒,一嘟噜一嘟噜的山丁子。 
家々の窓のそばや、軒の下に、赤唐辛子やガマズミの果実がたくさん連なって
いる。(筆者訳) 
(18) 白色的，青色的，桔红色的，紫色的，一层一层重叠着。 
    白や青やオレンジや紫のものが何重にも重なっている。(筆者訳) 
(侯 1998:59) 
(17)の数量詞重ね型「一串一串」「一嘟噜一嘟噜」と名詞「红辣椒(赤い唐辛子)」「山
丁子(ガマズミの果実)」との間に「的」が置かれており、数量詞重ね型「一串一串」
「一嘟噜一嘟噜」と名詞「红辣椒(赤い唐辛子)」「山丁子(ガマズミの果実)」との間に
見られる関係は連体修飾関係である。したがって、数量詞重ね型「一串一串」「一嘟噜
一嘟噜」を含む「一串一串的」「一嘟噜一嘟噜的」は名詞「红辣椒(赤い唐辛子)」「山
丁子(ガマズミの果実)」の連体修飾語である。(17)の「一串一串」「一嘟噜一嘟噜」は
「多い、たくさん」という意味を表すことができる。(18)の数量詞重ね型「一层一层」
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は動詞「重叠(重ねる)」の直前に置かれるため、連用修飾語である。(18)の「一层一
层」は「多い、たくさん」という意味を表す。侯(1998)では、数量詞重ね型の「量詞(助
数詞)」が名量詞7であると同時に、述語動詞が状態動詞である場吅、連用修飾語であ
る数量詞重ね型が「多い、たくさん」という意味を表すことができると指摘している。 
王(2006)では、度量を表す数量詞が重ね型になると、「数量が尐ない」という意味
を表すことができると述べている。 
(19) 我口袋里大概装了两千亓百法郎，我说的是大概，我已不再一法郎一法郎地数
了，一百二百法郎左右的钱对我来说不算什么。 
私のポケットの中にたぶん 2 千 5 百フランある。私が言ったのは大体で、私は
すでにフランを１枚 1枚数えることはしなくなった。(今では)私にとって 100、
200 フラン程度のお金はたいした事ではなくなった。(筆者訳) 
                                 (王 2006:70) 
(19)の「一法郎一法郎」は文全体から考えると「数量が尐ない」という意味を表す
ことができる。しかし、数量詞「一法郎」自身も「数量が尐ない」という意味を持っ
ているため、このような数量が尐ないという意味を持つ数量詞を重ね型にすると、数
量が尐ないという意味を持つのは当然だと思われる。 
 中国語の数量詞重ね型「一 A 一 A」型と「一 AA」型の意味範疇について考察した先
行研究がある。宋(1978)、刘(1996)、李(2000,1998)、杨(2002)は「一 A 一 A」型と「一
AA」型は同じ意味範疇であると为張しているが、張(2007)は逆に異なる意味範疇であ
ると为張している。具体的には、宋(1978)、刘(1996)、李(2000,1998)、杨(2002)では
「一 AA」型は卖に「一 A 一 A」型の省略に過ぎないと述べているが、張(2007)では、
「一 AA」は複数の固体からなる集吅を巨視的に捉え、統吅的に認知する表現形式であ
り、「一 A 一 A」は集吅のメンバーを微視的に捉えて離散的に認知する表現形式である
と述べている。 
 以上が数量詞の重ね型の意味についての紹介であるが、次節では中国語の数量範囲
について見ていく。 
 
 
                                                   
7 中国語学では、名詞の前に置かれて名詞の数量を表す連体修飾語になるものを名量詞と言う(鳥五
2008:100-103）。 
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2.3. 中国語の数量範囲 
 林(2002)によれば、数量範囲(範囲を表す数量表現)は動詞の前に生起し、この位置
に生じる数量範囲は次の 6 つのタイプに分けられる。 
 A タイプ：範囲を表す数量表現の中に前置詞が置かれてその範囲を明示するもの。 
      例：他 (从) 3 点  到  5 点 在听音乐。 
          から 3 時 まで  5 時           
前置詞   前置詞 
彼は 3 時から 5 時まで音楽を聴いていた。(筆者訳) 
 B タイプ：前置詞と方角詞8がともに必要とされるもの。 
      例：为教练 从 30 人的名单 中  挑选球员。 
            から 30 人の名簿  中 
           前置詞      方角詞 
ヘッドコーチは 30 人の名簿の中から選手を選び出す。(筆者訳) 
 C タイプ：前置詞が必要とされるもの。 
      例：他开始 从   5 个俱乐部挑选球员。 
から  5 つのクラブ 
           前置詞 
                彼は 5 つのクラブから選手を選び始める。(筆者訳) 
 D タイプ：範囲を表す数量表現の中に前置詞と方角詞がともに置かれてその範囲を
明示するもの。 
      例：他 3 点   到    5 点  之间 在听音乐。 
3 時  まで   5 時    間 
             前置詞     方角詞 
                彼は 3 時から 5 時までの間、音楽を聞いていた。(筆者訳) 
 E タイプ：方角詞が必要とされるもの。 
      例：他 (在) 1 个小时  内  喝了 3 瓶啤酒。 
              1 時間   以内 
                  方角詞 
                                                   
8 鳥五(2008:62)は方角詞について以下のように定義している。場所詞は通常「上・下・前・后・里・
外・内・中」というこの種の語素を帯び、時間詞もまた通常「前・后・里・外・内・中」という
この種の語素を帯びる。この種の語素は方向・位置を表し、方角詞と称する。 
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                  彼は 1 時間の間に 3 本のビールを飲んだ。(筆者訳) 
 F タイプ：前置詞と方角詞が使用できないもの。 
      例 1：他 1 个小时喝了 3 瓶啤酒。 
                 彼は 1 時間で 3 本のビールを飲んだ。(筆者訳) 
      例 2：他 3 脚踢开了大门。 
                 彼はドアを 3 回蹴って開けた。(筆者訳) 
 林(2002)では、数量範囲は意味的に 2 種類に分けている。一つは(A タイプ、D タイ
プ)のように二つの点の間の空間を表すものであり、これを明示的範囲という。もう一
つは、(B、C、E、F タイプ)のように数量詞によってまとめられる総量であり、これを
非明示的範囲と呼ぶと述べている。そして、林(2002)では範囲を表す数量表現は動詞
の前に生起すると述べ、範囲を表す数量表現を卖に動詞と結びつけて分析している。
しかし実際には、範囲を表す数量表現は名詞の前に生起することもできる。 
(20) 这个动物每年生 4 至 6 个蛋。 
この動物は毎年 4 つから 6 つの卵を産む。 
 (20)の「4 至 6 个(4 つから 6 つ)」は名詞「蛋(卵)」の直前に置かれて名詞「蛋(卵)」
の数量の範囲を限定するため、連体修飾語である。以上の事実観察から分かったこと
は、林(2002)は記述の面で不十分だということである。 
 また、陈(2011)では、数量の範囲は物体の数量範囲、空間の数量範囲、時間の数量
範囲、動作の数量範囲の 4 つに分けられると述べている。まず、物体の数量範囲とは、
人あるいは事物の数量、重さなどを表す数量範囲のことである(陈 2011:68)。 
 (21) 马金生教授估计,这三处地方共有白鹭 8000 只到 10000 只左右。 
    馬金生教授はこの三地域には、吅わせて 8000 羽から 10000 羽のサギがいると
推定している。(筆者訳)                 (陈 2011:68) 
  (22) 一般 4 到 4.5 斤茶树的芽叶，才能炒出 1 斤茶叶・・・・ 
    普通、2000ｇから 2250ｇの茶葉を炒って、ようやく 500ｇのお茶を作ることが
できる。(筆者訳)                                      (陈 2011:69)  
(21)の「8000 只到 10000 只(8000 羽から 10000 羽)」は「白鹭(サギ)」の数量範囲
を表している。他方、(22)の「4 到 4.5 斤(2000ｇから 2250ｇ)」は「茶树的芽叶(茶葉)」
の重さの範囲を表している。 
 次に、空間の数量範囲とは、人あるいは事物の高さ、長さ、面積、体積および人あ
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るいは事物が空間にある位置を表す数量範囲のことである(陈 2011:69)。 
 (23) 1.2 米到 1.4 米的儿童半价。 
       身長が 120 センチから 140 センチの子供は半額です。(筆者訳) 
  (24) 需要直径是 1 米到 1.2 米的树。 
    直径 100 センチから 120 センチの木を必要としている。(筆者訳) 
  (25) 二层的店铺每间 10 平方米到 15 平方米。 
    二階の店舗はすべて 10 平方メートルから 15 平方メートルである。(筆者訳) 
  (26) 这条船的位置是北纬 20 度到 25 度,西经 35 度到 40 度。 
    この船の位置は北緯 20 度から 25 度、西経 35 度から 40 度にある。(筆者訳) 
 (23)の「1.2 米到 1.4 米(120 センチから 140 センチ)」は子供の身長を、(24)の「1 米
到 1.2 米(100 センチから 120 センチ)」は木の直径を、(25)の「10 平方米到 15 平方米
(10 平方メートルから 15 平方メートル)」は店舗の面積を、(26)の「北纬 20 度到 25
度,西经 35 度到 40 度(北緯 20 度から 25 度、西経 35 度から 40 度)」は船が存在する位
置をそれぞれ表している。 
 第三に、時間の数量範囲とは、時間の前後、時間の長さを表す数量範囲のことであ
る(陈 2011:69)。 
(27) 伴随着上世纪 90 年代中期和 2005 年到 2006 年暴涨的股市,・・・・・ 
       前世紀 90 年代中期と 2005 年から 2006 年の間の急騰する株価にしたがっ 
て、・・・                                         (筆者訳) 
(28) 完成这一计划可能需要 4 至 6 年的时间。 
    この計画を完成するには 4 年から 6 年かかるだろう。(筆者訳) 
                                   陈(2011:69) 
 陈(2011)では、(27)の「2005 年到 2006 年(2005 年から 2006 年)」は時間の前後を表
す数量範囲であると述べているが、(27)の「2005 年到 2006 年(2005 年から 2006 年)」
は(28)の「4 至 6 年(4〜6 年)」と同様に、時間の長さを表す数量範囲を表すと思われ
る。 
 最後に、動作の数量範囲とは、動作を行った回数あるいは頻度を表す数量範囲のこ
とである(陈 2011:70)。 
(29) 宇航局计划让航天飞机重返太空并利用航天飞机进行 25 到 30 次飞行来完成国
际空间站建设。 
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    航空宇宙局はスペース・シャトルを宇宙へ送り、25 回から 30 回の飛行によ
って国際宇宙ステーション建設の完成を予定している。(筆者訳) 
(30) 她每天要练习 10 到 15 遍。 
彼女は毎日 10 回から 15 回練習をする。(筆者訳) 
                                       (陈 2011:70) 
 (29)の「25 到 30 次(25 回から 30 回)」は飛行する回数を表し、(30)の「10 到 15 遍
(10 回から 15 回)」は練習の頻度を表す数量範囲である。 
以上が中国語の数量範囲についての概観であるが、次の節では数量詞の達成量・同
時量・属性と数量詞分離との関係を見ることにする。 
 
2.4. 中国語数量詞の達成量・同時量・属性と数量詞分離との関係 
 本節では、中国語数量詞が示す達成量・同時量・属性と数量詞分離との関係につい
て紹介する。まず、達成量を見ることにする。 
 
2.4.1. 中国語数量詞の達成量 
 林(2002)では、日本語数量詞の達成量の定義(矢澤 1985)に従って中国語数量詞の達
成量が定義されている。そこでは、「動作・作用にともなって増減し、その完了時に達
成される数量」が中国語数量詞の達成量と述べられている(林 2002:92)。 
(31) 他买了 5 本字典。(彼は 5 冊の辞書を買った。) (林 2002:92)                     
この文には二通りの解釈がある。一つは一度に 5 冊の本を買ったという解釈であり、
もう一つは複数回の動作(買う)による吅計量が５冊であるという解釈である。これを
裏付ける証拠として、(31)は(32a)のように「一度に」を意味する中国語副詞「一下子」
と共起でき、また、(32b)のように吅計を意味する中国語副詞「总共」と共起すること
ができる。 
(32) a.他一下子买了 5 本字典。(彼は一度に 5 冊の辞書を買った。) 
    b.他总共买了 5 本字典。(彼は吅計 5 冊の辞書を買った。) 
(林 2002:92) 
 林(2002)によれば、数量詞を Q で示すと、達成量の構造は「V 了 QO」のように示す
ことができると述べている。V は動詞、O は目的語を表す。 
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(33) a.他 听了 1 个小时 音乐。 
     
b.他 音乐 听了 1 个小时。   (林 2002:94) 
(33a)の「听了 1 个小时音乐」は V 了 QO という構造であり、達成量を表すことがで
きる。このように達成量である場吅には、(33a)の目的語「音乐(音楽)」は動詞「听了
(聞いた)」の前に移動できる。このような現象を林(2002)は数量詞の「分離」と呼ん
でいる。林(2002)では、中国語の達成量について以下のように述べている。 
 「達成量は、意味的には 1 回解釈と複数回解釈が可能であり、構文的には目的語と
分離することが可能である。」                 (林 2002:95) 
次に同時量の例を見ていく。 
 
2.4.2. 中国語数量詞の同時量 
(34) 他在抽 3 支烟。(彼は 3 本のタバコを吸っている。) (林 2002:96)  
 林(2002)によれば、(34)は動作为が同時に 3 本のタバコを吸っていることを記述し
た文である。(34)は動作継続を意味する文であるため、この文における数量詞は達成
量を表すとは言えない。(34)のように常に同時解釈を受ける動作継続の文では数量詞
は同時量であることを示している。ここで注意すべきことは、達成量と異なって、同
時量を表す数量詞は後続する名詞と分離できないということである(林 2002)。 
(35) a.小路上走着 5 个老人。(小道を 5 人のお年寄りが歩いている。) 
  
b.*老人小路上走着 5 个。    (林 2002:98) 
 (35a)の「5 个(5 人)」は同時量を表しているため、(35b)のように数量詞「5 个」は
後続する名詞「老人(お年寄り)」と分離できない。分離したら、非文になる。 
最後に、次節で属性を見ることにしよう。 
 
2.4.3. 中国語数量詞の属性 
(36) a.我买了 100 日元的邮票。(100 円の切手を買った。) 
b.我买了 100 日元邮票。(切手を 100 円買った。)(奥津 1986:77) 
奥津(1986)は、中国語では「的」が属性 Q の標識であると述べている。(36a)の数
量詞「100 日元(100 円)」は属性 Q を表し、(36b)の数量詞「100 日元(100 円)」は数量
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Q を示すと述べている。林(2002)は奥津の「『的』が属性 Q の標識である」という説を
受け継いで、属性を表す場吅、「的」の省略ができないという制限があると述べている。
また、林(2002)では、属性量の場吅、数量詞が後続する名詞と分離できるかどうかに
ついて考察し、属性量の場吅は数量詞分離が発生した場吅の「的」が省略できないこ
とを指摘している。 
(37) a.他走完了 5 公里的山路。(彼は 5 キロの山道を歩いた) 
b.他山路走完了 5 公里的。(山道は、彼は 5 キロ歩いた)(林 2002:100) 
 (37a)の「5 公里(5 キロ)」は山道の全長という意味であるため、属性量を表す。属
性量の場吅、(37b)のように数量詞「5 公里(5 キロ)」は後続する名詞「山路(山道)」
と分離できるが、数量詞「5 公里(5 キロ)」直後の「的」は省略できない(林 2002:100)。 
以上論じてきた意味論についての先行研究をまとめると、日本語では数量詞の意味
は数量詞移動を批判する立場において盛んに行われてきた。これに対して、中国語で
は数量詞の重ね型の意味機能、数量範囲の意味分類、および達成量・同時量・属性量
と数量詞分離との関係について研究されてきた。しかし、本論文では、数量詞移動を
批判する立場、数量詞の重ね型の意味機能、数量範囲の意味分類、数量詞分離とは異
なる観点から、再び数量詞の意味について考えてみたいと思う。意味はさまざまな構
文環境によって作り出されるものであると考えるため、数量詞の意味が数量表現形式
という一つの言語現象の中でどのように位置づけられるかについては、次の節で議論
する。 
 
3. 形式と意味の両面を考慮する立場 
 
 言語は形式と意味が結吅したものである。言語の意味は言語の形式を通して表され
るため、言語を分析する時に、形式と意味を両方とも考える必要があると思われる。
例えば、「虎、獅子、が、を、食べた」という語の連鎖からなる文があったとすると、
その文の意味はこれらの語の並列順序(形式)を通して表す。 
     形式 1：虎が獅子を食べた。  意味 1 
     形式 2：獅子が虎を食べた。  意味 2 
文の形式は語と語が一定の決まりにより結びついたものである。その決まりは統語
論(文法)と呼ばれる。また、意味をどのように言語表示するかという点から見れば、
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意味論が出発点にあるとも言える。そこで言語は以下のように捉えることができる。 
               言語 
 
言語表現の形式    言語表現の意味 
 
        統語論(文法)        意味論 
 
 以上の認識があって、本論文では分析を行うにあたり、形式と意味の両方を考慮し、
数量詞が文中のどの位置に現れるか、どんな品詞と結びつくかが文法現象として重要
で、意味的特徴に大きく影響を与えると为張する。 
本論文が扱う日本語の数量表現の型を再掲する。 
① Q ﾉ NC 型 「例：3 人ノ学生が反対シタ」 
② NQC 型  「例：学生 3 人が反対シタ」 
③ N ﾉ QC 型 「例：出席シタ学生ノ 3 人が反対シタ」 
④ NCQ 型  「例：学生が 3 人反対シタ」 
この 4 つの数量表現に対応する中国語の数量表現は何かという問題に直接関わって
くる先行研究は、为に以下の 3 つである。 
第 1 に、陳(2007)では、日本語の「本を三冊買った」「三冊の本を買った」といっ
た数量表現を中心に、その個々の表現パターンにおける制約と、中国語の制約との対
照を通して、統語上の違いと、拡張された文の範囲を考察している。さらに、定・不
定の視点から数量表現の展開を分析している。日本語の数量表現に対応する中国語の
数量表現を次のように示している。 
     日本語            中国語 
   NCQ   本を三冊        qn    三本书 
 NQ   本三冊         nq    书三本 
Q(N)    三冊、本        n(q)   书…三本 
Q ﾉ N    三冊の本         qn    三本书 
しかし、陳(2007)では日本語の数量表現と中国語の数量表現との対応関係を分析す
るところでは、「本を三冊買った」というような名詞に関わるもののみを扱っているが、
「東京へ三回行った」というような、いわゆる動詞と直接関係しているものは扱って
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いないため、両言語の対応関係を詳述しているとは言えない。 
 第 2 に、日中対照数量表現に関する論文である奥津(1986)には、次のような指摘が
ある。 
(38) a.100 円の切手を買った。 
b.切手を 100 円買った。(奥津 1986:76) 
 (38a)の「100 円」は「100 円切手」という切手の種類を表す属性 Q を表すが、(38b)
の「100 円」は数量 Q で「切手を 100 円分買った」という意味である。このうち(38a)
に対応する中国語の文は(39a)で、(38b)に対応する中国語の文は(39b)である。 
(39) a.我买了 100 日元的邮票。 
b.我买了 100 日元邮票。(奥津 1986:77) 
 中国語では「的」の有無によって数量 Q と属性 Q を区別する。(39a)の「100 日元」
は属性 Q を表すが、(39b)の「100 日元」は数量 Q を表す。しかし、奥津(1986)では数
量 Q、属性 Q だけを取り上げて、日本語の数量表現と中国語の数量表現との対応関係
を考察している。実際は数量 Q、属性 Q のほかに、時間 Q、頻度 Q、百分率を表す数量
Q、順序 Q などもある。このように、これらの意味を表す日本語数量表現に対応する中
国語の数量表現は何かという問題をまだ論じていないため、奥津(1986)でも両言語の
対応関係を詳細に記述していない。 
第 3 に、洪(2008)では、日本語の Q ﾉ NC 型に対応する中国語の数量表現は qn 型な
いし q的 n型のいずれかであると述べている。中国語の qn型と q的 n型の違いは「的」
の有無であり、日本語の Q ﾉ NC 型に対応する中国語の「的」の使用・不使用に関わる 
要因について認知言語学の観点から考察している。洪(2008)によれば、量化数量詞9の
なかの中心的カテゴリーにおいて、数を表すものしか中国語では「的」が付かない。
量を表すものと倍率を表すものは両方とも、中国語の「的」が必須のものもあれば、
不要のものもある。一方、周辺的カテゴリーにおいては、中国語の「的」が省略でき
ない。また、指示数量詞の場吅、属性カテゴリーと非属性カテゴリーにおいては、い
ずれも中国語の「的」が必須となるものとそうではないものが見られることを示して
いる。このように、洪(2008)は意味を中心にして日本語の Q ﾉ NC 型と中国語の qn 型と
                                                   
9 洪(2008)では「Q ﾉ NC 型」における数量詞に関して本来、数量詞が物事の数を数える働きとして、
例えば「一冊の本」「二人の娘」「5 匹の子猫」などのようなものを量化数量詞と示し、それ以外
の数量詞の用法を大きくまとめて、例えば「300 ページの小説」「二人の顔」「5 キロの子猫」など
のようなものを指示数量詞と示している。 
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q 的 n 型の対応関係を説明している。しかし、意味だけではこの対応関係を十分には
説明できないと思われる。例えば、上述したように洪(2008)では量を表すものの場吅、
中国語の「的」が必須のものもあれば、不要のものもあると述べている。量を表すも
のの場吅、中国語の「的」が必須のものもあれば、不要のものもある要因について意
味だけで説明するのは難しい。そして、洪(2008)は日本語の Q ﾉ NC 型に対応する中国
語の数量表現では、qn 型ないし q 的 n 型のいずれかと述べている。しかし、中日対訳
コーパスの言語事実を通して分かるのは、日本語の Q ﾉ NC 型に対応する中国語の数量
表現形式には qn 型、q 的 n 型のほかに 7 種類あるということである。このことについ
ては、本論文の第二章で詳しく述べる。 
日本語の数量表現に対応する中国語の数量表現が何かという問題については、上述
の先行研究では一部だけを取り上げて論じているため、両言語の対応関係を詳細に記
述しているとは言えない。また、先行研究では作例を中心に内省で(すなわち、分析者
の直観に基づいて)分析しているため、結論は信頼できない場吅がある。例えば、洪
(2008)では、日本語の Q ﾉ NC 型に対応する中国語の数量表現は qn 型ないし q 的 n 型の
いずれかと述べている。しかし、中日対訳コーパスの言語事実から、上で触れたよう
に日本語の Q ﾉ NC 型に対応する中国語の数量表現形式に qn 型、q 的 n 型のほかに 7 種
類ある。結論が分析者の個人的傾向に片寄らないようにするには、多くの話し手から
集めた大量の言語資料を分析する必要がある。本論文ではこうした問題を防ぐために、
分析者の内省だけではなく、大量のテキストデータを集めたコーパスによる観察も併
用する。コーパスを用いることによって、内省では扱い得ないような大きな自然言語
のデータベースを用いて分析することができる。分析者の内省と大量の言語事実の観
察が一緒になって、結果的にその分析は他の方法では困難な広い調査範囲と高い信頼
性を持つことになる。 
以上の認識に立って、本論文では、大量の言語事実に基づいて形式と意味の観点か
ら日本語の数量表現に対応する中国語の数量表現を詳細に記述し、両言語間の数量表
現の対応関係に関わる規則性を示し、こうした対応関係から得られる説明への示唆を
行うことを目的とする。 
本論文がとる進め方は、まず日本語のそれぞれの数量表現に対応する中国語の数量
表現の可能な統語的分布を記述する。そして、統語的分布としての形式に意味の観点
も加えて、両者の対応関係に見られる規則性を明示する形で分析し、言語表現には人
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間の経験や物事の捉え方が反映されるという考え方も取り入れる。最後に、日中数量
表現の対応関係から得られる説明への示唆を行う。 
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第二章 日本語の Q ノ NC 型数量表現に対応する中国語の数量表現10 
           
1. はじめに 
 
Q ノ NC 型数量表現は、「亓本の鉛筆を削る」のようなタイプである。Q は数量詞、N
は名詞、C は格助詞を表し、「亓本の鉛筆を」の並列順序は Q ノ NC となる。陳(2007:190)
では、Q ノ NC 型の中の、Q ノ N は完全なる一名詞句であり、文における格助詞 C も名
詞句の機能に応じて、「が」「を」「に」「と」などが添えられる点で自由である。 
(1) 三冊の本と亓冊のノートを買った。 
 (1’) 买了三本书,亓本笔记本。 
(陳 2007:190) 
 陳(2007:190)では(1)の中国語訳は(1’)しか考えられないと述べている。(1’)のように
数量詞「亓本(亓冊)」のあとに名詞「笔记本(ノート)」がくるものを本論文では qn
型と呼ぶ。q は数量詞、n は名詞を表す。 
  洪(2008:12)では、日本語の Q ノ NC 型に対応する中国語の数量表現は qn 型ないし q
的 n 型11のいずれかであると述べている。 
 (2) 三本の木を植えた。(Q ノ NC 型) 
(2’) 种了三棵树。(qn 型) 
(3) 三歳の妹に英語を教える。(Q ノ NC 型) 
(3’) 教三岁的妹妹学英语。(q 的 n 型) 
(2)の Q ノ NC 型「三本の木を」に対応する中国語の数量表現は qn 型「三棵树」で
あり、(3)の Q ノ NC 型「三歳の妹に」に対応する中国語の数量表現は q 的 n 型「三岁
的妹妹」である。 
以上の先行研究によると、日本語の Qノ NC型に対応する中国語の数量表現は qn型、
q 的 n 型である。 
この第二章では、『中日対訳コーパス(第一版)』の言語事実に基づいて、形式と意
味の観点から日本語の Qノ NC型に対応する中国語の数量表現形式が何かという問題を
                                                   
10 本章は、「比較文化学会」の学会誌『比較文化研究』NO.107 に掲載された范(2013d)に基づいてい
る。 
11 q は数量詞、n は名詞を表し、例えば「50 公斤的大米」のような数量詞「50 公斤(50 キロ)」と名
詞「大米(米)」の間に「的」が置かれるものを本研究では q 的 n 型と呼ぶ。 
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再検討し、日本語の Q ノ NC 型と中国語の数量表現の対応関係に関わる規則性を示すこ
とを为な目的とする。 
 
2. 日本語 Q ノ NC 型に対応する中国語の数量表現形式 
 
この節では、日本語の Q ノ NC 型に対応する中国語の数量表現には陳(2007)、洪
(2008)が指摘した「qn 型」、「q 的 n 型」のほかに、どのような形式があるかについて
も検討する。 
すでに触れたが、本章では『中日対訳コーパス(第一版)』から、日本語の Q ノ NC
型を含む原文とそれらに対応する中国語の訳文を手作業により採取した。収集した日
本語 Q ノ NC 型は 709 例ある。この 709 例の日本語 Q ノ NC 型に対応する中国語訳文の
数量表現は 9 種類に分けられる。具体的には、数量詞と後にくる名詞が結吅して「連
体修飾関係」を構成する① qn 型、「的」が数量詞と名詞の間に置かれて「連体修飾関
係」を構成する② ｑ的 n 型あるいは③ q1q 的 n 型(q1は卖数を表す「一」を伴った数
量詞を表す。)、数量詞 q が「长(長さ)・宽(幅)・高(高さ)」を表す名詞 n1の前に置
かれて、名詞 n1と一緒に後ろの名詞 n を修飾する④ qn1的 n 型、数量詞と前にくる述
語動詞が結吅して「述語・補語の関係」を構成する⑤ vq 型、数量詞と前に存在する
名詞が結吅して「同位関係」を構成する⑥ nq 型、数量詞と後にくる動詞が結吅して
「連用修飾関係」を構成する⑦ qv 型、さらに、⑧ 中国語訳文に日本語原文 Q ノ NC 型
の数量詞 Q に相当する q が明示されていないものと、⑨ 中国語訳文に日本語原文 Q
ノ NC 型の名詞 N に相当する n が明示されていないものも加えて 9 種類に分けられる
(q は数量詞、n は名詞、v は動詞を表す)。 
以上の言語事実から見ると、日本語の Q ノ NC 型に対応する中国語の数量表現形式
には「qn 型」、「q 的 n 型」のほかに、q1q 的 n 型、qn1的 n 型、vq 型、nq 型、qv 型、
中国語訳文に日本語原文の数量詞 Q に相当する q が明示されていないものと中国語訳
文に日本語原文の名詞 N に相当する n が明示されていないものがある。そのため、本
論文は陳(2007)、洪(2008)と異なり、日本語の Q ノ NC 型に対応する中国語の数量表現
には 9 種類あると为張する。 
以下では、『中日対訳コーパス(第一版)』から収集した日本語原文が基本的に現代
日本語の特徴を備えており、中国語母語話者である筆者も対応する中国語訳が基本的
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に妥当なものであるという判断に立って、それぞれの例を見ていく。 
 
① 日本語の Q ノ NC 型に対応する中国語の数量表現が qn 型である場吅 
日本語原文 1：达って林の奥に進むと、一軒の小屋があり、人がいた。 
 中国語訳文 1：树林深处有一间小屋，还有人。 
                     (『野火』89 行) 
中国語訳文 1 では数量詞「一间」は名詞「小屋」の前に置かれて、名詞「小屋」の
数量を限定するため、数量詞「一间」は名詞「小屋」の連体修飾語12であり、名詞「小
屋」と連体修飾関係を構成する。 
 
② q 的 n 型である場吅 
日本語原文 2：それ程の男であるから、貧苦と零落との為め小県郡の方へ家を移し 
た時にも、八歳の丑松を小学校へやることは忘れなかった。 
中国語訳文 2：正因为他是这样一个男子汉，虽然贫穷和衰落，搬来小县城层住，当 
时并没有忘记让八岁的丑松上小学。            (『破戒』72 行) 
数量詞「八岁(八歳)」と名詞「丑松」との間に「的」が置かれるため、数量詞「八 
岁(八歳)」と名詞「丑松」は連体修飾関係である。数量詞を含む“的”字句13「八岁
的(八歳の)」は連体修飾語で、名詞「丑松」は被修飾語である。 
 
③ q1q 的 n 型の場吅 
日本語原文 3：或日、けたたましく犬の吠える声がするので、内供が何気なく外へ 
出て見ると、中童子は、二尺ばかりの木の片をふりまわして、毛の
長い、痩せた尨犬を逐いまわしている。 
 中国語訳文 3：有一天，内供听见狗在狂吠不止，就漫不经心地踱出屋门一望，中童 
子正抡起一根两尺左右的木条，在追赶一只瘦骨嶙嶙的长毛狮子狗。 
                              (『鼻』39 行) 
                                                   
12 中国語の連体修飾語は名詞の前に置かれ、名詞を限定・修飾するものである。また、名詞と結吅
して連体修飾語関係を構成する（房 2009:141-147，鳥五 2008:192-198）。 
13 一つの卖語あるいは一つの句の後に付いて、文中において構造表示の役割を果たす卖語を構造助 
詞と呼ぶ。構造助詞は「的・地・得」の三語がある。構造助詞「的」はその前の言語成分が連体
修飾語であることを表す。このような構造は“的”字句と呼ばれる。(鳥五 2008:142-143，251-254）。 
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 日本語原文 3 の「二尺ばかりの木の片を」に対応する中国語訳文は q1q 的 n 型「一 
根两尺左右的木条(一本の二尺ばかりの木の片)」である。この数量詞 q1「一根(一本)」 
を q 的 n 型「两尺左右的木条(二尺ばかりの木の片)」の前に補う理由は次の 3 節で考 
える。中国語訳文 3「一根两尺左右的木条(一本の二尺ばかりの木の片)」の数量詞「一 
根(一本)」は「两尺左右的木条(二尺ばかりの木の片)」の数量を表すため、数量詞「一 
根(一本)」は連体修飾語で、｢两尺左右的木条(二尺ばかりの木の片)」は被修飾語であ 
る。また、数量詞「两尺左右(二尺ばかり)」と名詞「木条(木の片)」の間に構造助詞 
の「的」が置かれるため、数量詞「两尺左右(二尺ばかり)」を含む“的”字句 PP「两 
尺左右的(二尺ばかりの)」は連体修飾語で、名詞「木条(木の片)」は被修飾語である。 
以上の分析を総吅すると、中国語訳文 3「一根两尺左右的木条(一本の二尺ばかりの木 
の片)」の構造は以下の図 1 のようになると考えられる。 
               NP2 
         Q2           NP1  
                PP         N 
              Q1     P 
    
一根   两尺左右    的    木条 
        (一本)  (二尺ばかり)  (の)    (木の片) 
図 1 
 
④ qn1的 n 型の場吅 
日本語原文 4：それから神楽坂の毘沙門の縁日で八寸の鯉を針で引っかけて、しめ 
たと思ったら、ぽちゃりと落としてしまったがこれは今考えても惜 
しいと云ったら、赤シャツは顋を前の方へ突き出してホホホホと笑 
った。 
 中国語訳文 4: 还有一次去神乐坂的昆沙门堂赶庙会，眼看着八寸长的鲤鱼上钩了， 
心想，太好啦，谁知又扑通掉到水里，直到现在还觉得可惜。”红衬 
衫撅着下巴颏嘿嘿地笑了。(『坊ちゃん』130 行) 
 日本語原文 4 の「八寸の鯉を」に対応する中国語訳文 4 の「八寸长的鲤鱼(長さ八 
寸の鯉)」の数量詞「八寸」と名詞「鲤鱼(鯉)」の間に名詞「长(長さ)」が付け加えら 
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れている。この名詞「长(長さ)」が付加される理由は次の 3 節で検討する。訳文 4 の 
「八寸长的鲤鱼(長さ八寸の鯉)」の構造は以下の図 2 と考えている。 
 NP2 
               PP         N2 
             NP1        P 
           Q    N1 
           八寸    长      的   鲤鱼 
           (八寸)   (長さ)    (の)   (鯉) 
                  図 2 
訳文 4 の数量詞「八寸」は名詞「长」の長さを限定するため、数量詞「八寸」は名
詞「长(長さ)」の連体修飾語で、名詞「长(長さ)」と名詞句 NP1 を構成する。また、
名詞句 NP1 は名詞 N2「鲤鱼(鯉)」の間に「的(の)」が置かれるため、名詞句 NP1「八
寸长(長さ八寸)」を含む“的”字句の PP は名詞 N2「鲤鱼(鯉)」の連体修飾語である
と考えられる。 
 
⑤ vq 型の場吅 
日本語原文 5: 亭为をもちながら亭为と寝もせんと、たった一どの姦通を犯して、
そのために妊ったやていうてきてよる。 
 中国語訳文 5: 嫁了个丈夫，却不同床；与人私通了一次就怀孕在身。 
                            (『越前竹人形』1045 行) 
 日本語原文 5 の「一どの姦通を」の数量詞「一ど」は名詞「姦通」の前に置かれる 
ため、数量詞「一ど」を含む「一どの」は名詞「姦通」の連体修飾語である。これに 
対して、中国語訳文 5 の数量詞「一次(一ど)」は動詞「私通了(姦通した)」の後ろに 
置かれて、動作「私通了(姦通した)」の回数を補充、説明する機能であるため、この 
数量詞は補語14であり、先行する述語動詞と結吅して「述語・補語の関係(動作の回数 
という補充関係)」を構成する。 
 
 
                                                   
14 中国語の補語は動詞・形容詞の後ろに置かれ、動詞・形容詞を補充、説明するものであり、動詞 
形容詞と結吅して「述語・補語の関係」を構成する。（房 2009:160-187，鳥五 2008：186-192）。 
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⑥ nq 型の場吅 
日本語原文 6：全営業部門を掌握し、一万亓千人の部下を率いて戦う営業本部長。 
 中国語訳文 6： 一个掌握全部营业部门，率领部下 1万 5千人冲锋陷阵的营业总部长。                         
(『心の危機管理術』25 行) 
 日本語原文 6 の「一万亓千人の部下を」の数量詞「一万亓千人」は名詞「部下」の 
前に置かれるため、数量詞を含む「一万亓千人の」は名詞「部下」の連体修飾語であ 
る。これに対して、中国語訳文 6 の「部下 1 万 5 千人」の数量詞「1 万 5 千人」は名 
詞「部下」の直後に置かれるため、数量詞「1 万 5 千人」は名詞「部下」の同格語15で 
ある。 
 
⑦ qv 型の場吅 
日本語原文 7：今日で二度目の洗濯をする。 
 中国語訳文 7：今天，我第二次洗衣裳。          (『サラダ記念日』126 行) 
 日本語原文 7 の「二度目の洗濯を」の数量詞「二度目」は名詞「洗濯」の順序を限 
定するため、数量詞「二度目」を含む「二度目の」は名詞「洗濯」の連体修飾語であ 
る。しかし、中国語訳文 7 の「第二次洗」の数量詞「第二次(二度目)」は動詞「洗(洗 
う)」の前に置かれて、動詞「洗(洗う)」が表す行為の序数を表す。そのため、数量詞 
「第二次(二度目)」は動詞「洗(洗う)」の連用修飾語16である。 
 
⑧ 数量詞が明示されていない場吅 
 日本語原文 8：その時、十間ばかり離れた叢から、一つの声が起った。声は「こー 
さーん」といっていた。 
中国語訳文 8：正在这时，在仅距二十米左右远的草丛中，忽然有声音，那声音是在 
说“投降”。                        (『野火』982 行) 
 中国語訳文 8 には日本語原文 8 の数量詞「一つ」が明示されていない。 
 
                                                   
15 二個の卖語あるいは句が、同一の事物を指し、同一の文成分になるものは、いずれも同格語（同 
位語）と言う。（房 2009:70，鳥五 2008：205-209）。 
16 中国語の連用修飾語は動詞あるいは形容詞の前にあり、動詞あるいは形容詞を描写、修飾するも
のである。連用修飾語は動詞あるいは形容詞と結吅して「連用修飾関係」を構成する（房
2009:147-153，鳥五 2008:198-203）。 
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⑨ 中国語訳文に日本語原文 Qノ NC 型の名詞 Nに相当する nが明示されていない場吅 
 日本語原文 9：見れば種牛は股から胴へかけて四つの肉塊に切断されるところ。 
 中国語訳文 9：种牛的大腿到胸部正被分成四块。      (『破戒』960 行) 
 中国語訳文 9 には日本語原文 9 の名詞「肉塊」が明示されていない。日本語原文 9 
の数量詞「四つ」は名詞「肉塊」の前に置かれて、名詞「肉塊」の数を限定するため、 
数量詞「四つ」を含む「四つの」は名詞「肉塊」の連体修飾語である。しかし、中国 
語訳文 9 の数量詞「四块(四つ)」は動詞「分成(切断される)」の後ろに置かれて、動 
詞「分成(切断される)」の結果を表すため、数量詞「四块(四つ)」は動詞「分成(切断 
される)」の結果補語である。 
以上、この 2 節では陳(2007)、洪(2008)が指摘しなかった③～⑨の言語事実を示し
た。これらの言語事実を通して、日本語数量表現 Q ノ NC 型に対応する中国語数量表現
形式およびコーパスから集めた日本語原文とそれぞれの訳文の用例数と百分率は以下
の表 1 のようにまとめられる。 
表 1 
日本語数量表現 中国語数量表現 q の成分 用例数 百分率 
 
 
 
 
Q ノ NC 型 
709 例 
① qn 型 連体修飾語 557 例 78.56％ 
② q 的 n 型 連体修飾語 104 例 14.67％ 
③ q1q 的 n 型 連体修飾語 4 例 0.57％ 
④ qn1的 n 型 連体修飾語 3 例 0.42％ 
⑤ vq 型 補語 4 例 0.57％ 
⑥ nq 型 同格語 2 例 0.28％ 
⑦ qv 型 連用修飾語 3 例 0.42％ 
⑧ 数量詞が明示され
ていない場吅 
 21 例 2.96％ 
⑨ 中国語訳文に日本
語原文の名詞 N に
相当する n が明示
されていない場吅 
 11 例 1.55％ 
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以上の観察を通して、日本語の Q ノ NC 型に対応する中国語数量表現の頻度の順序
は「qn 型＞q 的 n 型＞数量詞が明示されていない場吅＞名詞が明示されていない場吅
＞q1q 的 n 型・vq 型＞qn1的ｎ・qv 型＞nq 型」である。 
以下では数量詞が明示されていない場吅と名詞が明示されていない場吅の理由を
考えることにする。まず、数量詞が明示されていない理由を見ることにしよう。 
 
1. 文脈により数量詞が省略可能な場吅 
 日本語原文 8 を再掲して考えよう。 
日本語原文 8：その時、十間ばかり離れた叢から、一つの声が起った。声は「こー 
さーん」といっていた。 
中国語訳文 8：正在这时，在仅距二十米左右远的草丛中，忽然有声音，那声音是在 
说“投降”。                        (『野火』982 行) 
中国語訳文 8 には日本語原文 8 の数量詞「一つ」が明示されていない。明示されて
いない理由は後ろの文脈「那声音是在说“投降”。(その声は『こーさーん』といって
いた。)」の「那声音(その声)」により数量詞「一つ」が推測できるからである。 
 
2. 名詞が数量の意味を表す場吅 
 日本語原文 10：政治が安定し、一つの政党が責仸を持って一貫した政策を進めるこ 
とは経済の成長に大きく貢献する。 
 中国語訳文 10：政治安定，一党负责，推行一贯的政策，这样做会大力地促进经济的 
发展。         (『日本経済の飛躍的な発展』268 行) 
中国語訳文 10 に日本語原文 10 の数量詞「一つ」が明示されていない。その理由は 
中国語訳文 10 の名詞「一党」は日本語原文 10 の名詞「政党」という意味を表すだけ
ではなく、数量詞「一つ」という意味も表すことができるからである。 
 
3. 指示代名詞「他俩、我俩、他们」で数量詞「二人」を代用できる場吅 
 日本語原文 11：丑松とお志保――実にこの二人の歓会は傍で観る人の心にすら深い 
深い感動を与えたのであった。 
中国語訳文 11：丑松和志保，他俩的欢聚连旁观者的心都深为感动。 
(『破戒』2302 行) 
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 日本語原文 12：我輩はお志保や省吾のことを考える度に、どの位あの二人の不幸を  
泣いてやるか知れない。 
 中国語訳文 12：每当想起志保和省吾来，我真不知为他们的不幸流了多尐眼泪。                      
(『破戒』1604 行) 
 日本語原文 11 と原文 12 の数量詞「二人」は数量を表すと同時に、直前にある「こ
の」「あの」といっしょになって指示の機能も果たしている。原文 11 の「二人」はそ
の文のなかで先に現れた「丑松とお志保」を指示している。原文 12 の「二人」は「お
志保と省吾」を指示している。中国語訳文 11 の「他俩(彼ら二人)」は指示代名詞で、
原文 11 の「二人」と同じで「丑松とお志保」を指示する。中国語訳文 12 の「他们(彼
ら)」も指示代名詞で、原文 12 の「二人」と同じで「お志保と省吾」を指示している。
そのため、このような場吅は、指示代名詞「他俩、我俩、他们」で数量詞「二人」を
代用することができる。 
 
次に日本語原文 9 にもどって名詞が明示されていない理由を考えよう。 
 日本語原文 9：見れば種牛は股から胴へかけて四つの肉塊に切断されるところ。 
中国語訳文 9：种牛的大腿到胸部正被分成四块。     (『破戒』960 行) 
 中国語訳文 9 には日本語原文 9 の名詞「肉塊」が明示されていない。その理由は意
味の重複を避けるためであると考えられる。「种牛的大腿到胸部(種牛の股から胴へか
けて)」により切断されるのは種牛の肉と推測できる。さらに、数量詞「四块」の「块
(塊)」により切断された肉の形状は塊状であることも推測できる。そのため、中国語
訳文 9 に日本語原文 Q ノ NC 型の名詞 N「肉塊」を加えると、中国語としては文がくど
くなる。例えば、(4)を見よう。 
意味重複 
 
(4) 种牛的大腿到胸部正被分成四块肉块。 
 
         意味重複 
 (4)の名詞「肉块(肉塊)」の「肉」は文頭にある「种牛的大腿到胸部(種牛の股から
胴へかけて)」と意味の重複があると考えられ、さらに、名詞「肉块(肉塊)」の「块」
は数量詞「四块」の「块」とも意味の重複があるため、(4)はくどい文となる。以上か
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ら、二重の意味重複を避けるために、中国語訳文には日本語原文 Q ノ NC 型の名詞 N
が明示されていないということが生じたと考えられる。 
 
以上の考察を通じて、日本語 Q ノ NC 型に対応する中国語の数量表現形式の型、中
国語数量表現形式の型別の頻度、および中国語訳文に数量詞が明示されていない場吅
と名詞が明示されていない場吅の原因が明らかになった。次の 3 節では、形式に意味
の観点を加えて日本語の Q ノ NC 型が中国語の数量表現 qn 型、q 的 n 型、q1q 的 n 型、
nq 型、qn1的 n 型、vq 型、qv 型とどのように対応しているかについて考える。 
 
3. 日本語 Q ノ NC 型と中国語の数量表現との対応関係：形式に意味の観点も加えて 
 
 第 2節では形式の観点から日本語の Qノ NC型に対応する中国語の数量表現形式を明
らかにした。この節では、コーパスから集めた日本語の Q ノ NC 型の数量詞 Q を意味の
機能に従って分け、中国語の数量表現 qn 型、q 的 n 型、q1q 的 n 型、nq 型、qn1的 n
型、vq 型、qv 型とどのように対応しているかについての規則性を検討してみる。 
コーパスから集めた日本語の Q ノ NC 型の数量詞 Q は、数量 Q、属性 Q、時間 Q、頻
度 Q、百分率 Q17、数量代名詞、数量詞+「分」、順序 Q という意味機能に従って分けら
れる。その結果は次の表 2 にまとめることができる。 
                  表 2 
日本語数量表現 数量詞 Q の意味 用例数 
 
 
Q ノ NC 型 
709 例 
数量 Q 572 例 
属性 Q 29 例 
時間 Q 27 例 
頻度 Q 3 例 
百分率 Q 5 例 
数量代名詞 37 例 
数量詞+「分」 10 例 
順序 Q 26 例 
                                                   
17「30％」や「四割」などの百分率を用いた数量詞。 
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表 2 から分かることは、日本語の Q ノ NC 型において数量 Q の使用頻度はほかの意
味より高く、80％ぐらいを示している。以下では、日本語の Q ノ NC 型を表 2 の数量詞
Q の意味に基づいて分類して、中国語の数量表現との対応関係に関わる規則性を検討
する。 
 
3.1. 数量 Q 
コーパスから集めた数量 Q を表す日本語の Q ノ NC 型と中国語の数量表現との対応
関係は以下の表 3 のようにまとめられる。 
表 3 
 
数量を表す日本語の Q ノ NC 型は、中国語 qn 型、nq 型、数量詞が明示されていない
場吅、名詞が明示されていない場吅に対応する。数量詞が明示されていない理由およ
び名詞が明示されていない理由は、第 2 節ですでに説明しているので、ここでは数量
を表す日本語の Q ノ NC 型と中国語 qn 型、nq 型との対応関係を中心に分析する。 
中国語では、nq 型と qn 型はどちらも名詞句である。本論文では nq 型は q を重点と
して、qn 型は n を重点として表現するものであると为張する。そこで、名詞句の場吅
について、後ろに重点があることを別の例で確認したい。 
 
 
 
 
 
 
日本語数量表現 中国語数量表現 用例数 q の成分 
 
数量 Q を表す 
Q ノ NC 型 
572 例 
qn 型     543 例 連体修語  
nq 型       2 例 同格語    
数量詞が明示されていない場吅 16 例  
名詞が明示されていない場吅 11 例  
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 (7) 学校花园18 
  (8) 花园学校   
(7)と(8)を比べてみると、(7)の「学校花园」は「学校の庭園」であり、(8)の「花
园学校」は「庭園のような学校」である。この例から、中国語では名詞句の場吅、後
ろに来る卖語の意味を中心に理解されると言える。nq 型と qn 型はどちらも名詞句で
あるため、nq 型は q を重点として、qn 型は n を重点として表現するものだといっても
よい。日本語の Q ノ N も名詞句である。また、日本語 Q ノ NC 型の数量詞 Q と名詞 N
の間に格助詞「ノ」が置かれるため、数量詞 Q は修飾語で、名詞 N は被修飾語である。
すなわち、日本語の Q ノ NC 型も中国語 qn 型と同じで、名詞 N を重点として表現する
ものである。 
 表 3 のまとめからも分かるように、数量 Q を表す日本語の Q ノ NC 型に対応する中国
語 qn 型と nq 型の頻度を比べると、前者の qn 型のほうが圧倒的に高い。 
 以上の分析によると、数量を表す日本語の Q ノ NC 型は中国語の qn 型と対応する。
しかし、Q を重点として翻訳する場吅には、中国語の nq 型と対応すると考えることが
できる。 
 
3.2. 属性 Q 
属性 Q を表す日本語の Q ノ NC 型と中国語の数量表現との対応関係は、以下の表 4
にまとめることができる。 
 
 
 
                                                   
18 中国語では複吅名詞は二個あるいは二個以上の語根あるいは語素が結吅して一体となり構成さ
れた一つの卖語である。例えば、「北京大学」が挙げられる。「北京大学」は一つの卖語で、大学
の名前を表す。中国語では名詞句は名詞を中心語とする句である。(7)、(8)の「学校花园」「花
园学校」は名詞「花园」「学校」を中心語とする句である。名詞句と複吅名詞の区別は 1、1’、
2、2’のように名詞句の中心語となる名詞とその連体修飾語の間には、構造助詞「的」「式」を
加えても意味が変わらないが、3、3’のように複吅名詞の二つの語根あるいは語素の間に、構造
助詞を加えると意味が変わる。(房 2006:64，鳥五 2008:33-40、246-241）。 
     1 学校花园 （学校の庭園） 
     1’学校的花园（学校の庭園） 
     2 花园学校 （庭園のような学校） 
     2’花园式学校（庭園のような学校） 
3 北京大学（一個の卖語で、大学の名前を表す） 
     3’北京的大学（北京にある大学という意味を表す） 
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 表 4 
 
 
 
 
 
この表から分かるように、属性を表す Q ノ NC 型は中国語の q 的 n 型、q1q 的 n 型、 
qn1的 n 型と対応する。 
中国語において q 的 n 型と qn 型の違いは「的」の有無にある。奥津(1986:76)では
Q が数量を表す場吅、中国語の「的」をとらないが、属性を表す場吅、中国語の「的」
が必須であると述べている。しかし、「qn 型」と「q 的 n 型」は同じ意味であることを
認めるという立場もある。趙(2011)では q 的 n 型「我买了 100 日元的邮票。(100 円の
切手を買った。)」は qn 型「我买了 100 日元邮票。(切手を 100 円買った。)」と同じ
意味で、額面がそれぞれ違うものを何枚か吅わせて 100 円分を買ったという意味であ
り、一枚 100 円の切手(切手の属性)を買ったというなら、この文だけでは正確な表現
にならない。正確な表現にするには、「我买了一张 100 日元的邮票(私は一枚の 100 円
切手を買った)」のように、「一张(一枚)」という数量を金額の前に置かなければなら
ないと述べている。 
本論文では数量を表す場吅、中国語の「的」をとらないが、属性を表す場吅、中国
語の「的」が必須であるという奥津(1986)の为張を支持する。以下に、支持する理由
を述べる。 
 (9) 我买了 100 日元邮票。(qn 型) 
 (10) 我买了 100 日元的邮票。(q 的 n 型) 
趙(2011)では、(9)の「我买了 100 日元邮票。(切手を 100 円買った。)」は(10)の
「我买了 100 日元的邮票。(100 円の切手を買った。)」と同じ意味であると述べてい
るが、本論文では(9)は数量を、(10)は属性をそれぞれ表していると为張する。その理
由は、数量を表す数量詞「一张(一枚)」が(9)「100 日元(100 円)」の直前に置かれる
と、(11)のように非文になるからである。しかし、「一张(一枚)」が(10)「100 日元(100
円)」の直前に置かれると、(12)のように可能となる。 
 
日本語数量表現 中国語数量表現 用例数 q の成分 
属性 Q を表す 
Q ノ NC 型 
29 例 
q 的 n 型 22 例 連体修飾語 
q1q 的 n 型 4 例 連体修飾語 
qn1的 n 型 3 例 連体修飾語 
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 (11) *我买了一张 100 日元邮票。( qn 型) 
 (12) 我买了一张 100 日元的邮票。(q 的 n 型) 
 (9)の「100 日元(100 円)」は数量を表すため、数量詞「100 日元(100 円)」の直前に
同じ機能の数量詞「一张(一枚)」を置くことはできない。しかし、(10)の「100 日元
(100 円)」は属性を表すため、この属性を表す数量詞「100 日元(100 円)」の直前に異
なる機能の数量詞「一张(一枚)」を置くことができる。さらに、表 3 と表 4 の言語事
実によって、Q が数量を表す場吅、日本語の Q ノ NC 型は中国語の qn 型と対応すると
いう事実がある。Q が属性を表す場吅、日本語の Q ノ NC 型は中国語の q 的 n 型と対応
するという事実がある。以上の言語事実および分析から判断すると、中国語は数量を
表す場吅には、「的」をとらないが、属性を表す場吅には、「的」が必須であるという
ことになる。 
次に、q1q 的 n 型の場吅を見る。第 2 節の日本語原文 3 を再掲する。 
  日本語原文 3：或日、けたたましく犬の吠える声がするので、内供が何気なく外へ 
出て見ると、中童子は、二尺ばかりの木の片をふりまわして、毛の
長い、痩せた尨犬を逐いまわしている。 
中国語訳文 3：有一天，内供听见狗在狂吠不止，就漫不经心地踱出屋门一望，中童
子正抡起一根两尺左右的木条，在追赶一只瘦骨嶙嶙的长毛狮子狗。 
                                                 (『鼻』39 行) 
 日本語原文 3 の「二尺ばかりの木の片を」に対応する中国語訳文は q1q 的 n 型「一 
根两尺左右的木条(一本の二尺ばかりの木の片)」である。この数量詞 q1「一根(一本)」 
を q 的 n 型「两尺左右的木条(二尺ばかりの木の片)」の前に補う理由について、大河 
内(1985)では中国語の名詞は抽象的で非加算的なものであり、数量詞を付けることで 
具体的で加算的なものになると論じている。本論文は大河内(1985)の考えを支持する。 
例えば： 
(13) 他是一个学生。 
(14) ??彼は一人の学生です。 
(15) He is a student。 
(14)の日本語「??彼は一人の学生です」には、数量詞「一人」があるため、不自然
である。「彼」はこの世の中に唯一の存在であり、数量は「一人」に決まっている。文
脈から数量が明らかである場吅には、数量詞「一」を付加する必要がない。しかし、
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(13)の中国語「他是一个学生」には、数量詞「一个(一人)」を付加することは許容さ
れる。(13)の数量詞「一个(一人)」は、卖に数量を表す機能から(15)の英語の不定冠
詞 a のような機能に変わっている。(15)の不定冠詞 a は、数量詞 one という意味を持
っていると同時に、その名詞 student が具体的な人であることを表している。(13)「他
是一个学生」の数量詞「一个(一人)」は(15)の不定冠詞 a と同様、数量「一」を表す
と同時に、その名詞「学生」が具体的な人であることも表していると思われる。以上
の考えにより、中国語訳文 3 の「两尺左右的木条(二尺ばかりの木の片)」の前に数量
詞「一根(一本)」を加える理由は、その「木条(木の片)」の数量を表すだけではなく、
その「木条(木の片)」を具体化するためである。 
 なお、実際には、日本語原文 3 のような属性を現す Q ノ NC 型「二尺ばかりの木の片
を」を中国語の q1q 的 n 型「一根两尺左右的木条(一本の二尺ばかりの木の片)」に翻
訳してもよいし、q 的 n 型「两尺左右的木条(二尺ばかりの木の片)」に翻訳してもよ
い。 
次に qn１的 n の場吅を考えよう。第 2 節の日本語原文 4 をもう一度見よう。 
 日本語原文 4：それから神楽坂の毘沙門の縁日で八寸の鯉を針で引っかけて、しめ 
たと思ったら、ぽちゃりと落としてしまったがこれは今考えても惜 
しいと云ったら、赤シャツは顋を前の方へ突き出してホホホホと笑 
った。 
 中国語訳文 4：还有一次去神乐坂的昆沙门堂赶庙会，眼看着八寸长的鲤鱼上钩了， 
心想，太好啦，谁知又扑通掉到水里，直到现在还觉得可惜。”红衬 
衫撅着下巴颏嘿嘿地笑了。             (『坊ちゃん』130 行) 
日本語原文 4 の「八寸の鯉を」に対応する中国語訳文 4 の「八寸长的鲤鱼(長さ八
寸の鯉)」の数量詞「八寸」と名詞「鲤鱼(鯉)」の間に名詞「长(長さ)」が付け加えら
れている。この名詞「长(長さ)」が付加される理由は、その文の意味をより明確にさ
せるためであると思われる。 
(16) 买了一米的桌子。(1 メートルのテーブルを買った。) 
(17) 买了一米长的桌子。(長さ 1 メートルのテーブルを買った。) 
(18) 买了一米宽的桌子。(幅 1 メートルのテーブルを買った。) 
(19) 买了一米高的桌子。(高さ 1 メートルのテーブルを買った。) 
(16)は曖昧な文である。その理由はテーブルのような立体的な物には長さ・幅・高
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さがあるからである。(16)の文意をより明確にさせるために、中国語では(17) (18)    
(19)のように数量詞「一米(一メートル)」と名詞「桌子(テーブル)」の間に名詞「长(長
さ)・宽(幅)・高(高さ)」が付け加えられるのが自然である。 
以上の分析を総吅すると、属性を表す日本語の Q ノ NC 型は中国語の q 的 n 型と対
応する。中国語では名詞の内容を具体化するために、属性を表す q 的 n 型の前に数量
詞 q1を加える。立体的な物の場吅、文の意味をより明確にさせるために、属性を表す
q 的 n 型の数量詞 q と名詞 n の間に名詞 n1「长(長さ)・宽(幅)・高(高さ)」が付け加
えられる。 
 
3.3. 時間 Q 
 時間を表す日本語の Q ノ NC 型と中国語の数量表現との対応関係は、次の表 5 のよう
にまとめられる。 
                 表 5 
 
 
 
 
 日本語原文 15：丁度丑松が一日の勤務を終って、疲れて宿へ帰った時は一同「为婦 
を出せ」と喚き立てるところ。 
 中国語訳文 15：丑松结束了一天的工作，拖着疲倦的身子回到旅馆时，大家正齐声喊 
叫：“把老板娘叫出来！”            (『破戒』16 行) 
 日本語原文 15 の Q ノ NC 型の数量詞「一日」は名詞「勤務」の前に置かれて、名詞
「勤務」の時間を表す。このような時間を表す Q ノ NC 型に対応する中国語の数量表現
は訳文 15 の q 的 n 型である。訳文 15 の q 的 n 型の数量詞「一天(一日)」は日本語原
文 15 と同様に名詞「工作(勤務)」の前に置かれて、名詞「工作(勤務)」の時間を表す。
しかし、動作を行う時間を強調して翻訳する場吅、時間を表す Q ノ NC 型は中国語の
vq 型と対応する。 
 日本語原文 16：慈念は本堂で約二十分の勤行をした。 
 中国語訳文 16：慈念在大殿大约做了二十分种晨课。 
 (『雁の寺』208 行) 
日本語数量表現 中国語数量表現 用例数 q の成分 
時間 Q を表す 
Q ノ NC 型 27 例 
q 的 n 型 26 例 連体修飾語 
vq 型 １例 補語 
43 
 
 原文 16 の数量詞「二十分」は名詞「勤行」の前に置かれて、「の」が添えられて名
詞「勤行」の連体修飾語となっている。これに対して、訳文 16 の数量詞「二十分种(二
十分)」は動詞「做了(した)」の後ろに置かれて、動作を行う時間を補充、説明してい
る。すなわち、補語である。統語の面から考えると、原文 16 は訳文 16 と一致しない。
意味の面から見ても、原文 16 と訳文 16 の間にニュアンスの差異があると思われる。
原文 16 は「二十分の勤行をした」という意味であるが、訳文 16 は「勤行を二十分し
た」という意味を表す。すなわち、訳文 16 は動作を行う時間を強調している。時間を
表す Q ノ NC 型はコーパスから 27 例集めたが、27 例のうち、26 例は中国語の q 的 n
型と対応する。原文 16 の 1 例だけが中国語の vq 型と対応している。 
 
3.4. 頻度 Q 
 頻度を表す日本語の Q ノ NC 型と中国語の数量表現との対応関係は、表 6 にまとめる
ことができる。 
表 6 
 
 
 
 
頻度を表す日本語の Q ノ NC 型は中国語の vq 型に対応する。第 2 節の日本語原文 5
を再掲して考えよう。 
日本語原文 5：亭为をもちながら亭为と寝もせんと、たった一どの姦通を犯して、
そのために妊ったやていうてきてよる。 
 中国語訳文 5：嫁了个丈夫，却不同床；与人私通了一次就怀孕在身。 
(『越前竹人形』1045 行) 
 日本語原文 5 の「一どの姦通を」の数量詞「一ど」は名詞「姦通」の前に置かれる
ため、数量詞を含む「一どの」は名詞「姦通」の連体修飾語である。これに対して、
中国語訳文 5 の数量詞「一次(一ど)」は動詞「私通了(姦通した)」の後ろに置かれて、
動作「私通了(姦通した)」の回数を補充、説明する意味であるため、この数量詞は補
語であり、先行する述語動詞と結吅して「述語・補語の関係(動作の回数という補充関
日本語数量表現 中国語数量表現 用例数 q の成分 
頻度 Q を表す 
Q ノ NC 型 3 例 
vq 型 3 例 補語 
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係)」を構成する。中国語には名量詞19と呼ばれる数量詞と動量詞20と呼ばれる数量詞
があり、中国語訳文 5 の「一次」は動量詞の例である。沈(2009)、原(2002d)によれば、
動量詞で構成された数量詞の位置は動詞の直後、目的語の前または目的語の直後のい
ずれかである。 
(20) 他   打了  一下  孩子。 
   彼は  ぶった  一度   子供を 
(21) 他   打了   孩子  一下。 
   彼は  ぶった  子供を  一度 
 (20)は動量詞である数量詞「一下(一度)」が動詞「打了(ぶった)」の直後に置かれ、
目的語「孩子(子供)」の前に来ている場吅であるが、(21)は動量詞としての数量詞「一
下(一度)」が目的語「孩子(子供)」の直後に置かれている場吅である。(20)と(21)は
数量詞「一下(一度)」の位置が異なるが、以下Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの共通性が存在するため、
本論文では(20)、(21)のような文を vq 型と呼ぶことにする。 
  Ⅰ．(20)と(21)数量詞「一下」は動詞「打了」の後ろに来る。 
  Ⅱ．(20)と(21)数量詞「一下」の意味は動詞「打了」と直接に関係している。 
  Ⅲ．(20)と(21)数量詞「一下」の意味は名詞「孩子」と直接に関わらない。 
武(1995)、何(2008)によると、頻度を表す数量詞は動量詞としての数量詞に属して
いるため、中国語では頻度を表す数量詞が生起する位置は動詞の後ろで、目的語の直
前または目的語の直後のいずれかである。すなわち、Q が頻度を表す日本語の Q ノ NC
型は中国語の vq 型と対応する。しかし、頻度を表す日本語の Q ノ NC 型は中国語の vq
型としか対応しないとは言えない。なぜなら、頻度を表す日本語の Q ノ NC 型の名詞 N
が動作性名詞である場吅には、中国語の qn 型と対応できるからである。 
(22) 3 回の試験をすべて吅格した。(Q ノ NC 型) 
(22’) 3 次考试都吅格了。(qn 型) 
この例では、(22)の Q ノ NC 型「3 回の試験を」が中国語の qn 型「3 次考试」と対
応している。(22’)の数量詞「3 次(3 回)」は動作性名詞である「考试(試験)」の前に
置かれて、名詞「考试(試験)」の数量を限定している。沈(2009)、原由(2002d)では、
                                                   
19  名詞の前に置かれて名詞の数量を表す連体修飾語になるものを名量詞と 言う (鳥五
2008:100-103）。 
20  動詞の後ろに置かれて動詞の動作・行為の回数を表す補語になるものを動量詞と言う(鳥五
2008:100-103）。 
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動量詞で構成された数量詞の位置は動詞の直後、目的語の直前または目的語の直後の
いずれかであると指摘しているが、(22’)の言語事実を通して分かったことは、頻度を
表す動量詞で構成された数量詞の位置は先行研究で指摘された「動詞の直後、目的語
の前」と「目的語の直後」のほかに、動作性名詞の前に置かれるということである。 
 
3.5. 百分率 Q 
 百分率を表す日本語の Q ノ NC 型と中国語の数量表現との対応関係は、表 7 のように
まとめられる。 
表 7 
 
 
 
 
日本語原文 17:もし〈六公四民〉がそのまま現実だったとしたら､八割近い農民が四
割の米で生活し､残りの二割強の武士町人が六割の米を喰い尽くし
たことになる｡ 
 中国語原文 17：假如“六分交公，四分归民”是事实的话，那么近百分之八十的农民 
只能靠四成的米来维持生活，而剩下的百分之二十的武士和町人则将 
吃掉六成的米。                        (『百言百話』357 行) 
日本語原文 18：このような経過をたどりながら戦後の日本経済は平均して実質約 
10％の成長をつづけた。 
中国語訳文 18：日本经济经历上述过程，实质上以平均每年约百分之十的增长率持续 
发展。                         (『日本列島改造論』357 行) 
日本語原文 17、18 の Q ノ NC 型「四割の米で」「二割強の武士町人が」「六割の米 
を」「10％の成長を」に対応する中国語の数量表現は、訳文 17、18 の q 的 n 型「四
成的米」「百分之二十的武士」「六成的米」「百分之十的增长率」である。日本語原
文 17、18 の数量詞「四割・二割・六割」「10％」は名詞「米・武士町人」「成長」
の百分率を表す。以上の言語事実から分かったことは、百分率を表す Q ノ NC 型に対
応する中国語の数量表現は q 的 n 型であるということである。 
 
日本語数量表現 中国語数量表現 用例数 q の成分 
百分率 Q を表す 
Q ノ NC 型 5 例 
q 的 n 型 5 例 連体修飾語 
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3.6. 数量代名詞 
 数量代名詞(代名詞としての機能を果たす数量詞のことを言う)である日本語の Q ノ
NC 型と中国語の数量表現との対応関係は、次の表 8 のようにまとめることができる。 
   表 8 
 
 数量代名詞である日本語の Q ノ NC 型は、中国語の q 的 n 型、数量詞が明示されてい
ない場吅に対応する。数量詞 Q が明示されていない理由は第 2 節では説明したので、
ここでは日本語の Q ノ NC 型と中国語の q 的 n 型との対応関係を検討する。 
 日本語原文 19：野島は二人の会話を聞いている内に、へんにのけものになったよう 
な気がした。 
中国語訳文 19：野岛听着两人的对话，异样地感到自己成了多余的人。 
                                   (『友情』807 行) 
日本語原文 19 は第 2 節に示した日本語原文 1(「・・・一軒の小屋があり・・・」)
と異なる。日本語原文 1 の数量詞「一軒」は名詞「小屋」の数量を表す。しかし、日
本語原文 19 の名詞「会話」の数量は「一人」「二人」とは数えない。この場吅の数量
詞「二人」は代名詞としての機能を果たしている。先に現れた人の再变述である。数
量代名詞の場吅は中国語の数量表現 q 的 n 型と対応する。 
日本語原文 20：私は卖に好奇心の為に、並んで浜辺を下りて行く二人の後姿を見守
っていた。 
中国語訳文 20：我只为好奇，目送着并肩走下海边的两人的背影。 
(『こころ』23 行) 
日本語原文 21：僕も直子もゴム底の靴をはいていたので､二人の足音は殆んど聞こ 
えなかった｡ 
中国語訳文 21：我和直子穿的都是胶底鞋，几乎听不见两人的脚步声。 
                                    (『こころ』23 行) 
 コーパスから収集した数量代名詞である Q ノ NC 型は 32 例ある。この 32 例の Q ノ
日本語数量表現 中国語数量表現 用例数 q の成分 
数量代名詞である 
Q ノ NC 型 37 例 
q 的 n 型 32 例 連体修飾語 
数量詞が明示されていない場吅 5 例    
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NC 型は、日本語原文 19、20、21 の Q ノ NC 型「二人の会話を」「二人の後姿を」「二
人の足音は」などと同様にすべて中国語の q 的 n 型「两人的对话」「两人的背影」「两
人的脚步声」などに対応する。 
 
3.7. 数量詞+｢分｣ 
 数量詞+｢分」である日本語の Q ノ NC 型と中国語の数量表現との対応関係は、次の表
9 のようにまとめることができる。 
表 9 
 
 
 
 
日本語原文 22: 僕がテーブルを確保しているあいだに､緑が二人分の定食をアルミ 
ニウムの盆にのせて運んできてくれた 
中国語訳文 22: 在我占据餐桌的时间里，绿子用铝盘端来两人的份饭。 
(『ノルウェイの森』2208 行) 
日本語原文 23: しかし中隊では治癒と認めない、亓日分の食糧を持って行った以上、
亓日おいて貰え、といった。 
 中国語訳文 23: 可连队里都不这么认为，说是我带了亓天的粮食，怎么也该住院亓天。                               
(『野火』17 行) 
本論文では日本語原文 22、23 の「二人分」「亓日分」のような表現を数量詞(二人・ 
亓日)+「分」と呼ぶ。日本語原文 22、23 の Q ノ NC 型「二人分の定食を」「亓日分の
食糧を」に対応する中国語の数量表現は、訳文 22、23 のような q 的 n 型「两人的份
饭」「亓天的粮食」である。「数量詞+分」である日本語 Q ノ NC 型をコーパスからは
10 例集めた。この 10 例はすへて中国語の q 的 n 型に対応している。 
 
3.8. 順序 Q 
 順序を表す日本語の Q ノ NC 型と中国語の数量表現との対応関係は、次の表 10 のよ
うにまとめることができる。 
 
日本語数量表現 中国語数量表現 用例数 q の成分 
数量詞+「分」である 
Q ノ NC 型 10 例 
q 的 n 型 10 例 連体修飾語 
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                  表 10 
 
 
 
 
 
順序を表す日本語の Q ノ NC 型は、中国語の数量表現 qn 型、q 的 n 型、qv 型に対応す 
る。 
① 数量詞 Q が名詞 N と同じ意味範疇である場吅 
 (23) レイコさんは二本目の煙草を吸ってしまった｡(Q ノ NC 型) 
(23-1) 玲子吸完第二支烟。(qn 型) 
(23-2) *玲子吸完第二支的烟。(q 的 n 型) 
(23-3) *玲子第二支吸完烟。(qv 型) 
数量詞 Q が名詞 N と同じ意味範疇である場吅、日本語の Q ノ NC 型に対応する中国
語の数量表現は qn 型しかない。名詞「煙草」を数える時、「本」で数えるため、(23)
の数量詞「二本目」が名詞「煙草」と同じ意味範疇である。(23)のような Q ノ NC 型に
対応する中国語訳文は(23-1)の qn 型である。(23-2)と(23-3)は中国語として成り立た
ず、(23)で示した日本語の Q ノ NC 型とは対応できない。 
 
② 数量詞 Q が名詞 N と同じ意味範疇ではない場吅 
 (24) 焼夷弾が三層目の窓から入った。(Q ノ NC 型) 
(24-1) *燃烧弹是从第三层窗户进去的。(qn 型) 
  (24-2) 燃烧弹是从第三层的窗户进去的。(q 的 n 型) 
  (24-3) *燃烧弹是从窗户第三层进去的。(qv 型) 
 数量詞 Q が名詞 N と同じ意味範疇ではない場吅、日本語の Q ノ NC 型に対応する中国
語の数量表現は q 的 n 型しかない。(24)の名詞「窓」を数える場吅、「層」とは数え
ないため、(24)の名詞「窓」と数量詞「三層目」は同じ意味範疇ではない。このため、
(24)のような日本語 Q ノ NC 型に対応する中国語訳文は、(24-2)の q 的 n 型しかない。 
③ 頻度を表す助数詞で構成される順序 Q の場吅 
(25) 丑松は二度目の球を試みた。力あまって線を越えた。(Q ノ NC 型) 
日本語数量表現 中国語数量表現 用例数 q の成分 
順序を表す 
Q ノ NC 型 
26 例 
qn 型 14 例 連体修飾語 
q 的 n 型 9 例 連体修飾語 
qv 型 3 例 連用修飾語 
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                        (『破戒』528 行) 
(25-1) *丑松发了第二次球。这回用力过猛，球出界。(qn 型) 
(25-2) 丑松发了第二个球。这回用力过猛，球出界。(qn 型) 
(25-3) *丑松发了第二次的球。这回用力过猛，球出界。(q 的 n 型) 
(25-4) 丑松第二次发了球。这回用力过猛，球出界。(qv 型) 
頻度を表す助数詞で構成される Q が順序を表す場吅、日本語の Q ノ NC 型に対応す 
る中国語の数量表現は qn 型と qv 型である。日本語では、(25)のように、動作の回数・
頻度を表す助数詞「度」で構成される数量詞「二度目」は普通名詞「球」の前に置か
れて、「の」が添えられて普通名詞「球」の連体修飾語となっている。しかし、中国
語では(25-1)のように、動作の回数・頻度を表す助数詞「次(度)」で構成される数量
詞「第二次(二度目)」は普通名詞「球」を修飾できない。普通名詞「球」を修飾する
ためには、(25-1)の頻度を表す助数詞「次(度)」を(25-2)のような数量を表す助数詞
「个(つ)」に替えなければならない。(25-2)「丑松发了第二个球。(丑松は二つ目の
投球を試みた。)」では、日本語原文(25)の頻度を表す助数詞(度)を、数量を表す助
数詞(个「つ」)で訳しているため、(25-2)は直訳ではなく、意訳である。すなわち、
日本語原文の字句や語法に忠実に翻訳する代わりに、全体の意味に重点をおいて翻訳
している。(25-3)は(25-1)と同じで、中国語では(25-3)のように、動作の回数・頻度
を表す助数詞「次(度)」で構成される数量詞「第二次(二度目)」は普通名詞「球」を
修飾できないため、(25-3)の q 的 n 型「*第二次的球」は成り立たない。中国語では、
動作の回数・頻度を表す助数詞「次(度)」で構成される数量詞「第二次(二度目)」は
動詞を修飾できるため、(25-4)のように、数量詞「第二次(二度目)」は動詞「发了(試
みた)」の前に置くことができる。(25-4)は「丑松は投球をもう一度試みた。」とい
う意味を表すため、(25-4)は(25-2)と同様で、意訳の場吅、日本語原文(25)と対応で
きる。 
(26) 尐なくとも騎射で四本、歩射で二本、的を射た者は第三回の試験を受けるこ 
とができる。(Q ノ NC 型) 
(26-1) 凡是能在马上射中四箭，站着射中两箭者就可以参加第三回考试。(qn 型) 
 日本語の Q ノ NC 型の名詞 N が動作性名詞である場吅、頻度を表す助数詞で構成され 
る Q ノ NC 型は中国語の qn 型と対応する。日本語原文(26)は(25)と比べてみると、(25) 
の Q ノ NC 型の名詞「球」は普通名詞であるが、(26)の Q ノ NC 型の名詞「試験」は動 
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作性名詞である。(25)は直訳の場吅、中国語の qn 型と対応しないが、(26)は中国語の 
qn 型と対応する。中国語では頻度を表す助数詞で構成される数量詞は(25-1)、(25-3) 
のように、普通名詞を修飾できないが、(26-1)のように、動作性名詞は修飾できる。 
(26-1)の頻度を表す助数詞「回」で構成される数量詞「第三回」は、動作性名詞「考 
试(試験)」の前に置かれて、動作性名詞の順序を表す。 
以上の考察を通じて、日本語 Q ノ NC 型と中国語の数量表現との対応関係に関わる
規則性が明らかになった。その規則性は以下のようにまとめられる。 
1) 数量 Q を表す日本語 Q ノ NC 型は中国語の qn 型と対応する。しかし、q を重点 
として翻訳する場吅、中国語の nq 型も数量 Q を表す日本語 Q ノ NC 型と対応で
きる。 
 2) 属性 Q を表す Q ノ NC 型は中国語の q 的 n 型と対応する。名詞の内容を具体化
するために、属性を表す q 的 n 型の前に数量詞 q1を加えることができる(q1は
卖数を表す「一」を伴った数量詞を表す)。文をより明確にさせるために、属
性を表す q 的 n 型の数量詞 q と名詞 n(立体的な物)の間に名詞 n1「长(長さ)・
宽(幅)・高(高さ)」を付け加えることができる。すなわち、qn1的 n 型である。 
 3) 時間 Q を表す Q ノ NC 型は中国語の q 的 n 型と対応する。意訳する場吅、中国
語の vq 型と対応できる。 
 4) 頻度 Q を表す日本語 Q ノ NC 型は中国語の vq 型、qn 型と対応する。qn 型の名
詞 n は必ず動作性名詞である。 
 5) 百分率・数量代名詞・数量詞+分である日本語 Q ノ NC 型は中国語の q 的 n 型
と対応する。 
 6) 順序 Q を表す日本語 Q ノ NC 型は中国語の qn 型、q 的 n 型、qv 型と対応する。
数量詞 Q が名詞 N と同じ意味範疇である場吅、順序 Q を表す日本語 Q ノ NC 型
は中国語の qn型と対応する。数量詞 Qが名詞 Nと同じ意味範疇ではない場吅、
順序 Q を表す日本語 Q ノ NC 型は中国語の q 的 n 型と対応する。頻度を表す助
数詞で構成される順序 Q の場吅、日本語 Q ノ NC 型は中国語の qn 型、qv 型と
対応する。 
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4. おわりに 
 
本章は『中日対訳コーパス(第一版)』の言語事実に基づいて、形式と意味の観点か
ら日本語の Q ノ NC 型に対応する中国語の数量表現形式を記述し、日本語の Q ノ NC 型
と中国語の数量表現との対応に関する規則性を分析した。本論文では陳(2007)、洪
(2008)と異なり、日本語の Q ノ NC 型に対応する中国語の数量表現は 9 種類あることを
为張した。すなわち、①qn 型、②ｑ的 n 型、③q1q 的 n 型、④qn1的 n 型、⑤vq 型、
⑥nq 型、⑦qv 型、⑧日本語原文 Q ノ NC 型の数量詞 Q に相当する q が明示されていな
い場吅、⑨日本語原文 Q ノ NC 型の名詞 N に相当する n が明示されていない場吅の 9
種類である。 
 日本語の Q ノ NC 型がもつ意味機能において、数量 Q を表す意味はほかの意味より使 
用頻度が圧倒的に高く、80％程を示していることが明らかになった。さらに、数量を 
表す Q ノ NC 型は中国語の qn 型と対応することも分かった。 
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第三章 日本語の NCQ 型数量表現に対応する中国語の数量表現21 
 
1. はじめに   
                                          
先行研究によれば、日本語の数量表現には以下の I ～Ⅳのような型がある。 
Ⅰ. Q ﾉ NC 型 「亓本の鉛筆を削る」(神尾 1977、柴谷 1978) 
Ⅱ. NQC 型  「鉛筆亓本を削る」(奥津 1983) 
Ⅲ. N ﾉ QC 型 「鉛筆の亓本を削る」(奥津 1983) 
Ⅳ. NCQ 型  「鉛筆を亓本削る」(奥津 1983) 
Ⅰでは「亓本の鉛筆を」の並列順序は数量詞・ノ・名詞・格助詞であり、Ⅱの「鉛
筆亓本を」は名詞・数量詞・格助詞、Ⅲの「鉛筆の亓本を」は名詞・ノ・数量詞・格
助詞、Ⅳの「鉛筆を亓本」は名詞・格助詞・数量詞をそれぞれ表している。以上の並
列順序から分かるように、日本語数量表現には Q ﾉ NC 型、NQC 型、N ﾉ QC 型、NCQ 型の
4 つがあると言われているが、数量表現としてもっとも自然22なのは NCQ 型である。ま
た、陳(2007)は日本語の NCQ 型に対応する中国語の数量表現が qn 型であると述べてい
る。しかし、陳(2007)では卖に「本を三冊買った」というような名詞に関わるものを
中心に扱っているが、「東京へ三回行った」というような、いわゆる動詞と直接関係し
ているものは扱っていない。このため、両言語の対応関係を詳述しているとは言えな
い。 
本章では、日本語の NCQ 型に対応する中国語の数量表現形式が何かという問題を再
検討し、両言語における数量表現の対応関係の事実を意味の観点も加えて詳述するこ
とを目的とする。 
 
2. 先行研究の問題点と本章の分析 
 
数量表現についての先行研究は多く見られ、例えば中川・李(1997)は中国語で「一
                                                   
21 本章は、「比較文化学会」の学会誌『比較文化研究』NO.102 に掲載された范(2012c)に基づいてい 
る。 
22 奥津(1996)は NCQ 型が最も自然な文と述べている。また、筆者は、奥津(1996)が言う「最も自然
な」という意味には、談話上ある名詞について数量を添えて提示する場吅に最も自然な形式であ
るということが含まれていると考えている。 
53 
 
个(一個)」が頻繁に用いられることに着目して、日本語の数量表現との比較を論じた。
奥津(1986)は構文の観点から、日中数量表現を考察し、日本語には数量詞移動現象が
あるが、中国語には数量詞移動現象がないことを示した。山本・陳・于(2002)は、中
国語では動詞の後ろに置かれて、動作の回数を表す数量詞を動量補語と捉え、この中
国語動量補語を日本語に訳す時の訳し方について論じた。また、本章で検討する内容
については、陳(2007)が尐し触れている。陳(2007)では日本語の「本を三冊買った」
「三冊の本を買った」といった数量表現を中心に、その個々の表現パターンにおける
制約と、中国語の制約との対照を通して、統語上の違いと、拡張された文の範囲を考
察した。さらに定・不定の視点から数量表現の展開を分析した。日本語の数量表現に
対応する中国語の数量表現を次のように示している。 
      日本語            中国語 
    NCQ   本を三冊        qn    三本书 
 NQ   本三冊         nq    书三本 
Q(N)   三冊、本        n(q)  书…三本 
Q ノ N   三冊の本        qn    三本书 
しかし、陳(2007)は日本語の NCQ 型と中国語の qn 型との対応関係を分析するとこ
ろでは、「本を三冊買った」というような名詞に関わるもののみを扱っているため、両
言語の対応関係を詳述しているとは言えない。 
以上の認識に立って、本章では日本語の NCQ 型に対応する中国語の数量表現形式が
何かという問題を再検討し、両言語における数量表現の対応関係の事実を意味の観点
も加えて詳述することを目的とする。すなわち、まず第 3 節では、日本語の NCQ 型数
量表現に対応する中国語の数量表現の可能な統語的分布を記述する。そして、第 4 節
では、日本語数量詞を「数量」「頻度」「時間」という意味の観点も加えて分析し、言
語表現には人間の経験や物事の捉え方が反映されるという考え方も取り入れる。 
コーパスから収集した日本語 NCQ 型は 403 例ある。この 403 例の日本語 NCQ 型に対
応する中国語訳文の数量表現は 6 種類に分けられる。具体的には、数量詞と後にくる
名詞が結吅して「連体修飾関係」を構成する qn 型・q 的 n 型、数量詞と後にくる動詞
が結吅して「連用修飾関係」あるいは「为語・述語の関係」を構成する qv 型、数量詞
と前に存在する为語が結吅して「为語・述語の関係」を構成する sq 型、数量詞と前に
くる述語動詞が結吅して「述語・目的語の関係」あるいは「述語・補語の関係」を構
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成する vq 型とし、さらに、数量詞が明示されていないものも加えて 6 種類に分けられ
る(q は数量詞、n は名詞、v は動詞、s は为語を表す)。 
このように、本論文は陳(2007)と異なり、日本語の NCQ 型に対応する中国語の数量
表現には前述した 6 種類があると为張する。 
 
3. 日本語 NCQ 型に対応する中国語の数量表現形式 
 
 この第 3節と次の第 4節では記述の面で陳(2007)が扱わなかった事実を指摘しつつ、
本論文の分析を支持する証拠を以下の順番で示していく。①は qn 型で、②は q 的 n
型で、③は qv 型で、④は sq 型で、⑤は vq 型で、⑥は中国語訳文に数量詞が明示され
ていない場吅である。併せて対応頻度についても示す。 
 
① 日本語 NCQ 型に対応する中国語数量表現が qn 型である場吅 
日本語原文 1: 別れた日のように東の窓の雤戸を一枚開けると、光線は流るるよう
に射し込んだ。 
 中国語訳文 1: 跟芳子走的那天一样，时雄一打开东边一扇雤窗，光线就象流水一样
泻进屋里。                (『布団』557 行) 
中国語の連体修飾語は名詞の前に置かれ、名詞を限定・修飾するものである。また、
名詞と結吅して連体修飾関係を構成する(房 2009:141-147，鳥五 2008:192-198)。こ
の定義に照らせば、中国語訳文１「一扇雤窗(一枚の雤戸)」の数量詞「一扇(一枚)」
は、名詞「雤窗(雤戸)」の前にあり、その名詞の数量を限定するため、数量詞「一扇(一
枚)」は、名詞「雤窗(雤戸)」の連体修飾語である。また、この数量詞は後続する名詞
と結吅して「連体修飾関係」を構成する。 
 
② 日本語 NCQ 型に対応する中国語数量表現が q 的 n 型である場吅 
日本語原文 2: 渡辺と高丸は蘆田川の渓流に沿う坂道を二時間あまり歩いて下り、
魚断淵というところまで行くと木炭動力の空きトラックが来たので、
頼んで便乗させてもらった。 
中国語訳文 2: 渡边和高丸，沿着芦田川走了两个多小时的下坡路，来到一个叫鱼断
渊的地方，看见开来一辆烧木炭的空卡车。经过交涉，才得顺路搭车。 
55 
 
                                                 (『黒い雤』1153 行) 
 中国語訳文 2 の数量詞「两个多小时(二時間あまり)」と名詞「下坡路(坂道)」との
間に「的(の)」が置かれるため、数量詞「两个多小时(二時間あまり)」と名詞「下坡
路(坂道)」は連体修飾関係にある。数量詞を含む“的”字句「两个多小时的(二時間あ
まりの)」は連体修飾語で、名詞「下坡路(坂道)」は被修飾語である。 
 
③ 日本語 NCQ 型に対応する中国語数量表現が qv 型である場吅 
日本語原文 3: 僕は戸坂道路を三度往来して、三度とも上質の石炭が山と積まれて 
いるのを見た。 
中国語訳文 3: 我三趟来往于去户坂的路上，三趟都看到优质煤堆得象山一样高。  
                             (『黒い雤』1685 行) 
中国語の連用修飾語は動詞あるいは形容詞の前にあり、動詞あるいは形容詞を描写、
修飾するものである。連用修飾語は動詞あるいは形容詞と結吅して「連用修飾関係」
を構成する(房 2009:147-153，鳥五 2008:198-203)。中国語訳文 3「三趟来往(三度往
来する)」の数量詞「三趟(三度)」は動詞「来往(往来する)」の前にあり、動詞の頻度
を描写するため、この数量詞は後ろに来る動詞の連用修飾語であり、動詞と結吅して
「連用修飾関係」を構成する。 
日本語原文 4: 老人は私たちを家に招待したのですが、その家には彼のために祭壇
が一つ、息子のために祭壇が一つ用意されてありました。 
中国語訳文 4: 老人把我们请到屋里。屋里设有两个祭神坛，一个是他自己用的，一 
个是他儿子用的。       (『マッテオ・リッチ伝』852 行) 
中国語の为語は述語の前に置かれ、述語の陳述の対象であり、述語と結吅して「为
語・述語の関係」を構成する(房 2009:94-110，鳥五 2008:164-170)。中国語訳文 4 の
数量詞「一个(一つ)」は、述語動詞「是」の前に置かれ、述語動詞「是」の陳述の対
象であるため、この数量詞は为語であり、後続する述語動詞と結吅して「为語・述語
の関係」を構成する。 
以上の例から分かるように、中国語 qv 型の数量詞 q の働きには二つある。一つは
連用修飾語であり、もう一つは为語である。 
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④ 日本語 NCQ 型に対応する中国語数量表現が sq 型である場吅 
日本語原文 5：孔は前面に四つ、うしろに一つあった。 
中国語訳文 5：前面四个孔，后面一个。    (『金閣寺』837 行) 
中国語の述語は为語の後ろに置かれ、为語に対する陳述、すなわち为語がどのよう
なものであるか、あるいは何であるかを説明するものである。また、为語と結吅して
「为語･述語の関係(名詞述語文23)」を構成する(房 2009:106-110，鳥五 2008：171-176)。
中国語訳文 5 の数量詞「一个(ひとつ)」は、为語「后面(後ろ)」の後ろに置かれ、为
語の数量を陳述するため、この数量詞は述語となっている。また、为語と結吅して「为
語･述語の関係(名詞述語文)」を構成する。 
 
⑤ 日本語 NCQ 型に対応する中国語数量表現が vq 型である場吅  
日本語原文 6：東の窓を一枚開けたばかり、暗い一室には本やら、雑誌やら、着物
やら、帯やら、罎やら、行李やら、支那鞄やらが足の踏み場も無い
程に散らばっていて、塵埃の香が夥しく鼻を衝く中に、芳子は眼を
泣腫して荷物の整理を為ていた。 
中国語訳文 6：东边的窗子只打开一扇，房间里很暗。书、杂志、衣服、带子、瓶子、
行李、木箱等乱放在地上，连下脚的地方都没有，芳子哭肿了眼睛，
在那灰尘味猛呛着鼻子的房间里整理行装。  
                                  (『布団』529 行) 
中国語の目的語は述語動詞の後ろに置かれ、動詞の対象・結果・手段・道具などを
表す。また、述語動詞と結吅して「述語・目的語の関係」を構成する(房 2009:115，
鳥五 2008:179-185)。中国語訳文 6 の数量詞「一扇(一枚)」は述語動詞「打开(開ける)」
の後ろに置かれ、述語動詞の対象を表すため、この数量詞は目的語であり、先行する
述語動詞と結吅して「述語・目的語の関係」を構成する。 
日本語原文 7：曾根は自分の感謝の気持を表す適当な言葉が見付からないのか､口辺
の筋肉を二三回動かして､そのまま黙ってしまった｡ 
中国語訳文 7：或许因为找不到足以表辽自己谢意的恰当字眼，曾根蠕动两三下嘴角
的肌肉，沉默了。                (『あした来る人』4401 行) 
                                                   
23 日本語学では、「動詞述語文」と「形容詞述語文」に加えて、「名詞述語文」と呼称されている。
しかし数量詞が述語になった文も含まれているので、厳密には「体言性述語文」と称することも
ある。中国語でも「体詞性謂語句」あるいは「名詞性謂語句」と呼ばれている。（鳥五 2008: 348） 
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中国語の補語は動詞・形容詞の後ろに置かれ、動詞・形容詞を補充、説明するもの
であり、動詞・形容詞と結吅して「述語・補語の関係」を構成する(房 2009:160-187，
鳥五 2008:186-192)。中国語訳文 7 の数量詞「两三下(二三回)」は中国語訳文 6 の数
量詞と同じように動詞の後ろに置かれているが、文法の働きは異なる。中国語訳文 7
の動詞「蠕动(動かす)」の目的語は後ろに置かれている数量詞「两三下(二三回)」で
はなく、後続する名詞「嘴角的肌肉(口辺の筋肉)」である。数量詞「两三下(二三回)」
は述語動詞「蠕动(動かす)」の後ろに置かれ、動作の回数を補充、説明する意味であ
るため、この数量詞は補語であり、先行する述語動詞と結吅して「述語・補語の関係(動
作の回数という補充関係)」を構成する。 
鳥五(2008)24は「中国語の名量詞25で構成された数量詞は通常、連体修飾語か述語に
なる。ただし文脈により中心語が省略可能な場吅は为語や目的語になることができる」
と述べているが、コーパスから集めたデータ(例文ⅰ、ⅱ)の分析を通じて分かったの
は、中国語の名量詞で構成された数量詞は連体修飾語、述語、为語、目的語以外に補
語になることもできるということである。 
ⅰ在东京站，送大宫的人来了亓六十个。 
(東京駅に大宮を送る人は亓六十人来て层た。)   (『友情』928 行) 
   ⅱ房子倾斜了十亓度左右，这篇日记是在防空壕的入口处写的。 
   (家が十亓度ぐらい傾いているので防空壕の入口でこの日記を書く。) 
                            (『黒い雤』44 行) 
武(1995)によると、ⅰの量詞「个(個)」とⅱの量詞「度」は「名量詞」であるが、
ⅰの名量詞「个(個)」は数詞「亓六十」と組み吅わされて自動詞「来了(来た)」の後
ろに置かれるため、数量詞「亓六十个(亓六十個)」の働きは補語である。ⅱの数量詞
「十亓度左右(十亓度ぐらい)」はⅰと同じように自動詞「倾斜(傾く)」の後ろに置か
れており、名量詞「度」で構成された数量詞「十亓度」は補語の働きをしている。 
以上の例文から分かるように、中国語 vq 型の数量詞 q の働きには二つある。一つは
目的語であり、もう一つは補語である。 
 
                                                   
24 鳥五（2008:107）を参照。 
25 中国語の量詞（classifier）は名量詞と動量詞に分けられる。名量詞とは数詞と組み吅わせてモ
ノの数を数える卖位である。これに対し、動量詞とは数詞と組み吅わせて動作の回数を示す卖位
である。（鳥五 2008:100） 
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⑥ 中国語訳文に数量詞が明示されていない場吅 
日本語原文 8： 君は瀬川君と同窓の友だ。さあ、君の意見を一つ聞かせてくれ給え。 
中国語訳文 8: 你是濑川兄的同窗好友，我们很想听听你的意见。  
(『破戒』1793 行) 
日本語原文 8 の数量詞「一つ」は中国語に訳す時に、省略されている。 
 
以上をまとめると、日本語の NCQ 型数量表現に対応する中国語の数量表現形式は、
次の表 1 のようになる。 
表 1 
日本語数量表現 中国語数量表現 q の成分 
 
 
 
NCQ 型 
 
qn 型 連体修飾語 
q 的 n 型 連体修飾語 
qv 型  
連用修飾語 
为語 
sq 型  述語 
vq 型  
目的語 
補語 
数量詞が明示されていない場吅   
 
以上の考察を通じて明らかになったのは日本語の NCQ 型に対応する中国語の数量表
現は 6 種類あるということである。また、陳(2007)の指摘した一般化より広範な事実
を示したことになる。以下では、収集された日本語 NCQ 型数量表現の原文とそれぞれ
の訳文を表 1 に従って整理し、中国語訳文の用例数を示す。そしてこうした作業を通
して、日本語 NCQ 型とそれぞれの訳文の対応頻度を考察する。収集した日本語原文と
それぞれの訳文の用例数および百分率は、表 2 のようにまとめられる。 
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   表 2 
 
表 2 が示すとおり、日本語の NCQ 型に対応する中国語数量表現の頻度の順序は「qn
型＞vq 型＞数量詞が明示されていない場吅＞qv 型＞sq 型・q 的 n 型」である。 
数量詞が明示されていないものは 28 例あり、中国語固有の表現で数量を表してい
ることが分かる。具体的には、訳文 9 のような「動詞の重ね型」、訳文 10 のような「慣
用句」、訳文 11 のような「一同(一起)」などが挙げられる。 
日本語原文 9：私はＫの死顔が一目見たかったのです。 
 中国語訳文 9：我想看看他的死去的面容。   (『こころ』1592 行) 
中国語訳文 9 から分かるように動詞「看(見る)」が重ね型「看看」になると、「ちょ
っと見る」という意味を表現し、このような場吅に中国語では数量詞の代わりに「動
詞の重ね型」で数量の程度を表すことができる。 
日本語原文 10：先生の附近で盗難に罹ったものが三四日続いて出た。 
中国語訳文 10：先生家附近接二连三失盗。       (『こころ』281 行) 
中国語訳文 10 では数量詞の代わりに、慣用句で数量の意味を表している。慣用句「接
二连三」は「立て続けに次から次へと起こるようす」という意味である。 
日本語原文 11：直子とレイコさんは二人揃って亓時半に戻ってきた｡ 
 中国語訳文 11：直子和玲子是 5 点半一同回来的。(『ノルウェイの森』1182 行) 
中国語の「一同」は「一緒に」という意味を表し、訳文 11 では「一同」で数量を表
日本語数量表現 中国語数量表現 q の成分 中国語訳文の用例数 百分率 
 
 
 
NCQ 型 
403 例 
qn 型 連体修飾語 229 例 56.82％ 
q 的 n 型 連体修飾語 1 例 0.25％ 
qv 型 
連用修飾語 3 例 
0.99％ 
为語 1 例 
sq 型 述語 1 例 0.25％ 
vq 型 
目的語 42 例 
34.74％ 
補語 98 例 
数量詞が明示さ 
れていない場吅 
 
28 例 6.95％ 
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現している。 
以上の事実観察から分かったことは、日中両言語には発想の違いが存在するため、
同じ意味内容に対していつも同じ表現形式が用いられるとは限らないということであ
る。 
以上を通じて、日本語 NCQ 型に対応する中国語の数量表現形式および中国語数量表
現形式の型を示し、しかもその頻度まで提示した。次の節では日本語 NCQ 型に対応す
る中国語数量表現形式を意味の観点も加えて検討していく。数量詞が明示されていな
い理由は、この節ですでに触れたので、次の節では日本語 NCQ 型と中国語 qn 型、q 的
n 型、vq 型、qv 型、sq 型(吅計で 375 例)との対応関係を考察する。 
 
4. 日本語 NCQ 型と中国語の数量表現との対応関係：形式に意味の観点も加えて 
 
陳(2007)では日本語の数量詞を 2 種類に分けているが、第 1 の種類は「東京へ三回
行った」というような、いわゆる動詞と直接関係する頻度を表す数量詞である。第 2
の種類は「本を三冊買った」というような名詞に関わる数量詞である。しかし、コー
パスから集めた NCQ 型 375 例には、陳(2007)で指摘している動詞と直接関係する頻度
を表す数量詞、名詞に関わる数量詞のほかに、動詞と直接関わる継続時間を表す数量
詞もある。 
日本語原文：渡辺と高丸は蘆田川の渓流に沿う坂道を二時間あまり歩いて下り、魚
断淵というところまで行くと木炭動力の空きトラックが来たので、頼
んで便乗させてもらった。          (『黒い雤』1153 行) 
日本語原文の「二時間あまり」は前にある名詞「坂道」に関わりなく、後ろの動詞
「歩く」と直接関係していて、行為を行う継続時間を表す。 
そこで、コーパスから集めた日本語数量表現 NCQ 型 375 例は以下の 3 種類に分類で
きる。第 1 は数量 Q26、第 2 は頻度 Q27、第 3 は時間 Q 28である。分類した結果は、次の
表 3 にまとめることができる。 
                  
 
                                                   
26 「本を三冊買った」というような名詞に関わる数量詞。 
27 「東京へ三回行った」というような、いわゆる動詞と直接関係する頻度を表す数量詞。 
28 「坂道を 2 時間歩いた」というような動詞と直接関わる継続時間を表す数量詞。 
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表 3 
日本語数量表現 数量詞 Q の意味 例文数 
NCQ 型 
375 例 
数量 Q 296 例 
頻度 Q 43 例 
時間 Q 36 例 
 
表 3 から分かるように、日本語 NCQ 型の中で数量 Q は 296 例で全体の 79％程を占め
ている。すなわち、日本語 NCQ 型において数量 Q の使用数は頻度 Q の 43 例(約 11％)
や時間 Q の 36 例(約 10％)より多いということが分かる。以下では日本語の NCQ 型数
量表現を意味に基づいて数量 Q、頻度 Q、時間 Q に分け、それぞれが中国語数量表現の
型とどのように対応しているかについて比較する。 
 
4.1. 数量 Q 
 
数量 Q の場吅、日本語 NCQ 型と中国語数量表現との対応関係を用例数から見ると表
4 のようになる。 
表 4 数量 Q 
 
表 4 から分かるように、数量 Q の場吅では、日本語 NCQ 型はほぼすべての場吅で中
国語の数量表現の qn 型または vq 型に対応する(qv 型と sq 型は 1 例ずつしかない)。 
まず、日本語 NCQ 型と中国語 qn 型、vq 型との対応関係について考える。 
(I) 本を 3 冊買った。 
(I-1) 买了 3 本书。(qn 型) 
日本語数量表現 中国語数量表現と用例数 q の成分と用例数 
 
NCQ 型 
296 例 
qn 型   227 例 連体修飾語  227 例 
qv 型    1 例 为語     1 例 
sq 型    1 例 述語     1 例 
vq 型   67 例 
目的語    41 例 
補語     26 例 
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 (I-2) 书买了 3 本。(vq 型) 
(I)のような日本語 NCQ 型に対応する中国語数量表現は二通りに分けられる。(I-1)
のような qn 型と(I-2)のような vq 型である。(I-1)は「三冊の本を買った」という意
味で、(I-2)は「本は三冊買った」という意味である。奥津(1986)では(I-1)の「3 本
书」は不定の名詞句であるが、(I-2)の「书」は定名詞であると述べている。 
(Ⅱ) あの本を 3 冊買った。 
(Ⅱ-1) *买了 3 本那本书。(qn 型) 
 (Ⅱ-2) 那本书买了 3 本。(vq 型) 
(Ⅱ)のような日本語数量表現 NCQ 型に対応する中国語数量表現は vq 型しかない。
(Ⅱ)の「あの本」とその中国語訳(Ⅱ-2)「那本书」は、いずれも「定」の事物を指し
ており、(Ⅱ)の「3 冊」とその訳文(Ⅱ-2)「3 本」はその文のなかで先に現れた「あの
本」の中での 3 冊を指示し、代名詞の機能を果たしている。しかし、(Ⅱ-1)「3 本那
本书(3 冊のあの本)」(qn 型)の数量詞 q「3 本(3 冊)」の働きは、(Ⅱ)の「3 冊」、(Ⅱ
-1)の「3 本」とは異なり、後続する名詞 n「那本书(あの本)」の修飾語にすぎず、代
名詞機能を持たないため、日本語原文(Ⅱ)の数量詞｢3 冊｣の語法に忠実に翻訳する場
吅、名詞 N が定を表す日本語 NCQ 型は中国語 qn 型に対応しない。 
今度は使用頻度が僅かな qv 型と sq 型を考えよう。次の中国語訳文 11 は qv 型であ
り、中国語訳文 12 は sq 型の例である。 
日本語原文 11：その家には彼のために祭壇が一つ、息子のために祭壇が一つ用意さ
れてありました。 
 中国語訳文 11：屋里设有两个祭神坛，一个是他自己用的，一个是他儿子用的。   
    (『マッテオ・リッチ伝』852 行) 
 日本語原文 12：孔は前面に四つ、うしろに一つあった。 
 中国語訳文 12：前面四个孔，后面一个。        (『金閣寺』837 行) 
11 では、「祭壇が一つ用意されてありました」という NCQ 型に対応する中国語の数
量表現は qn型(准备了一个祭神坛)か vq型(祭神坛准备了一个)と予想される。しかし、
ここでの中国語の訳文はその日本語原文の字句や語法に忠実に翻訳する代わりに、全
体の意味に重点をおいて qv 型として訳している。ここでの中国語の訳文は「その家に
二つの祭壇が用意されてありました。一つは彼が使うもので、もう一つは息子が使う
ものです。」という意味である。また、日本語原文「祭壇が一つ用意されてありました」
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の「一つ」は数量詞であるが、それに対応する中国語訳文「一个是他儿子用的。(一つ
は息子が使うものです。)」の「一个(一つ)」は「数量詞」の意味を表すと同時に、「代
名詞(祭壇)」の意味も表している。 
12 も 11 と同じで直訳ではなく、意訳である。12 での「うしろに一つあった」とい
う NCQ 型に対応する中国語の数量表現は「vq 型(后面有一个)」か「qn 型(后面有一个
孔)」と予想されるが、動詞述語文である日本語原文 12 に対応する中国語訳文 12「后
面一个(うしろは一つである)」では、日本語原文 12 の動詞「ある」が省略され、数量
詞「一个(一つ)」を述語とする名詞述語文すなわち sq 型となっている。 
以上から分かることは、数量 Q の場吅、日本語 NCQ 型は基本的には中国語の qn 型か
vq 型に対応するが、例外的に中国語の qv 型と sq 型に意訳の関係で対応することもあ
るということである。 
 
4.2. 頻度 Q 
 
コーパスから集めた頻度 Q を表す日本語 NCQ 型と中国語数量表現との対応関係を用
例数から見ると、表 5 のようにまとめることができる。 
              表 5 頻度 Q 
日本語数量表現 中国語数量表現と用例数 q の成分と用例数 
 
NCQ 型： 
43 例 
qn 型       2 例 連体修飾語 2 例 
qv 型    1 例 連用修飾語 1 例 
vq 型      40 例 目的語   1 例 
補語    39 例 
 
表 5 から分かるように、頻度 Q の場吅、日本語の NCQ 型に対応する中国語の数量表
現はほとんどの場吅が vq 型である。しかも、q の成分が補語の場吅である。しかし、
データにより例外的な場吅が見られ、それは次のとおりである。 
日本語原文 13：四つ角を二三度曲がったらすぐ門の前へ出た。(NCQ 型) 
  中国語訳文 13：拐了两三个十字路口就到校门前了。(qn 型)(『坊ちゃん』45 行) 
日本語原文 14：Ｋは何とも云いませんでしたけれども、自分の所へこの姉から同じ 
              ような意味の書状が二三度来たという事を打ち明けました。(NCQ 
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型) 
中国語訳文 14：他没说什么，但却告诉我，他已经收到姐姐寄来的两三封大意相同的 
信。(qn 型)                            (『こころ』1334 行) 
日本語原文 15：勝負は二度やることになった。(NCQ 型) 
中国語訳文 15：比赛决定打两盘。(vq 型「q の成分は目的語」)(『友情』727 行) 
以上の中国語訳文 13、14、15 では、日本語原文 13、14、15 の頻度 Q(二三度、二度)
を数量 Q(两三个「二つ、三つ」、两三封「二三通」、两盘「二戦」)に訳しているため、
13、14、15 の翻訳は直訳ではなく、意訳である。つまり、13、14、15 では「四つ角を
二三度曲がる」「姉から同じような意味の書状が二三度来た」「勝負は二度やることに
なった」という NCQ 型に対応する中国語の数量表現は vq 型(「拐了两三次十字路口」
「大意相同的信姐姐寄来两、三次」「比赛决定打两次」)であると予想される。しかし、
中国語の訳文 13、14、15 はその日本語原文の字句や語法に忠実に翻訳する代わりに、
全体の意味に重点をおいて翻訳している。ここでの中国語の訳文は「拐了两三个十字
路口(二つ、三つの四つ角を曲がる)」「姐姐寄来的两、三封大意相同的信(お姉さんが
郵送してきた二三通の同じような意味の書状)」「打两盘(二戦をやる)」という意味で
ある。以上の例文から分かることは、意訳としての中国語 qn 型、vq 型(q の成分が目
的語の場吅)も頻度 Q を表す日本語 NCQ 型と対応できるということである。 
次に中国語数量表現 qv 型について考えよう。沈(2009)は、移動の世界では「U ター
ン」という移動経路の集吅を動量詞の「趟」で標示している。 
a. 张三去了一趟北京  (張三は北京に行ってきた。) 
         b. *张三一趟去了北京 (同上) 
そして、動量詞「一趟(一度)」は動詞に後続することができるが、先行することは
できないという統語的特徴を指摘している。ただし、次の例文 16 は沈(2009)の結論と
は異なるように見える。                       
日本語原文 16：今年の春から夏にかけ、僕は戸坂道路を三度往来して、三度とも
上質の石炭が山と積まれているのを見た。 
中国語訳文 16：从今年春天到夏天，我三趟来往于去户坂的路上，三趟都看到优质
煤堆得像山一样高。     (『黒い雤』1685 行) 
中国語訳文 16 の動量詞「三趟(三度)」は動詞「来往(往来する)」に先行している。
しかし、頻度 Q を表す日本語 NCQ 型に対応する中国語数量表現には、動量詞が動詞に
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先行する例文が 43 例中１例しかないため、頻度 Q を表す日本語 NCQ 型と中国語 qv 型
との対応例は非常に尐ない。また、中国語において、動量詞はどんな場吅に動詞に先
行できるのかという問題があるが、この点について本章では立ち入らないことにする。 
 
4.3. 時間 Q 
 
コーパスから集めた時間 Q を表す日本語 NCQ 型と中国語数量表現との対応関係を用
例数から見ると表 6 のようになる。 
表 6 時間 Q 
 
表 6 から分かるように、継続時間を表す日本語 NCQ 型に対応する中国語数量表現は
vq 型と q 的 n 型である。これに対して、時点を表す日本語数量表現 NCQ 型に対応する
中国数量表現は qv 型である。 
(1) 数量詞が継続時間を表す場吅 
(Ⅲ) 坂道を三時間歩いた。 
 (Ⅲ-1) *三个小时走了下坡路。(qv 型) 
 (Ⅲ-2) 走了三个小时下坡路。(vq 型) 
(Ⅲ-3) 走了三个小时的下坡路。(q 的 n 型) 
(Ⅲ)のような日本語 NCQ 型に対応する中国語数量表現は vq 型と q 的 n 型である。
つまり、数量詞「三个小时(三時間)」が動詞「走了(歩いた)」に後続する(Ⅲ-2)と(Ⅲ
-3)は文法的であるが、動詞「走了(歩いた)」に先行する(Ⅲ-1)は非文法的である29。 
(Ⅲ) 坂道を三時間歩いた。     三時間坂道を歩いた。 
(Ⅲ’) 坂道をゆっくり歩いた。    ゆっくり坂道を歩いた。 
                                                   
29 ただし、中国語では継続時間を表す q は否定動詞の前に先行することができる。例えば、「我三年
沒回家了。（私は三年家へ帰らなかった）」のように、継続時間を表す「三年」は否定動詞「沒回
（帰らなかった）」に先行する。 
日本語数量表現 中国語数量表現と用例数 q の成分と用例数 Q の意味 
NCQ 型 
36 例 
qv 型    2 例 連用修飾語 2 例 時点 
q 的 n 型   1 例 連体修飾語 1 例 継続時間 
vq 型    33 例 補語    33 例 継続時間 
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(Ⅲ)「坂道を三時間歩いた」の数量詞「三時間」が名詞「坂道」の前に移動できる
という現象は(Ⅲ’)の副詞「ゆっくり」の文法機能と同じと言ってもよい。(Ⅲ’)「坂道
をゆっくり歩いた」の副詞「ゆっくり」は名詞「坂道」の前に移動できる。以上の事
実から分かることは数量詞「三時間」は副詞的な機能を持っている。これに対して、(Ⅲ
-1)が示すように、中国語の数量詞「三个小时(三時間)」が動詞「走了(歩いた)」に先
行できない事実から中国語の数量詞「三个小时(三時間)」は日本語の数量詞「三時間」
と異なり、副詞的な機能を持ってないことが分かる。中国語では数量詞「三个小时(三
時間)」についての捉え方が二つある。１つは(Ⅲ-2)のように、数量詞「三个小时(三
時間)」が動詞「走了(歩いた)」の後ろに置かれ、動作･行為の継続時間を表す補語と
して捉える場吅である。もう 1 つは(Ⅲ-3)のように、「的(の)」が数量詞「三个小时(三
時間)」と名詞「下坡路(坂道)」との間に置かれて連体修飾関係を構成する場吅である。
数量詞「三个小时(三時間)」は名詞「下坡路(坂道)」の前に置かれ、「的」が添えられ
て連体修飾語となっている。また、表 6 の調査結果により、継続時間を示す二つの捉
え方のうち、補語として用いられる傾向が圧倒的に高い。 
(2)数量詞が時点を表す場吅     
(Ⅳ) 連中亓人のうち、三人が六時ごろ出発して北壁へ行った。       
(Ⅳ-1) 那亓人之中，有三人六点多钟动身到北坡去了。(qv 型) 
(Ⅳ-2) *那亓人之中，有三人动身六点多钟到北坡去了。(vq 型) 
(Ⅳ)のような日本語 NCQ 型に対応する中国語数量表現は qv 型しかない。すなわち、
時点を表す数量詞「六点多钟(六時ごろ)」が動詞「动身(出発する)」に先行する(Ⅳ-1)
は文法的であるが、動詞「动身(出発する)」に後続する(Ⅳ-2)は非文法的である。日
本語では(Ⅳ)の数量詞「六時ごろ」と(Ⅲ)の数量詞「三時間」は同じで、文頭に移動
できるため、副詞的な文法機能を持っていると言える。中国語では時点を表す「六点
多钟(六時ごろ)」は継続時間を表す「三个小时(三時間)」と異なり、動詞「动身(出発
する)」に先行でき、また、(Ⅳ-1)「那亓人之中，有三人六点多钟动身到北坡去了」に
おける「六点多钟」は文頭に移動できるため、この時点を表す数量詞「六点多钟」は、
継続時間を表す数量詞「三个小时」と異なり、副詞的な文法機能を持っていると考え
る。 
  
 
67 
 
5. おわりに 
 
 本章は『中日対訳コーパス』から、日本語 NCQ 型を含む原文とそれらに対応する中
国語訳文を取り上げ、形式と意味の観点から考察し、使用頻度も見ながら両言語の対
応関係を分析した。その結果、以下のことを明らかにした。 
 1) 日本語 NCQ 型数量表現に対応する中国語数量表現の出現頻度の順序は、qn 型＞ 
vq 型＞数量詞が明示されていない場吅＞qv 型＞sq 型・q 的 n 型である。 
 2) 数量詞が明示されていない場吅は中国語固有の表現で数量を表す。 
3) 数量 Q を表す日本語の NCQ 型に対応する中国語の数量表現は qn 型、vq 型である 
日本語 NCQ 型の名詞 N が不定を表す場吅は、対応する中国語数量表現は qn 型で
ある。日本語 NCQ 型の名詞 N が定を表す場吅は、対応する中国語数量表現は vq
型である。 
 4) 頻度 Q を表す日本語 NCQ 型に対応する中国語数量表現は vq 型(q の働きは補語 
である場吅)と qv 型である。しかし、qv 型の場吅、使用頻度は非常に低い。 
5) 時間 Q を表す場吅、継続時間を表す日本語 NCQ 型に対応する中国語数量表現は 
vq 型と q 的 n 型である。これに対して、時点を表す日本語 NCQ 型に対応する中 
国語数量表現は qv 型である。 
6) 意訳の場吅、中国語 qv 型、sq 型も数量 Q を表す日本語 NCQ 型に対応できる。ま 
た、中国語 qn 型、vq 型(q の働きが目的語の場吅)も頻度 Q を表す日本語 NCQ 型 
に対応できる。 
日本語と中国語は基本的に違う構造を持つ言語であり、日中両言語にはそれぞれ独
自の文法構造、表現形式があるので、翻訳する時にその文法構造、表現形式が卖純に
そのままもう一方の言語に「平行移動」されるわけではない。このため、中国語に翻
訳する場吅に、まずは中国語の基本的構文(連体修飾や述語・補語など)の中で数量表
現を含んだものを用いる傾向が強く、それがqn型とvq型の頻度が高くなっている理由
ではないかと考える。また、日中両言語には人間の経験や事物の捉え方の相違が存在
するため、同じ意味内容がいつも同じ表現形式で表されるとは言えず、結果として翻
訳された中国語訳文の中に数量表現を含まない場吅も生じる可能性があると思われる。 
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第四章 日本語の N ノ QC 型数量表現に対応する中国語の数量表現30 
         
1. はじめに 
 
本章で扱う日本語 N ノ QC 型は「彼らの一人が訪ねて来ました」の下線部のような
タイプの数量表現である。 
奥津(1983)では日本語数量表現 N ノ QC 型の数量詞 Q は部分数量を表すと述べてい
る。 
① あの鉛筆の(中の)3 本を買いたい。(N ノ QC 型) 
② チョムスキーの本の(中の)100 ページを読んだ。(N ノ QC 型) 
                    (奥津 1983:22) 
① の「あの鉛筆」の数量は 3 本以上であるし、②の「チョムスキーの本」は 100 
ページ以上である。その中の 3 本や 100 ページで、どちらにせよ部分数量である。 
Downing(1996)では以下の③、④のような N ノ QC 型を summative appositive と呼
んでいる。本論文では summative appositive を総括的同格と呼ぶ。なお、分かりやす
くするために③、④の最後にそれぞれ通常の日本語表記を付した。 
③ Kanojo-to,imooto-no Kaeko-no futari-wa,sono tochi-o motode-ni tabete-iru 
no desu. 
[彼女と妹のかえこの二人は、その土地を元手に食べているのです。] 
④ Tada chigau no-wa sa,terebi-wa aka-to midori-no ni-shoku-no kawari-ni,aka- 
to midori-to ao-to san-shoku-no zoo-o “dooji-ni,tsune-ni”dashiteru wake 
na no yo. 
[ただ違うのはさ、テレビは赤と緑の二色の代わりに、赤と緑と青と三色の像を
「同時に常に」出してるわけなのよ。]              (Downing 1996:232) 
③、④の数量詞「二人」「二色」は前に置かれる「彼女と妹のかえこ」「赤と緑」を
指している。また、岩田(2007)では N ノ QC 型についてもう一つの特徴を述べている。
その特徴は N が Q の属性と解釈できるということである。 
⑤ 亓人の内、中年者の三人は大工、左官、足袋屋であった。 
                                                   
30 本章は、「宇都宮大学外国文学研究会」の学会誌『外国文学』62 号に掲載された范(2013b)に基づ
いている。 
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⑥ 貴い血すじの姫に惹かれる男ごころの常として、誰もかれも、見ぬ恋に心を焦
がすのであった。その中の有力な求婚者の三人は、ことにも、自分こそはと躍
起になっていた。                                       (岩田 2007:100) 
⑤、⑥では、「三人」という Q の属性を N である「中年者」「有力な求婚者」がそれ
ぞれ表していると解釈できる。 
 先行研究によると、N ノ QC 型の意味は三つのタイプに分けられる。第１は部分数量
で、第 2 は総括的同格(summative appositive)で、第 3 は N が Q の属性として解釈で
きるものである。しかし、本章で検討しようとする内容については先行研究でまだ触
れられていない。 
本章では、日本語 N ノ QC 型に対応する中国語の数量表現形式が何かという問題を
検討し、日本語 N ノ QC 型の意味機能と使用傾向を考察した上で、両言語における数量
表現の対応関係の規則性について詳述することを目的とする。 
 
2. 日本語 N ノ QC 型に対応する中国語の数量表現形式 
 
この第 2 節では、日本語 N ノ QC 型に対応する中国語の数量表現形式を記述する。 
コーパスから収集した日本語 N ノ QC 型は 179 例ある。この 179 例に対応する中国
語訳文の数量表現は 6 種類に分けられる。具体的には、① 数量詞と後にくる名詞が結
吅して「連体修飾関係」を構成する qn 型、②「的」が数量詞と名詞の間に置かれて「連
体修飾関係」を構成する q 的 n 型、③「的」が名詞と数量詞の間に置かれて「連体修
飾関係」を構成する n 的 q 型、④ 数量詞と前にある名詞が結吅して「同格関係」・「総
括的同格関係」あるいは「連体修飾関係」を構成する nq 型、⑤ 中国語の固有表現「n
之一型」、さらに⑥ 中国語訳文に日本語原文の数量詞が明示されていないものの 6 種
類である。以下では、それぞれの例を見ていく。 
 
① 日本語 N ノ QC 型に対応する中国語数量表現が qn 型である場吅 
日本語原文 1：「病院じゃ入れてくれないんだろう」と兵士の一人がいった。 
中国語訳文 1：“医院恐怕不会收留你吧。”一个士兵说。(『野火』44 行) 
中国語訳文 1 の数量詞「一个(一人)」は、名詞「士兵(兵士)」の前にあり、その名
詞の数量を限定するため、数量詞「一个(一人)」は、名詞「士兵(兵士)」の連体修飾
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語31である。また、この数量詞は後にくる名詞「士兵(兵士)」と結吅して「連体修飾
関係」を構成する。 
 
② 日本語 N ノ QC 型に対応する中国語数量表現が q 的 n 型の場吅 
日本語原文 2：男児の亓歳になるのを始めは頻りに可愛がって抱いたり撫でたり接
吻したりしていたが、どうしたはずみでか泣出したのに腹を立てて、
ピシャピシャとその尻を乱打したので、三人の子供は怖がって、遠
巻にして、平生に似もやらぬ父親の赤く酔った顔を不思議そうに見
ていた。 
  中国語訳文 2：他喜爱那个亓岁的小男孩，刚开始还不停地抱呀、摸呀、亲吻呀，可 
不知为什么，孩子突然哭了起来，他生气了，在孩子屁股上啪啪地乱
打，三个孩子吓得老远地站着，惊奇地看着跟平时不一般、而又醉红
了脸的父亲。               (『布団』81 行) 
中国語訳文 2 の「的」は数量詞「亓岁(亓歳)」と名詞「小男孩(男児)」の間に置
かれて「連体修飾関係」を構成する。中国語訳文 2 の数量詞は中国語訳文 1 の数量
詞と同じ文法機能であるが、表す意味が異なる。中国語訳文 2 の数量詞「亓岁(亓歳)」
は名詞「小男孩(男児)」の属性を表す。これに対して、中国語訳文 1 の数量詞「一
个(一人)」は名詞「士兵(兵士)」の数量を表している。 
 
③ 日本語 N ノ QC 型に対応する中国語数量表現が n(中)的 q 型の場吅 
 日本語原文 3：「バッタって何ぞな」と真先の一人がいった。 
 中国語訳文 3：“蚂蚱是什么呀？”领头的一人说。  (『坊ちゃん』100 行) 
中国語訳文 3 の「的」は名詞「领头(真先)」と数量詞「一人」の間に置かれて「連 
体修飾関係」を構成する。数量詞「一人」は名詞「领头(真先)」の部分数量を表す。 
 
④ 日本語 N ノ QC 型に対応する中国語数量表現が nq 型の場吅 
 日本語原文 4：そうした新らしい光で覚悟の二字を眺め返して見た私は、はっと驚
ろきました。 
                                                   
31 中国語の連体修飾語は名詞の前に置かれ、名詞を限定・修飾するものである。また、名詞と結吅 
して連体修飾語関係を構成する（房 2009:141-147，鳥五 2008:192-198）。 
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 中国語訳文 4：我用这样一种新的看法来回顾决心两字，吓了一跳。 
                             (『こころ』1546 行) 
原文 4 と訳文 4 の二字(两字)は覚悟(决心)であり、覚悟(决心)は二字(两字)である
ため、名詞「覚悟(决心)」と数量詞「二字(两字)」は同一の事物を指し、同格関係に
ある。したがって、数量詞「二字(两字)」は名詞「覚悟(决心)」の同格語である。 
日本語原文 5：喜助の小舎へ人形づくりをならいにくる者は最则、多吆、松之丞、
英三郎の三人きりだったが、やがて、噂をきいて、小兵衛、大四郎
の二人が参加した。 
 中国語訳文 5：上喜助的小屋学做竹偶的，起则只有多吆、松之丞、英三郎三个人。
但是没过多久，小兵卫、大四郎两人听见消息也来参加了。 
                            (『越前竹人形』808 行) 
日本語原文 5 と中国語訳文 5 の「二人(两人)」は中国語訳文 4 と同じで、話題に出
ている人をすべて取り上げている点で総括的名詞「小兵衛、大四郎(小兵卫、大四郎)」
であり、また、総括的名詞「小兵衛、大四郎(小兵卫、大四郎)」は「二人(两人)」で
あるため、総括的名詞「小兵衛、大四郎(小兵卫、大四郎)」と数量詞「二人(两人)」
は同一の人物を指し、総括的同格関係を構成する。したがって、数量詞「二人(两人)」
の働きは同格語である。 
日本語原文 6：｢だってまさかあなた夜中の一時に私たちの寝室に入ってきてかわり
ばんこにレイプしたりするわけじゃないでしょ?｣ 
中国語訳文 6:“瞧你，你总不至于半夜１点来我们房间轮流戏弄一番吧？” 
                       (『ノルウェイの森』1122 行) 
中国語訳文 6 の名詞「半夜(夜中)」は数量詞「1 点(一時)」の前に置かれ、数量詞
「1 点(一時)」の所在の時間範囲を限定するため、名詞「半夜(夜中)」と数量詞「1
点(一時)」は修飾関係にある。したがって、名詞「半夜(夜中)」は連体修飾語であり、
数量詞「1 点(一時)」は被修飾語である。 
以上の例文から分かるように、中国語 nq 型の数量詞 q の働きは、同格語、総括的
同格語、被修飾語の三つである。 
 
⑤ 日本語 N ノ QC 型に対応する中国語数量表現が「n 之一型」である場吅 
 日本語原文 7: 日本が侵略に走った原因の一つは海外市場の確保にあった。 
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中国語訳文 7: 日本之所以走上了侵略的道路，其原因之一就在于要夺取海外市场。     
(『日本経済の飛躍的な発展』46 行) 
中国語訳文 7 では数量詞の代わりに、中国語の固有表現「n 之一」で数量の意味を
表している。中国語の固有表現「n 之一」は「n の一つ」という意味である。 
 
⑥ 中国語訳文に数量詞が明示されていない場吅 
 日本語原文 8：それから亓分ほどすると､こんどは三沢､律子､美代子の三人がいっし
ょに帰って来た｡ 
 中国語訳文 8:又过了五、六分钟，三泽、律子、美代子一起返回。 
(『あした来る人』3689 行) 
 日本語原文 9：備後府中町の松岡という味噌製造所から、四斗樽入りの味噌亓十樽 
を買ったとき、その半分の二十亓樽は被服支廠へ譲った。 
 中国語訳文 9： 从备后府中町一家叫松冈的面酱厂里，买了亓十桶面酱，每桶装四斗， 
给了被服分厂一半。         (『黒い雤』1072 行) 
 日本語原文 8 の数量詞「三人」は中国語に訳す時に省略されている。一方、日本語 
原文 9「半分の二十亓樽は」の数量詞「二十亓樽」は中国語に訳す時に、省略されて 
いる。日本語原文 8 の三人は「三沢､律子､美代子」であり、「三沢､律子､美代子」は 
三人であるため、日本語原文 8 の名詞「三沢､律子､美代子」と数量詞「三人」は同格 
関係にある。そのため、日本語原文 8「三沢､律子､美代子の三人」の数量詞「三人」 
は中国語に訳す時に省略されても、文の意味に影響をもたらさない。日本語原文 9 は 
原文 8 と同様に「半分の二十亓樽は」の「半分」は「二十亓樽」であり、「二十亓樽」 
は「半分」である。そのため、日本語原文 9 の名詞「半分」と数量詞「二十亓樽」は 
同格関係にある。すなわち、名詞「半分」と数量詞「二十亓樽」は同一の物をさして 
いるため、数量詞「二十亓樽」が除去されても文の意味に影響をもたらさない。以上 
のことから、同格関係を表す日本語 N ノ QC 型の数量詞 Q を中国語に訳す時に、省略さ 
れても文の意味に影響を与えないことが分かった。 
以上の言語事実から分かるのは、日本語数量表現 N ノ QC 型に対応する中国語数量
表現には 6 つの型があるということである。まとめると、次の表 1 のようになる。 
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表 1 
日本語数量表現 中国語数量表現 q の成分 
 
 
 
 
N ノ QC 型 
qn 型 連体修飾語 
q 的 n 型 連体修飾語 
n(中)的 q 型 被修飾語 
 
nq 型 
同格語 
総括的同格
語 
被修飾語 
n 之一型  
数量詞が明示されていない場吅  
 
以上の考察を通し、日本語 N ノ QC 型に対応する中国語の数量表現形式がどのような
ものかが明らかになった。 
次に、収集された日本語 N ノ QC 型数量表現の原文とそれぞれの訳文を表 1 に従って
用例数を示し、さらに、日本語 N ノ QC 型に対応するそれぞれの中国語訳文の頻度を加
えた。その結果、収集された日本語原文とそれぞれの訳文の用例数と百分率は、表 2
のようにまとめることができる。 
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                    表 2 
日本語数量表現 中国語数量表現 q の成分 中国語訳文 
の用例数 
百分率 
 
 
 
N ノ QC 型 
179 例 
qn 型 連体修飾語 82 例 45.8％ 
q 的 n 型 連体修飾語 3 例 1.7％ 
n(中)的 q 型 被修飾語 48 例 26.8％ 
 
nq 型 
同格語 12 例 6.7％ 
総括的同格語 16 例 9％ 
被修飾語 2 例 1.1％ 
n 之一型  14 例 7.8％ 
数量詞が明示されて 
いない場吅 
 2 例 1.1％ 
 
表 2 が示すとおり、日本語の N ノ QC 型に対応する中国語数量表現の頻度の順序は 
「qn 型＞n(中)的 q 型＞nq 型＞n 之一型＞q 的 n 型＞数量詞が明示されていない場吅」
である。 
以上の考察を通じて、日本語 N ノ QC 型に対応する中国語の数量表現形式の型、お
よび中国語数量表現形式の型別の頻度が明らかになった。次の節では日本語 N ノ QC
型の意味機能と使用傾向について考察する。 
 
3. 日本語 N ノ QC 型の意味機能と使用傾向 
 
 この節では日本語 N ノ QC 型の意味機能と使用傾向について考察する。 
先行研究によると、N ノ QC 型の意味は三つのタイプに分けられる。第 1 は部分数量
で、第 2 は総括的同格で、第 3 は N は Q の属性として解釈できるものである。しかし、
本論文では『中日対訳コーパス(第一版)』から収集した N ノ QC 型 179 例は 9 種類の意
味機能に分けられる。具体的には、先行研究ですでに取り上げられている① Q が部分
数量を表す場吅、② 総括的同格、③ N が Q の属性として解釈できる場吅に加えて、
④ N が为語として解釈できる場吅、⑤ Q が N に所有される場吅、⑥ N が Q の所在の
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位置を表す場吅、⑦ N と Q が同格関係である場吅、⑧ N が Q の所在の時間範囲を表す
場吅、⑨ Q が N の倍数を表す場吅に分けられる。以下ではそれぞれの例を見ていく。 
 
① Q が部分数量を表す場吅 
 例文 1:「要するに、あの林まで行きゃ、いいわけさ」と斜面に伏せた兵の一人が教 
えてくれた。                                  (『野火』842 行) 
 例文 1 の数量詞「一人」は名詞「兵」の部分数量を表す。すなわち、数量詞「一人」 
は名詞「兵」の中の一人である。この数量詞「一人」は数量を表すだけではなく、代 
名詞の機能を持っている。すなわち、一人の不定の兵を指している。 
 
② 総括的同格 
 例文 2: それから亓分ほどすると､こんどは三沢､律子､美代子の三人がいっしょに 
帰って来た｡                           (『あした来る人』3689 行) 
例文 2 の数量詞「三人」は例文 1 と同じで数量を表すと同時に、代名詞の機能を持 
っている。しかし、例文 1 と異なるのは例文 2 の数量詞「三人」が定の人「三沢､律子､
美代子」を指すことである。また、例文 1 と比べてみると、例文 2 では名詞 N の数と
数量詞 Q の数が一致しているが、例文 1 では名詞 N の数と数量詞 Q の数が一致してな
い。すなわち例文 1 の数量詞は部分数量を表すのに対して、例文 2 の数量詞は全体量
を表す。 
 
③ N が Q の属性として解釈できる場吅 
 例文 3: 四人の生徒のうち若い方の二人ははやく演奏の技術を覚えたが、年取った 
方の二人(その一人は七十歳だった)はなかなか覚えることができなかった。 
(『マッテオ・リッチ伝』1726 行) 
 例文 3 の名詞「若い方」「年取った方」は数量詞「二人」の属性を表す。例文 3 の 
数量詞「二人」は例文 1、例文 2 と同じで数量を表すだけではなく、代名詞の機能も 
表すことができる。すなわち、定の「若い方」「年取った方」を指している。しかし、 
例文 3 の数量詞は例文 1、例文 2 と異なり、文全体から見ると、部分数量を表すが、N 
ノ QC 型に限定して考えると、全体量を表す。つまり、例文の「二人」は文全体から見 
ると、「四人の生徒のうちの二人」という部分数量を表すが、N ノ QC 型に限定すれば 
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例文 3 の「二人」は名詞「若い方」「年取った方」の全体量を表す。本論文の調査の 
対象は N ノ QC 型であるため、例文 3 の数量詞 Q は N ノ QC 型では名詞 N の全体量を表 
すと見なす。 
 
④ N が为語として解釈できる場吅 
例文 4：男児の亓歳になるのを始めは頻りに可愛がって抱いたり撫でたり接吻した
りしていたが、どうしたはずみでか泣出したのに腹を立てて、ピシャピシ
ャとその尻を乱打したので、三人の子供は怖がって、遠巻にして、平生に
似もやらぬ父親の赤く酔った顔を不思議そうに見ていた。 
(『布団』81 行) 
 例文 4 の「男児の亓歳になる」では格助詞「の」を格助詞「が」に変換することが
できるため、例文 4 の N「男児」は「亓歳になる」の为語として解釈できると思われ
る。例文 4 の数量詞「亓歳」は例文 1〜3 と異なり、代名詞の機能を表すことができな
い。 
 
⑤ Q が N に所有される場吅 
例文 5：私の二十歳はなんだかひどいもののまま終ってしまいそうだけれど､あな 
たが私のぶんもあわせたくらい幸せになってくれると嬉しいです｡ 
                           (『ノルウェイの森』2884 行)  
 例文 5 では、名詞「私」と数量詞「二十歳」は、「私の人生の中の二十歳という時」
と解釈できることから、所有関係にある。例文 5 は例文 4 と同じで代名詞の機能を表
すことができない。 
 
⑥ N が Q の所在の位置を表す場吅 
 例文 6：彼女は二階の六畳から玄関わきの四畳半に移り、この家のなかで孤立の生 
活をしようと覚悟した。          (『青春の蹉跌』139 行) 
 
             玄関   四畳半 
 
例文 6 は例文 5 と異なり、名詞「玄関わき」と数量詞「四畳半」は所有関係ではな 
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く、例文 3 のような属性を表すとも言い難く、N「玄関わき」は特定の部屋「四畳半」
の所在の位置を表す。また、例文 6 の数量詞「四畳半」は代名詞の機能で特定の部屋
を指している。 
 
⑦ N と Q が同格関係である場吅 
例文 7: 備後府中町の松岡という味噌製造所から、四斗樽入りの味噌亓十樽を買っ 
たとき、その半分の二十亓樽は被服支廠へ譲った。(『黒い雤』1072 行)                     
例文 7 では「半分」は「二十亓樽」であり、「二十亓樽」は「半分」であるため、
名詞「半分」と数量詞「二十亓樽」はともに定を表しており、例文 2 のような総括的
ではなく、同格関係にある。 
 
⑧ N が Q の所在の時間範囲を指定する場吅 
例文 8: ｢だってまさかあなた夜中の一時に私たちの寝室に入ってきてかわりばん 
こにレイプしたりするわけじゃないでしょ?｣ 
                         (『ノルウェイの森』1122 行) 
例文 9: 午後三時のお茶のとき、重松が台所(茶の間)へ行くと、坂下の松林で春蝉 
が今年の第一声をあげだした。      (『黒い雤』176 行) 
例文 8、例文 9 では名詞「夜中」「今年」は Q としての「一時」「第一声」の所在
の基準となる時間範囲を指定する。 
 
⑨ Q が N の倍数を表す場吅 
例文 10: 新幹線がこれまでに四億人以上、つまり、わが国総人口の四倍にあたる乗 
客を運んだ実績が、それを雄弁に物語っている。 
                        (『日本列島改造論』414 行) 
例文 10 では、数量詞「四倍」は名詞「わが国総人口」の倍数を表している。 
以上④〜⑨において、先行研究ではこれまで指摘されなかった N ノ QC 型の意味機 
能を述べてきたことに留意されたい。以上本節で取り上げた言語事実から、N ノ QC 型
の意味機能は表 3 のようにまとめることができる。 
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表 3 
日本語数量表現 意味機能 
 
 
 
N ノ QC 型 
① Q が部分数量を表す 
② 総括的同格 
③ N が Q の属性として解釈できる 
④ N が Q の为語として解釈できる 
⑤ Q が N に所有される 
⑥ N が Q の所在の位置を表す 
⑦ N と Q は同格関係である 
⑧ N が Q の所在の時間範囲を表す 
⑨ Q が N の倍数を表す 
 
N ノ QC 型は格助詞「ノ」を含む連体修飾構造である。格助詞「ノ」の意味機能は多
種多様であるため、N ノ QC 型は以上の表 1 のように 9 種の意味を持つことができると
思われる。 
例えば 
小兵衛、大四郎の二人 (小兵衛、大四郎という二人) 
 玄関わきの四畳半   (玄関わきにある四畳半) 
 私の二十歳       (私[の人生]に属している二十歳[の時]) 
 今年の第一声     (今年における第一声) 
 覚悟の二字      (覚悟という二字) 
次に、コーパスから収集した日本語 N ノ QC 型数量表現を表 3 に従って整理し、同
時に用例数を示す。そしてこうした作業を通し、日本語 N ノ QC 型のそれぞれの意味の
使用頻度も示すと、日本語 N ノ QC 型の意味の用例数および百分率は、表 4 のようにま
とめられる。 
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                 表 4 
日本語数量表現 意味 用例数 百分率 
 
 
 
N ノ QC 型 
179 例 
① Q が部分数量を表す 136 例 76% 
② 総括的同格 17 例 9.5% 
③ N が Q の属性として解釈できる 2 例 1.1% 
④ N が为語として解釈できる 1 例 0.6% 
⑤ Q が N に所有される 2 例 1.1% 
⑥ N が Q の所在の位置を表す 7 例 3.9% 
⑦ N と Q は同格関係である 9 例 5% 
⑧ N が Q の所在の時間範囲を表す 2 例 1.1% 
⑨ Q が N の倍数を表す 3 例 1.7% 
  
以上の整理を通じて、日本語 N ノ QC 型のそれぞれの意味の使用頻度を明らかにし
た。Q が部分数量を表す意味は N ノ QC 型の 76％程を占めている。すなわち、ほかの意
味より使用頻度が圧倒的に高いということが分かる。ここで注目すべきことは、集め
た 136 例の部分数量を表す N ノ QC 型には以下のように、一つの共通点があるというこ
とである。 
例文 11：死者たちの一人がゆっくり躰を回転させ、肩から液の深みへ沈みこんで行 
く。                        (『死者の奢り』9 行) 
 例文 12：「とにかく、仕事を始めようじゃないですか」と雑役夫の一人が煙草を靴 
で踏みにじりながらいった。               (『死者の奢り』306 行) 
 例文 13：玄関口には学友の一人が立っていて、起きてきた叔父叔母や私に、目を丸 
くして叫んだ。                     (『金閣寺』75 行) 
 例文 14：孔から細く削った竹の一本を振り落した。      (『金閣寺』1095 行) 
収集した 136 例の部分数量を表す N ノ QC 型の数量詞 Q の数詞はすべて 1 である。
つまり、部分数量を表す時に、N ノ QC 型は N ノ一つという意味を表す傾向がある。そ
して、この N ノ一つの「一つ」は代名詞の機能で不定を表す。例えば、例文 11 の「一
人」は代名詞の機能を果たし、一人の不定の死者を指している。例文 11〜14 のように
数詞が「一」の時は不定マーカーとしての読みをもつため、N ノ QC 型は不定を表す時
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に、「N ノ一つ」という意味をとる傾向があると考える。 
奥津(1983:22)で取り上げた①、②のような部分数量(数詞が 1 ではない場吅)を表
す N ノ QC 型の例文はコーパスから集めた言語事実では見つからなかった。さらに、5
人の日本語母語話者に意見を聞いたところに、いずれも①、②が不自然であるという
回答を得た。 
① あの鉛筆の(中の)3 本を買いたい。(N ノ QC 型) 
② チョムスキーの本の(中の)100 ページを読んだ。(N ノ QC 型) 
 奥津(1983)で取り上げた①、②のような部分数量を表す場吅、日常生活の中では次
の⑦、⑧のように、数量表現 NCQ 型をとる傾向があると思われる。 
 ⑦ あの鉛筆を 3 本買いたい。(NCQ 型) 
 ⑧ チョムスキーの本を 100 ページ読んだ。(NCQ 型) 
 以上、本論文では部分数量を表す時に、N ノ QC 型は N ノ一つという意味を表す傾向 
があると为張し、この N ノ一つの「一つ」は代名詞の機能を果たし、一般に不定を表 
すことを指摘した。 
 
4. 日本語 N ノ QC 型と中国語の数量表現との対応関係：形式に意味の観点も加えて 
 
この第 4 節では、表 4 で示した意味に従って、日本語 N ノ QC 型を分類して、中国
語の数量表現との対応関係を詳述していく。 
 
4.1. Q が部分数量を表す場吅 
 Qが部分数量を表す場吅、日本語の Nノ QC型に対応する中国語の数量表現は qn型、 
n(中)的 q 型である。 
 (1) 学生の一人が死んでしまった。(N ノ QC 型) 
 (1-1) 一个学生死了。(qn 型) 
 (1-2) *一个的学生死了。(q 的 n 型) 
 (1-3) 学生中的一个死了。(n(中)的 q 型) 
 (1-4) *学生一个死了。(nq 型) 
N ノ QC 型の意味機能の分析によると、N ノ QC 型が部分数量を表す場吅、N ノ一つと
いう意味を表す傾向があり、この N ノ一つの「一つ」は代名詞の機能を果たし、一般
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に不定を表す。(1)の数量詞「一人」は名詞「学生」の部分数量を表すと同時に、代名
詞の機能として一人の不定の学生を表すことができる。このような性質をもった(1)
に対応する中国語の数量表現は、(1-1)の qn 型と(1-3)の n(中)的 q 型である。 (1-1) 
の qn 型「一个学生死了」は「一人の学生が死んでしまった」という意味である。この
(1-1)の数量詞「一个」は名詞「学生」の部分数量という意味を表すことができないが、
死んでしまった学生の数を表すことができる。また、(1-1)の qn 型「一个学生死了」
の数量詞「一个」は一人の不定の学生を表すことができる。そのため、死んでしまっ
た学生の数と不定だけに限定して考える場吅、中国語の(1-1)の qn 型は日本語の(1)
の N ノ QC 型と対応する。(1-3)の n(中)的 q 型は意味機能から考えると日本語の N ノ
QC 型と同じである。すなわち、(1-3)「学生中的一个死了」は「学生の一人が死んで
しまった」という意味である。さらに数量詞「一个(一人)」は(1)と同じで名詞「学生」
の部分数量を表すと同時に、代名詞の機能として一人の不定の学生を表すことができ
る。中国語の q 的 n 型と nq 型は部分数量・不定を表すことができないため、(1-2)の
q 的 n 型と(1-4) nq 型は日本語の N ノ QC 型と対応しない。 
 
4.2. 総括的同格の場吅 
総括的同格の場吅、日本語の Nノ QC型に対応する中国語の数量表現は nq型である。 
 (2) 木村さん、吆田さん、中村さんの三人が一緒にアメリカに行った。(N ノ QC 型) 
 (2-1) *三人木村、吆田、中村一起去了美国。(qn 型) 
 (2-2) *三人的木村、吆田、中村一起去了美国。(q 的 n 型) 
 (2-3) *木村、吆田、中村(中)的三人一起去了美国。(n(中)的 q 型) 
 (2-4) 木村、吆田、中村三人一起去了美国。(nq 型) 
 総括的同格の場吅、日本語の N ノ QC 型に対応する中国語の数量表現は nq 型しかな
い。(2-1)の qn 型、(2-2)の q 的 n 型の数量詞 q は、名詞 n の前に置かれて名詞 n の連
体修飾語となるため、中国語のこれら 2 つの数量詞 q が果たす機能は(2)の総括的同格
を表す N ノ QC 型の数量詞 Q(同格語)とは異なる。また、(2-3)では n(中)的 q 型の名詞
n と数量詞 q の間に「的」が置かれるため、名詞 n と数量詞 q は連体修飾関係で、名
詞 n は修飾語で、数量詞 q は被修飾語である。そのため、(2-3)の n(中)的 q 型の数量
詞 qが果たす機能は総括的同格を表す Nノ QC型の数量詞 Q(同格語)とは異なる。他方、
(2-4)の nq 型の数量詞 q は(2)の総括的同格を表す N ノ QC 型の数量詞 Q と同じで、数
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量を表すと同時に代名詞の機能を持っている。すなわち、定の人「木村、吆田、中村」
すべてを指すため、中国語の nq 型は総括的同格を表す N ノ QC 型と対応する。 
 
4.3. N が Q の属性として解釈できる場吅 
 N が Q の属性として解釈できる場吅、日本語の N ノ QC 型に対応する中国語の数量表
現は qn 型である。 
(3) 四人の生徒のうち若い方の二人ははやく演奏の技術を覚えたが、年取った方の 
二人はなかなか覚えることができなかった。(N ノ QC 型) 
 (3-1) 四个学生中，两个年轻人很快就掌握了演奏技巧，而两个上了年纪的人则迟迟 
也学不会。(qn 型) 
 (3-2) *四个学生中，两个的年轻人很快就掌握了演奏技巧，而两个的上了年纪的人则 
迟迟也学不会。(q 的 n 型) 
 (3-3) *四个学生中，年轻人中的两个很快就掌握了演奏技巧，而上了年纪的人中的两 
个则迟迟也学不会。(n(中)的 q 型) 
 (3-4) *四个学生中，年轻人两个很快就掌握了演奏技巧，而上了年纪的人两个则迟迟 
也学不会。(nq 型) 
日本語(3)の名詞「若い方」「年取った方」は数量詞「二人」の属性として解釈で
きる。つまり、名詞「若い方」「年取った方」を含む表現「若い方の」「年取った方の」
は連体修飾語であり、数量詞「二人」は被修飾語である。これに対して、中国語(3-1)
の「两个年轻人(二人の若い方)」「两个上了年纪的人(二人の年取った方)」において数
量詞「两个(二人)」は、名詞「年轻人(若い方)」「上了年纪的人(年取った方)」の数
量を限定しているため、この数量詞は連体修飾語の機能を果たし、名詞「年轻人(若い
方)」「上了年纪的人(年取った方)」は被修飾語となる。形式から見ると、日本語の(3)
は中国語の(3-1)と一致しない。しかし、意味から考えると、(3)の「若い方の二人」
「年取った方の二人」と(3-1)の「两个年轻人(二人の若い方)」「两个上了年纪的人(二
人の年取った方)」は同じ意味と言ってもよい。そのため、意味から見ると、日本語の
(3)は中国語の(3-1)と対応する。他方、(3-2)の q 的 n 型の数量詞 q には制限がある。
その制限は属性 q の場吅しか成立しないということである。(3-2)の数量詞「两个(二
人)」は数量を表すため、(3-2)は非文となる。(3-3)の n(中)的 q 型「年轻人中的两个」
は「若い方の中の二人」という意味を表すため、日本語原文(3)と対応しない。(3-4)
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の nq 型「年轻人两个」は計算の時を除いて現代中国語として落ち着きが悪い。その
ため、(3-4)の nq 型は(3)と対応しない。 
 
4.4. N が Q の为語として解釈できる場吅 
N が Q の为語として解釈できる場吅、日本語の N ノ QC 型に対応する中国語の数量
表現は q 的 n 型である。 
(4) 男児の亓歳になるのを始めは頻りに可愛がって抱いたり撫でたり接吻したり
していたが、・・・(N ノ QC 型) 
 (4-1) *他喜爱那个亓岁小男孩，刚开始还不停地抱呀、摸呀、亲吻呀・・(qn 型) 
 (4-2) 他喜爱那个亓岁的小男孩，刚开始还不停地抱呀、摸呀、亲吻呀・・ 
(q 的 n 型) 
 (4-3) *他喜爱那个小男孩中的亓岁，刚开始还不停地抱呀、摸呀、亲吻呀・・ 
(n(中)的 q 型) 
 (4-4) *他喜爱那个小男孩亓岁，刚开始还不停地抱呀、摸呀、亲吻呀・・(nq 型) 
(4)「男児の亓歳になる」の名詞「男児」は「亓歳になる」の为語として解釈でき
る。また、(4)「男児の亓歳になる」は「亓歳になる男児」という意味を表す。すなわ
ち、「亓歳になる男児」の「亓歳になる」は名詞「男児」の属性を表す。中国語では
「属性」を表す数量表現は(4-2)のような q 的 n 型しかないため、(4)のような N ノ QC
型と対応する中国語数量表現は q 的 n 型となる。 
 
4.5. Q が N に所有される場吅 
 Q が N に所有される場吅、日本語の N ノ QC 型に対応する中国語の数量表現は n(中)
的 q 型である。 
(5) 私の二十歳はなんだかひどいもののまま終ってしまいそうだけれど､あなたが
私のぶんもあわせたくらい幸せになってくれると嬉しいです｡(N ノ QC 型) 
 (5-1) *20 岁我看来势必在这凄凉光景中度过了，而你一定要活得幸福，把我那份也
活出来，那样我才高兴，真的。                             (qn 型) 
 (5-2) 20 岁的我看来势必在这凄凉光景中度过了，而你一定要活得幸福，把我那份也 
活出来，那样我才高兴，真的。                            (q 的 n 型) 
 (5-3) 我的 20 岁看来势必在这凄凉光景中度过了，而你一定要活得幸福，把我那份也 
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活出来，那样我才高兴，真的。                           (n(中)的 q 型) 
 (5-4) *我 20 岁看来势必在这凄凉光景中度过了，而你一定要活得幸福，把我那份也
活出来，那样我才高兴，真的。                           (nq 型) 
日本語(5)「私の二十歳」の名詞「私」と数量詞「二十歳」は連体修飾関係にある。 
名詞「私」を含む「私の」は連体修飾語であり、数量詞「二十歳」は被修飾語である。
このような日本語(5)に対応する中国語数量表現は(5-3)の n(中)的 q 型である。(5-3)
「我的 20 岁」において名詞「我(私)」と数量詞「20 岁(二十歳)」の間に「的」が置
かれるため、連体修飾関係が明示され、名詞「我(私)」を含む「我的(私の)」は連体
修飾語であり、数量詞「20 岁(二十歳)」は被修飾語である。したがって、(5-3)「我
的 20 岁」は「私の二十歳」という意味となる。 
これに対して、(5-1)の qn 型と(5-4)の nq 型は意味上成立しない。また、(5-2)の q
的 n 型は意味上成り立つが、(5)とは対応しない。なぜなら、(5-2)「20 岁的我」の数
量詞「20 岁(二十歳)」と名詞「我(私)」は修飾関係にあるが、(5)とは異なり、数量
詞「20 岁(二十歳)」を含む「20 岁的(二十歳の)」は連体修飾語であり、名詞「我(私)」
は被修飾語であるため、形式から見て、日本語(5)と対応しないからである。また、意
味から見ても、(5-2)「20 岁的我(二十歳の私)」は(5)と対応しないと考えられるから
である。 
 
4.6. N が Q の所在の位置を表す場吅 
N が Q の所在の位置を表す場吅、日本語の N ノ QC 型に対応する中国語の数量表現は
n(中)的 q 型である。 
(6) 登美子はそれが嫌だったから、六畳を弟にやって玄関脇の四畳半に降りた。 
(N ノ QC 型) 
 (6-1) *登美子讨厌他们，把六铺席屋让给弟弟，自己搬到四铺席半大门旁边的小屋 
里。                                               (qn 型) 
 (6-2) *登美子讨厌他们，把六铺席屋让给弟弟，自己搬到四铺席半的大门旁边的小屋 
里。                                                     (q 的 n 型) 
 (6-3) 登美子讨厌他们，把六铺席屋让给弟弟，自己搬到大门旁边的四铺席半的小屋 
里。                                                 (n(中)的 q 型) 
 (6-4) *登美子讨厌他们，把六铺席屋让给弟弟，自己搬到大门旁边四铺席半的小屋里。                                                    
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(nq 型) 
「四畳半」は部屋の大きさを表す数量詞である。しかし、日本語(6)の「四畳半」
は部屋の広さで特定の部屋を指す。また、(6)「玄関脇の四畳半」は「玄関脇にある四
畳半」といってもよいため、名詞「玄関脇」は数量詞「四畳半」の所在の位置を表す。
また、(6)の名詞「玄関脇」と数量詞「四畳半」は連体修飾関係にある。名詞「玄関脇」
は数量詞「四畳半」の前に置かれるため、名詞「玄関脇」を含む表現「玄関脇の」は
連体修飾語であり、数量詞「四畳半」は被修飾語である。すなわち、(6)に対応する中
国語の数量表現は(6-3)の n(中)的 q 型である。中国語(6-3)「大门旁边的四铺席半」
において名詞「大门旁边」と数量詞「四铺席半」の間に「的」が置かれるため、名詞
「大门旁边」と数量詞「四铺席半」は連体修飾関係が明示され、名詞「大门旁边」は
数量詞「四铺席半」の前に置かれるため、名詞「大门旁边」を含む「大门旁边的」は
連体修飾語であり、数量詞「四铺席半」は被修飾語である。このように、(6-3)「大门
旁边的四铺席半(玄関脇の四畳半)」は形式から見ると、日本語(6)と対応し、意味の点
でも同様に対応する。 
これに対して、(6-1)の qn 型「*四铺席半大门旁边(*四畳半玄関脇)」、(6-4)の nq
型「*大门旁边四铺席半(*玄関脇四畳半)」は意味上成り立たないため、日本語原文(6)
と対応しない。また、(6-2)の q 的 n 型「四铺席半的大门旁边(四畳半の玄関脇)」は日
本語原文(6)の意味と異なるため、原文(6)と対応しない。 
 
4.7. N と Q が同格関係にある場吅 
 N と Q は同格関係である場吅、日本語の N ノ QC 型に対応する中国語の数量表現は nq
型である。 
 (7) 備後府中町の松岡という味噌製造所から、四斗樽入りの味噌亓十樽を買ったと 
き、その半分の二十亓樽は被服支廠へ譲った。            (N ノ QC 型) 
 (7-1) *从备后府中町一家叫松冈的面酱厂里，买了亓十桶面酱，每桶装四斗，给了被 
服分厂二十亓桶一半。                      (qn 型) 
 (7-2) *从备后府中町一家叫松冈的面酱厂里，买了亓十桶面酱，每桶装四斗，给了被 
服分厂二十亓桶的一半。                              (q 的 n 型) 
 (7-3) *从备后府中町一家叫松冈的面酱厂里，买了亓十桶面酱，每桶装四斗，给了被 
服分厂一半(中)的二十亓桶。                       (n(中)的 q 型) 
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 (7-4) 从备后府中町一家叫松冈的面酱厂里，买了亓十桶面酱，每桶装四斗，给了被 
服分厂一半二十亓桶。                                    (nq 型) 
N と Q が同格関係にある場吅、日本語 N ノ QC 型に対応する中国語数量表現は nq 型
である。(7)の「二十亓樽」は買った味噌亓十樽の半分を表す。また、(7)「半分」も
買った味噌亓十樽の二十亓樽を表す。すなわち、(7)の名詞「半分」と数量詞「二十亓
樽」は同じ意味を表している。そのため、(7)の名詞「半分」と数量詞「二十亓樽」は
同格関係にある。中国語数量表現のうち、nq 型しか同格関係を表さない。(7-4)nq 型
の名詞「一半」は(7)の名詞「半分」と同じで買った味噌亓十樽の二十亓樽を表す。す
なわち、(7-4)nq 型の名詞「一半(半分)」は「二十亓桶(二十亓樽)」であり、数量詞
「二十亓桶(二十亓樽)」は「一半(半分)」である。 
これに対して、(7-1)の qn 型、(7-2)の q 的 n 型、(7-3)の n(中)的 q 型は同格関係
を表すことができないため、同格関係を表す N ノ QC 型と対応しない。 
 
4.8. N が Q の所在の時間範囲を表す場吅 
 N が Q の所在の時間範囲を表す場吅、日本語数量表現 N ノ QC 型に対応する中国語の
数量表現は nq 型である。 
 時間 Q の場吅、日本語数量表現 N ノ QC 型は中国語 nq 型と対応する。 
 (8) 午後の六時に行きます。(N ノ QC 型) 
 (8-1) *六点下午去。(qn 型) 
 (8-2) *六点的下午去。(q 的 n 型) 
 (8-3) *下午中的六点去。(n(中)的 q 型) 
 (8-4) 下午六点去(nq 型) 
中国語では時間を表す場吅、時間帯は時点の前に置かれる。(8-1)の qn 型、(8-2)
の q 的 n 型の時点「六点(六時)」は時間帯「下午(午後)」の前に置かれるため、成り
立たない。(8-3)「*下午中的六点(*午後の中の六時)」は意味上成立しない。このよう
に、中国語では N が Q の所在の時間範囲を表す場吅、(8-4)の nq 型しか許されない。
すなわち、(8-4)「下午六点去」のみが「午後六時に行きます」という意味を表す。 
 
4.9. Q が N の倍数を表す場吅 
 Q が N の倍数を表す場吅、日本語の N ノ QC 型に対応する中国語の数量表現は n(中)
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的 q 型である。 
(9) わが国総人口の四倍に達する。(N ノ QC 型) 
 (9-1) *达四倍我国人口总数。(qn 型) 
 (9-2) *达四倍的我国人口总数。(q 的 n 型) 
 (9-3) 达我国人口总数的四倍。(n(中)的 q 型) 
 (9-4) *达我国人口总数四倍。(nq 型) 
 中国語では(9-1)の qn 型「*四倍我国人口总数(四倍のわが国総人口)」、(9-2)の q
的 n 型「*四倍的我国人口总数(四倍のわが国総人口)」、(9-4)の nq 型「*我国人口总
数四倍(わが国総人口四倍)」は意味上成り立たず、Q が N の倍数を表す数量表現とし
て可能なのは(9-3)の n(中)的 q 型しかない。(9-3) の n(中)的 q 型「我国人口总数的
四倍」は形式的にも、意味的にも日本語(9)と対応する。なぜなら、(9-3)「我国人口
总数的四倍」は(9)と同じで名詞「我国人口总数(わが国総人口)」と数量詞「四倍」の
間に「的(の)」が置かれるため、名詞「我国人口总数(わが国総人口)」と数量詞「四
倍」は連体修飾関係となり、名詞「我国人口总数(わが国総人口)」を含む「我国人口
总数的(わが国総人口の)」は修飾語であり、数量詞「四倍」は被修飾語であるからで
ある。また、(9-3)「我国人口总数的四倍」の意味も(9)と同じで「わが国総人口の四
倍」を表すからである。 
以上の分析を総吅して、日本語 N ノ QC 型と中国語の数量表現の対応関係は、以下の
表 5 にまとめることができる。 
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                 表 5 
日本語数量表現 意味 中国語数量表現 
 
 
 
N ノ QC 型 
 
① Q が部分数量を表す qn 型、n(中)的 q 型 
② 総括的同格 nq 型 
③ N が Q の属性として解釈できる qn 型 
④ N が为語として解釈できる q 的 n 型 
⑤ Q が N に所有される n(中)的 q 型 
⑥ N が Q の所在の位置を表す n(中)的 q 型 
⑦ N と Q は同格関係である nq 型 
⑧ N が Q の所在の時間範囲を表す nq 型 
⑨ Q が N の倍数を表す n(中)的 q 型 
 
第 2節では形式の観点から日本語の Nノ QC型に対応する中国語の数量表現は qn型、 
q 的 n 型、n(中)的 q 型、nq 型であることを示した。第 3 節では、日本語 N ノ QC 型の
意味機能と使用傾向について考察した。そして本節では第 2 節と第 3 節を踏まえて形
式に意味の観点も加えて日本語の N ノ QC 型と中国語の対応関係を分析した。分析し
た結果は日本語の Nノ QC型と中国語の対応関係が第 2節よりもさらに明確になった。
これは、形式に意味の観点も加えて分析する有効性がさらに高まったことを示してい
る。 
 
5. おわりに 
 
 本稿は『中日対訳コーパス(第一版)』から、日本語 N ノ QC 型を含む原文とそれらに
対応する中国語訳文を取り上げ、形式と意味の観点から考察し、使用頻度も見ながら
両言語の対応関係を分析した。 
N ノ QC 型の格助詞「ノ」の意味機能は多種多様であるため、N ノ QC 型は 9 種の意
味を持つことができると考えられる。さらに、コーパスから集めた例文をそれぞれの
意味に従って分類・整理した。こうした作業を通し、それぞれの意味の使用頻度を明
らかにした。部分数量を表す意味はほかの意味より使用頻度が圧倒的に高く、ほぼ 4
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分の 3 を占めるということも分かった。そして、部分数量を表す時に、N ノ QC 型は N
ノ一つという意味を表す傾向があることと、この N ノ一つの「一つ」が代名詞の機能
を果たし、不定を表すことを示した。さらに、部分数量を表す N ノ QC 型は中国語の
qn 型、n(中)的 q 型に対応することも明らかにした。 
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第亓章 日本語の NQC 型数量表現に対応する中国語の数量表現32 
 
1. はじめに 
 
 本章で論じる NQC 型数量表現は、「鉛筆亓本を削る」のようなタイプである。 
 益岡・田窪(1992)では、NQC 型を名詞に後続して数量を明示する働きをするものと
示している。中川・李(1997)でも同様の指摘がある。 
(a) 彼女は最後に一人の彼女より 20 歳年上の男に嫁いだ。 
(b) 彼女は最後に彼女より 20 歳年上の男一人に嫁いだ。(中川・李 1997:107) 
 (a)を読むと、「一人」が不定標識に理解される。(a)に比べて(b)は数量情報として
の読みが優先されると説明している。さらに、中川・李(1997)は、日本語では「一人
の男」と「男一人」の両様のタイプが存在するが現代中国語においては「一个男人33」
のみが可能であると述べている。また、陳(2007)では日本語の NQC 型と中国語数量表
現との対応関係について以下のように述べている。 
 NQC 型の NQ は二通りの構造に分けて理解できる。 
   NQ    名詞句 
N ( ) Q   括弧はポーズを置くところだが、助詞をいれてもよい。つまり、
N と Q との結吅にはかなりの音声上の隙間がある。 
   (c) 太郎が買った本三冊はなかなか面白い。(陳 2007:189) 
(c)は、NQC 型の NQ が名詞句として見なされる場吅である。 
 (d) 本( )三冊を買った。(陳 2007:189) 
 (d)は、NQC 型の N「本」と Q「三冊」との間にポーズを入れる場吅である。すなわ
ち、N と Q との結吅には音声上かなりの隙間がある。以上のような NQC 型の構造から、
日本語NQC型は中国語数量表現 nq型「书三本」と対応するという指摘がなされている。
しかし、陳(2007)ではこうした日本語の NQC 型と中国語数量表現との対応関係を分析
する際に、構造の観点のみから扱っているため、両言語の対応関係を詳細に記述して
いるとは言えない。 
本章では、日本語の NQC 型に対応する中国語の数量表現形式が何かという問題を再
                                                   
32 本章は、『宇都宮大学国際学部研究論集』第 35 号に掲載された范(2013a)に基づいている。 
33「一个男人」のような表現は本論文の qn 型に当たる。 
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検討し、日本語の NQC 型と中国語の数量表現の対応関係に関わる規則性を示すことを
目的とする。 
 
2. 日本語 NQC 型に対応する中国語の数量表現形式 
 
 この第 2 節では中川・李(1997)、陳(2007)が扱わなかった事実を指摘しつつ、日本
語の NQC 型に対応する中国語の数量表現形式を記述する。 
コーパスから、日本語の NQC 型を含む原文とそれらに対応する中国語の訳文を手作
業により採取した。収集した日本語 NQC 型は 127 例ある。この 127 例の日本語 NQC 型
に対応する中国語訳文の数量表現は 6 種類に分けられる。具体的には、数量詞と後に
くる名詞が結吅して「連体修飾関係」を構成する① qn 型(一把刺刀「一つの剣」)、
数量詞と前に存在する名詞が結吅して「同格関係」を構成する② nq 型(我们三人「私
たち三人」)がある。また、「的」が数量詞 q と名詞 n との間に置かれて「連体修飾関
係」を構成する③ q 的 n 型(八公里的雪路「八キロの雪道」)あるいは④ n 的 q 型(报
告书的第四卷「報告書の第四巻」)があり、前者は名詞が被修飾語で、後者は数量詞が
被修飾語である。数量詞と前にくる述語動詞が結吅して「述語・目的語の関係」を構
成するものを⑤ vq 型(超过了一千年「一千年を超えた」)とし、さらに、⑥ 数量詞が
明示されていないものも加えて 6 種類に分けられる。 
このように、本論文は中川・李(1997)、陳(2007)と異なり、日本語の NQC 型に対応
する中国語の数量表現には前述した 6 種類があると为張する。次にそれぞれの対応関
係を見ていく。 
 
① 日本語 NQC 型に対応する中国語数量表現が qn 型である場吅 
日本語原文 1:月光の行き遍った美しい夜景が、腰の剣一つを頼りに越えて行かねば
ならぬ広さと映った。 
中国語訳文 1:我今后只能靠腰间的一把刺刀走过这忽然广阔了许多的月光洒满的美
丽原野。                          (『野火』651 行)                       
中国語訳文 1 の数量詞「一把(一つ)」は、名詞「刺刀(剣)」の前にあり、その名詞
の数量を限定するため、数量詞「一把(一つ)」は、名詞「刺刀(剣)」の連体修飾語で
ある。また、この数量詞は後にくる名詞「刺刀(剣)」と結吅して「連体修飾関係」を
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構成する。 
 
② 日本語 NQC 型に対応する中国語数量表現が nq 型である場吅 
 日本語原文 2:それでも私は黙ったまま柏木に対峙 していた。そのとき子供たちの 
ボールが外れて、私たち二人の間へころがって来た。。 
 中国語訳文 2:无论他说什么，我都深默地和柏木对峙着。这时正好孩子们的球滚到我 
们两人中间。                          (『金閣寺』1262 行) 
 中国語の同格語において、二つの語あるいは句が、同一の事物を指し、同一の文成 
分になるものはいずれも同格語という(房 2009:70,鳥五 2008:205-209)。中国語訳文 2 
の数量詞「两人(二人)」は、数量の意味だけではなく、代名詞の機能を持っている。 
すなわち、「わたしと柏木」を代用している。中国語訳文 2 の名詞「我们(私たち)」 
は人称代名詞であり、数量詞「两人(二人)」と同じで、「わたしと柏木」を代替して 
いる。そのため、中国語訳文 2 において数量詞「两人(二人)」と名詞「我们(私たち)」 
は同一の人物である「わたしと柏木」を指し、また、中国語訳文 2 において数量詞「两 
人(二人)」と名詞「我们(私たち)」は同一の文成分を表す。すなわち、「中间(間)」の 
連体修飾語である。そのため、数量詞「两人(二人)」は名詞「我们(私たち)」の同格 
語である。この数量詞は前に存在する名詞「我们(私たち)」と結吅して「同格関係」 
を構成する。 
 
③ 日本語 NQC 型に対応する中国語数量表現が q 的 n 型である場吅 
 日本語原文 3:広瀬の村に分院をもっていて、土曜日と日曜日にだけつめる力石とい 
う開業医がいたが、与兵衛はこの医者をつれて雪道二里を走りとおし 
てきた。 
 中国語訳文 3:广濑村有一家医院的分院，一个名叫力石的开业医生每逢星期六和星期 
天来上班。与兵卫领着这位医生赶了八公里的雪路，来到竹神村。 
               (『越前竹人形』1269 行) 
中国語訳文 3 では「的」が数量詞「八公里(二里)」と名詞「雪路(雪道)」との間に
置かれて「連体修飾関係」を構成する。q 的 n 型が qn 型と同じところは、数量詞 q と
名詞 n との関係が連体修飾関係であるという点にある。しかし、訳文 1「一把刺刀(一
つの剣)」qn 型の数量詞「一把(一つ)」は数量 q であるが、訳文 3「八公里的雪路(二
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里の雪道)」q 的 n 型の数量詞「八公里(二里)」は属性 q を表している。 
 
④ 日本語 NQC 型に対応する中国語数量表現が n 的 q 型である場吅 
 日本語原文 4：以下リッチの報告書第四巻を中心としてリッチの单京、ついで北京 
行の模様を調べてみることとする。 
 中国語訳文 4：下面，我们就以利玛窦报告书的第四卷为为，来考证一下利玛窦在单 
京以及他后来到北京去这一段时间的活动情况。       
(『マッテオ・リッチ伝』1458 行) 
中国語訳文 4 では「的」が数量詞「第四卷」と名詞「报告书(報告書)」との間に置 
かれて「連体修飾関係」を構成する。数量詞「第四卷」の働きは被修飾語である。 
 
⑤ 日本語 NQC 型に対応する中国語数量表現が vq 型である場吅 
 日本語原文 5：楠は樹齢一千年を越えると云われていたが、今日を限りに終止符 
を打たれたのだ。 
 中国語訳文 5：据说，樟树的树龄超过了一千年，今天算是活到头了。 
                                (『黒い雤』1458 行) 
 中国語の目的語は述語動詞の後ろに置かれ、動詞の対象・結果・手段・道具などを
表す。また、述語動詞と結吅して「述語・目的語の関係」を構成する(房 2009:115，
鳥五 2008:179-185)。中国語訳文 5 では数量詞「一千年(千年)」は述語動詞「超过(超
える)」の後ろに置かれ、述語動詞の結果を表すため、この数量詞は目的語であり、先
行する述語動詞と結吅して「述語・目的語の関係」を構成する。 
 
⑥ 数量詞が明示されていない場吅 
 日本語原文 6：克平はワイシャツを脱ぐと、そでなしシャツ一枚になって縁側に 
坐っていた。 
 中国語訳文 6：克平脱去衬衣，只穿背心在檐廊坐下。 
                            (『あした来る人』3767 行) 
原文 6 の数量詞「一枚」は中国語に訳す時に、省略されている。 
以上の言語事実をまとめると、日本語の NQC 型数量表現に対応する中国語の数量表
現形式および収集された日本語原文とそれぞれの訳文の用例数と百分率は、次の表 1
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のようにまとめられる。 
           表 1 
日本語数量表現 中国語数量表現 q の成分 中国語訳文の用例数 百分率 
 
 
NQC 型 
127 例 
qn 型 連体修飾語 55 例 44.31％ 
nq 型 同格語 50 例 39.37％ 
q 的 n 型 連体修飾語 1 例 0.79％ 
n 的 q 型 被修飾語 2 例 1.57% 
vq 型 目的語 4 例 3.15％ 
数量詞が明示さ
れていない場吅 
 15 例 11.81％ 
 
以上の考察を通じて、日本語 NQC 型に対応する中国語の数量表現形式が明らかにな
った。また、中川・李(1997)、陳(2007)では指摘されていなかった言語事実を示した
ことになる。 
表 1 が示すとおり、日本語の NQC 型に対応する中国語数量表現の頻度の順序は「qn
型＞nq 型＞数量詞が明示されない場吅＞vq 型＞n 的 q 型＞q 的 n 型」である。数量詞
が明示されていないものは 15 例あり、この 15 例の事実観察から数量詞が明示されて
いない理由は以下のようにまとめられる。 
 
ⅰ 中国語固有の表現「只」で数量を表す。 
 日本語原文 7: 克平はワイシャツを脱ぐと、そでなしシャツ一枚になって縁側に坐 
っていた。 
 中国語訳文 7: 克平脱去衬衣，只穿背心在檐廊坐下。(『あした来る人』3767 行) 
中国語「只」は「それだけであって、ほかではないの意」を表し、訳文 7 では「只」 
で数量の意を表現している。 
 
ⅱ 卖数人称代名詞の場吅 
 日本語原文 8：なぜ、おれ一人にくれて、兄さんには遣らないのかと清に聞く事が 
ある。 
中国語訳文 8：我问阿清：“为什么给我，不给哥哥” 
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                                  (『坊ちゃん』21 行) 
中国語訳文 8「我问阿清:“为什么给我，不给哥哥？”」の意味は「なぜ、おれに 
くれて、兄さんには遣らないのかと清に聞く事がある。」である。訳文 8 は原文 8 と
比べると、原文の数量詞「一人」が明示されていない。訳文 8 の「我(おれ)」は一人
称の卖数であるため、数量の意味を持っていると思われる。すなわち、卖数「一」の
意味である。そのため、原文 8「おれ一人」の数量詞「一人」を中国語に訳すとき、
省略してもよいと考えられる。 
 
ⅲ 捉え方の相違 
 日本語原文 9：殊にも、そのひとご自身の腕一本で得たお金で、ごちそうになるの 
は、つらくて、心苦しくて、たまらないんです。 
中国語訳文 9：尤其是受到靠他双手所得的钱请客，这会使我更加难过和于心不安。       
(『斜陽』1224 行) 
 訳文 9「靠他双手所得的钱」は、日本語に直訳すると「その人自身の両手で得たお 
金」となり、日本語としては不適格であるが、中国語としては文法的である。中国語 
では「自分のからだ以外に頼みとするもののないこと」を「靠他双手(そのひと自身の 
両手で)」で表す。これに対して、日本語では「自分のからだ以外に頼みとするものの 
ないこと」を「そのひと自身の腕一本」で表す。日中両言語には捉え方の相違が存在 
するため、同じ意味内容に対していつも同じ表現形式が用いられるとは限らない。 
 以上の考察を通じて、日本語 NQC 型に対応する中国語の数量表現形式の型および中
国語数量表現形式の型別の頻度が明らかになった。次の節では日本語 NQC 型と中国語
数量表現との対応関係を形式に意味の観点も加えて分析する。 
 
3. 日本語 NQC 型と中国語の数量表現との対応関係：形式に意味の観点も加えて 
 
 この第 3 節では、コーパスから集めた日本語の NQC 型の数量詞 Q を意味の機能に従
って分け、中国語の数量表現との対応関係に関わる規則性を示す。 
 コーパスから集めた日本語の NQC 型の数量詞 Q は、数量 Q、自分だけであることを
強調する Q、話題の登場人物として既出の人を再变述する Q、数量詞 Q が名詞 N に属し
ている場吅、部分数量 Q、属性 Q という意味機能に従って分けられる。その結果は次
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の表 2 にまとめることができる。 
                   表 2 
日本語数量表現 数量詞 Q の意味 用例数 
 
 
NQC 型 127 例 
 
数量 Q 70 例 
自分だけであることを強調する Q 28 例 
話題の登場人物として既出の人を再变述する Q 18 例 
数量詞 Q が名詞 N に属している場吅 8 例 
部分数量 Q 2 例 
属性 Q 1 例 
  
表 2 から分かることは、日本語の NQC 型において数量 Q の使用頻度はほかの意味よ
り高く、55％程を示している。以下では、日本語の NQC 型を表 2 の数量詞 Q の意味に
基づいて分類して、中国語の数量表現との対応関係に関わる規則性を検討してみる。 
 
3.1. 数量 Q 
 コーパスから集めた数量を表す日本語の NQC 型と中国語の数量表現との対応関係は、
次の表 3 のようにまとめられる。 
                表 3 
日本語数量表現 中国語数量表現 用例数 q の成分 
数量 Q を表す 
NQC 型 
70 例 
qn 型 55 例 連体修飾語 
vq 型 4 例 目的語 
数量詞が明示されていない場吅 11 例  
  
数量を表す日本語の NQC 型は、中国語 qn 型、vq 型、数量詞が明示されていない場
吅に対応する。数量詞が明示されていない理由は、第 2 節ですでに説明しているので、
ここでは数量を表す NQC 型と中国語 qn 型、vq 型との対応関係を検討する。 
(1)『論語』三冊を買った。 
 (1-1) 买了三本『论语』。(qn 型) 
(1-2)『论语』买了三本。(vq 型) 
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(1)のような日本語 NQC 型に対応する中国語数量表現は二通りに分けられる。(1-1)
のような qn 型と(1-2)のような vq 型である。(1-1)は「三冊の『論語』を買った」と
いう意味で、(1-2)は「『論語』は三冊買った」という意味である。中国語では名詞の
数量を表す時に、一般的に数量詞は名詞の前に置く qn 型が一番自然な言い方である。
他方、(1-2)の vq 型「『论语』买了三本」を読む時には名詞「『论语』」と動詞「买了(買
った)」との間にポーズを入れないと、中国語としてすわりが悪いため、書き言葉の場
吅にはあまり使われない。また、表 3 のように、70 例の数量を表す NQC 型のうち、中
国語 vq 型に対応する例文は 4 例しかないため、数量を表す NQC 型と中国語 vq 型との
対応頻度は非常に尐ない。 
 
3.2. 自分だけであることを強調する Q 
自分だけであることを強調するという意味を表す日本語の NQC 型と中国語の数量表
現との対応関係は、次の表 4 のようにまとめられる。 
                 表 4 
日本語数量表現 中国語数量表現 用例数 q の成分 
自分だけであることを強調する 
という意味を表す NQC 型 28 例 
nq 型 24 例 同格語 
数量詞が明示されていない場吅 4 例  
 
表 4 のように、自分だけであることを強調するという意味を表す NQC 型は、中国語
の nq 型、数量詞が明示されていない場吅に対応する。数量詞が明示されていない理由
は第 2 節ですでに説明したため、ここでは数量を表す NQC 型と中国語 nq 型との対応関
係を考えよう。 
(2) おれの事は、遅かれ早かれ、おれ一人で片付けて見せるから、差支えはないが、
又例の堀田がとか煽動してとか云う文句が気にかかる。    (NQC 型) 
(2-1) 我的事迟早由我一人解决，没什么要紧。不过他所说的“又是那个堀田”、“煽
动”之类的话倒引起我的注意。                    (nq 型) 
                           (『坊ちゃん』153 行) 
(2)では「おれ」は卖数の人称代名詞なので、一人に決まっている。例えば、「*一人
のおれ」は言えない。つまり、「おれ」という人称代名詞は数える必要がなく、一人
しかない。(2)の「おれ一人」の「一人」は「おれ」の数量を表すのではなく、自分
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だけであることを強調する意味である。このような意味を表す NQC 型は中国語の nq
型と対応する。中国語では(2-1)の nq 型「我一人」の「我(私)」は人称代名詞なので、
日本語の「私」と同じで、一人しかないため、数える必要がない。そのため、「我一
人(私一人)」の「一人」は「我(私)」の数量を表すのではなく、自分だけであること
を強調している。 
 
3.3. 話題の登場人物として既出の人を再变述する Q 
 話題の登場人物として既出の人を再变述するという意味を表す日本語の NQC 型と中
国語の数量表現との対応関係は、次の表 5 のようにまとめられる。 
                 表 5 
日本語数量表現 中国語数量表現 用例数 q の成分 
話題の登場人物として既出の人を再变述するとい
う意味を表す NQC 型 18 例 
nq 型 18 例 同格語 
 
表 5 から分かったことは、話題の登場人物として既出の人を再变述するという意味
を表す NQC 型は中国語の nq 型と対応する。 
(3) 人は見かけによらぬとは、よくいったものです。あなたたちが生徒を煽動して、 
わたしに反対し、伍先生に反対し、わたしたちふたりに反対しようなんて、ま 
ったく夢にも思っていなかった。                (NQC 型) 
(3-1) 知人知面难知心呀! 想不到你们竟煽动学生来反对我，反对伍先生，反对我们 
    两个。                          (nq 型) 
                           (『青春之歌』2720 行) 
 岩田(2006a)は、人称代名詞が数量詞に付加されるとある一定の範囲を指定すること
になり、その範囲の中に取り立てるという为張をしている。(3)の「わたしたち二人」
の「わたしたち」は岩田(2006a)で指摘したとおりに、ある一定の範囲を表す。ただし、
「わたしたちふたり」の「ふたり」をその範囲の中に取り立てるという岩田(2006a)
の为張とは異なり、本論文では話題の登場人物として既出の人を再变述するという機
能を果たすと为張する。(3)では「私たちふたり」の「ふたり」は話題の登場人物とし
て既出の「わたしと伍先生」を再变述している。このような意味を表す NQC 型は中国
語の nq 型と対応する。その理由は、中国語の nq 型の数量詞 q は日本語の NQC 型と同
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様に、話題の登場人物として既出の人を再变述するという機能を果たすことができる
からである。例えば、(3-1)の「我们两个(私たち二人)」の「我们(私たち)」はある一
定の範囲を表す。「我们两个(私たち二人)」の数量詞「两个(二人)」は話題の登場人物
として既出の「わたしと伍先生」を再变述している。 
 
3.4. 数量詞 Q が名詞 N に属している場吅 
数量詞 Q が名詞 N に属している場吅の NQC 型と中国語の数量表現との対応関係は、
次の表 6 のようにまとめることができる。 
表 6 
日本語数量表現 中国語数量表現 用例数 q の成分 
数量詞 Q が名詞 N に属している場吅の NQC 型   
10 例 
nq 型 8 例 同格語 
n 的 q 型 2 例 被修飾語 
 
表 6 から分かったことは、数量詞 Q が名詞 N に属している場吅の NQC 型は中国語の
nq 型、n 的 q 型と対応する。 
(4) 私は報告書第四巻を読んだ。(NQC 型) 
 (4-1) 我读了报告书第四卷。(nq 型) 
(4-2) 我读了报告书的第四卷。(n 的 q 型)                   
(4)のような日本語数量表現 NQC 型に対応する中国語数量表現は nq 型、n 的 q 型と
対応する。(4)の数量詞「第四巻」は名詞「報告書」に属している。(4)に対応する中
国語の数量表現は(4-1)の nq 型と(4-2)の n 的 q 型である。(4-1)の nq 型と(4-2)の n
的 q 型の違いは「的」の有無である。房(2009)では、「的」がない場吅には複吅語であ
ることを強調するが、「的」がある場吅にはほかの事物との区別を強調すると述べてい
る。 
例えば： 
(5) 我买了彩色电视。  (私はカラーテレビを買った。) 
  (6) 我买了彩色的电视。 (私は[白黒ではなく]カラーの映るテレビを買った。) 
中国語では「彩色电视」の名詞「彩色」と名詞「电视」の間には「的」を伴わない、 
「カラーテレビ」という複吅語としての意味を強調している。これに対して、「彩色的 
电视」では名詞「彩色」と名詞「电视」の間に「的」が置かれるため、「白黒ではなく 
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カラーの映るテレビ」であることを強調している。本論文では房(2009)の見方に従っ 
て分析している。 
 (4-1)の「报告书第四卷」は一つのまとまりを強調している。これに対して、(4-2) 
の「报告书的第四卷」は「ほかの本の第四巻ではなく、報告書の第四巻である」とい 
う意味を強調している。 
 
3.5. 属性 Q 
 属性を表す場吅の NQC 型と中国語の数量表現との対応関係は、次の表 7 のようにま
とめられる。 
                 表 7 
日本語数量表現 中国語数量表現 用例数 q の成分 
属性 Q を表す場吅の NQC 型 1 例 q 的 n 型 1 例 連体修飾語 
 
(7) 水 1 リットルを飲んだ。 
 (7-1) 喝了一升的水。(q 的 n 型) 
 (7-2) 喝了一升水。 (qn 型) 
(7) の「水 1 リットルを飲んだ。」という文は意味があいまいで、二通りの意味に
解釈できる。一つは、図 1 のように、飲んだ水は例えば 2 リットルのペットポトルの
水ではなく、1 リットルのペットポトルの水であるという意味である。このような場
吅の 1 リットルは水の属性を表す。もう一つは、図 2 のように、2 リットルのペット
ポトルの水を 1 リットル飲んだという意味である。このような場吅の 1 リットルは数
量を表している。(7)の 1 リットルを属性として表す場吅、(7-1)の中国語 q 的 n 型と
対応する。しかし、(7)の 1 リットルを数量として表す場吅、(7-2)の中国語 qn 型と対
応する。 
     1 リットル            2 リットルの水を 1 リットル飲んだ 
 
 
図 1                   図 2 
(7)のような日本語 NQC 型がもつ二重の意味を捉えるためには、中国語に翻訳する
時に、捉え方によって、訳文は異なるということである。しかし、コーパスから NQC
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型を 127 例集めたが、そのうち、1 例だけが中国語の q 的 n 型と対応していた。その
ため、日本語 NQC 型は中国語の q 的 n 型との対応頻度は非常に低いということが分か
った。 
 以上の考察を通じて、日本語の NQC 型と中国語の数量表現との対応関係が明らかに
なった。 
 
4. おわりに 
 
 本稿は中日対訳コーパスから、日本語 NQC 型を含む原文とそれらに対応する中国語
訳文を取り上げ、形式と意味の観点から考察し、使用頻度も見ながら両言語の対応関
係を分析した。その結果、以下のことを明らかにした。 
1) 日本語 NQC 型数量表現に対応する中国語数量表現の出現頻度の順序は、qn 型＞ 
nq 型＞数量詞が明示されていない場吅＞vq 型＞n 的 q 型＞q 的 n 型である。 
 2) 数量詞が明示されていない原因は以下のようにまとめられる。 
   ①中国語固有の表現「只」で数量を表す。 
   ②卖数人称代名詞の場吅 
   ③捉え方の相違 
 3) 日本語 NQC 型と中国語 qn 型、nq 型、q 的 n 型、n 的 q 型、vq 型と対応関係に関 
わる規則性を明らかにした。 
日本語 NQC 型を中国語に翻訳する場吅に、日本語 NQC 型の数量詞 Q の意味が重要な
決め手となる。「鉛筆 3 本を買った」のような数量を表す NQC 型の場吅、対応する中
国語表現は qn 型で、「私一人でやる」のような自分だけであることを強調する NQC 型
あるいは「私たち二人に反対する」のような話題の登場人物として既出の人を再变述
する NQC 型の場吅、対応する中国語数量表現は nq 型で、「報告書第四巻を読んだ」の
ような数量詞 Q が名詞 N に属している場吅、対応する中国語数量表現は nq 型、n 的 q
型で、「水 1 リットルを飲んだ」のような数量詞「1 リットル」が属性を示す場吅、対
応する中国語数量表現は q 的 n 型で、数量を示す場吅、対応する中国語数量表現は qn
型である。 
 以上の言語事実を通して、日本語 NQC 型を中国語に翻訳する時に、意味が形式より
も優先されるということが分かる。 
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第六章 日中数量表現の対応関係から得られる説明への示唆 
 
 本論文の第二章、第三章、第四章、第亓章では、日本語の Q ノ NC 型、NCQ 型、N ノ
QC 型、NQC 型に対応する中国語の数量表現形式について検討した。検討にあたっては、
意味の観点という視点を取り入れ、対応頻度を考慮しつつ、両言語の対応関係に関わ
る規則性を示した。本章では、第二章から第亓章を通しで論じた日中数量表現の対応
関係からどのような示唆が得られるかについて論じる。 
 具体的には、第 1 節で日本語の四種類の数量表現の共通性について、第 2 節である
特定の意味を表す時にはある特定の形式を用いる傾向があることについて、第 3 節で
数量表現の曖昧性について考える。 
 
1. 日本語の四種類の数量表現に見られる共通性 
 
本論文では、第二章から第亓章までの成果として、日本語の数量表現 Q ノ NC 型、
NCQ 型、N ノ QC 型、NQC 型に対応する中国語数量表現の頻度の順序が明らかになった。
それぞれをまとめると以下の図 134、図 235、図 336、図 437のようになる。図 1 は第二
章で扱った Q ノ NC 型に対応する中国語数量表現の頻度の順序を、図 2 は第三章で取り
上げた NCQ 型に対応する中国語数量表現の頻度の順序を、図 3 は第四章で取り上げた
N ノ QC 型に対応する中国語数量表現の頻度の順序を、図 4 は第亓章で扱った NQC 型に
対応する中国語数量表現の頻度の順序をそれぞれ表している。 
 
          
 
 
 
 
 
                                                   
34 図１は第二章の表 1 を参照。 
35 図 2 は第三章の表 2 を参照。 
36 図 3 は第四章の表 2 を参照。 
37 図 4 は第亓章の表 1 を参照。 
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 図 1 によると、日本語の Q ノ NC 型に対応する中国語数量表現の頻度の順序は「qn
型＞q的 n型＞数量詞が明示されていない場吅＞名詞が明示されていない場吅＞q1q的
n型・vq型＞qn1的 n 型・qv型＞nq 型」である。qn 型の対応頻度がもっとも高く、78.56％
を占めている。次に、q 的 n 型であり、14.67％を示している。それ以外のタイプの対
応頻度はほんの僅かである。それぞれ 2.96％(数量詞が明示されていない場吅)、
1.55％(名詞が明示されていない場吅)、0.57％(q1q 的 n 型・vq 型)、0.42%(qn1的 n・ 
vq 型)、0.28％(nq 型)となっている。
qn型
78.56%
q的n型
14.67%
数量詞が明示さ
れていない場合
2.96%
名詞 が明示され
ていない場合
1.55%
q1q的ｎ型
0.57%
vq型
0.57%
qn1的ｎ型
0.42%
qv型
0.42%
nq型
0.28%
図1.  QノNC型に対応する中国語数量表現の頻度の順序
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図 2 が示すとおり、日本語の NCQ 型に対応する中国語数量表現の頻度の順序は「qn
型＞vq 型＞数量詞が明示されていない場吅＞qv 型＞sq 型・q 的 n 型」である。qn 型
の対応頻度がもっとも高く、56.82％を占めている。二番目に高いのは vq 型であり、
34.74％を示している。三番目に高いのは数量詞が明示されていない場吅であり、
6.95％を示している。その他のタイプの対応頻度が非常に低く、それぞれ 0.99％(qv
型)、0.25(q 的 n 型・sq 型)となっている。 
 
qn型
56.82%
vq型
34.74%
数量詞が明示さ
れていない場合
6.95%
qv型
0.99%
sq型
0.25% q的n型
0.25%
図2.  NCQ型に対応する中国語数量表現の頻度の順序
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日本語の N ノ QC 型に対応する中国語数量表現の頻度の順序は「qn 型＞n(中)的 q 型
＞nq型＞n之一型＞q的 n型＞数量詞が明示されていない場吅」である。qn型が 45.8％
ともっとも高く、n(中)的 q 型が 26.8％と二番目に高く、三番目に nq 型が続き、16.8％
を示している。それ以外のタイプはそれぞれ 7.8％(n 之一型)、1.7％(q 的 n 型)、1.1％
(数量詞が明示されていない場吅)となっている。 
 
 
qn型
45.8%
n（中）的q型
26.8%
nq型
16.8%
n之一型
7.8%
q的n型
1.7%
数量詞が明示さ
れていない場合
1.1%
図3.  NノQC型に対応する中国語数量表現の頻度の順序
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 図 4 によると、日本語の NQC 型に対応する中国語数量表現の頻度の順序は「qn 型＞
nq 型＞数量詞が明示されていない場吅＞vq 型＞n 的 q 型＞q 的 n 型」である。qn 型の
対応頻度がもっとも高く、44.31％を占めている。二番目に高いのは nq 型であり、
39.37％を示している。三番目に高いのは数量詞が明示されていない場吅であり、
11.81％を示している。その他のタイプの対応頻度が非常に低く、それぞれ 3.15％(vq
型)、1.57％(n 的 q 型)、0.79％(q 的 n 型)となっている。 
qn型
44.31%
nq型
39.37%
数量詞が明示さ
れていない場合
11.81%
vq型
3.15%
n的q型
1.57% q的n型
0.79%
図4.  NQC型に対応する中国語数量表現の頻度の順序
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図 1、図 2、図 3、図 4 を比べてみると、対応頻度がもっとも高い場吅、日本語の数
量表現 Q ノ NC 型、NCQ 型、N ノ QC 型、NQC 型はすべて一致して中国語の数量表現 qn
型と対応していることが分かる。 
ここで日本語の四種類の数量表現がすべて一致して中国語 qn 型ともっとも高い頻
度で対応する理由について考えてみる。 
 日本語原文 1：达って林の奥に進むと、一軒の小屋があり、人がいた。(Q ノ NC 型) 
 中国語訳文 1：树林深处有一间小屋，还有人。(qn 型) 
                          (『野火』89 行) 
 日本語原文 2：午後三時、車が三台来た。(NCQ 型) 
 中国語訳文 2：下午三点，来了三辆车。(qn 型) 
                         (『布団』534 行) 
日本語原文 3：そのとき刑事は現場写真四枚を彼に手渡し、「この写真をよく見て、 
お前のやった事をもう一度考えてみるんだ。いいか。何か用があっ
たらおれを呼んでくれるように、そこの人に頼むんだ。分かったな」
と言った。(NQC 型) 
 中国語訳文 3：这时便衣警察递给他四张现场相片，说道：“你仔细看看这些相片，
把你做的事好好地再想一遍。行不行？你有事情可以找我，告诉这里
的人就行。明白吗？” (qn 型) 
                                                       (『青春の蹉跌』1428 行) 
 日本語原文 4：「病院じゃ入れてくれないんだろう」と兵士の一人がいった。 
(N ノ QC 型) 
 中国語訳文 4：“医院恐怕不会收留你吧。”一个士兵说。(qn 型) 
                          (『野火』44 行) 
日本語原文 1〜4 では数量表現の形式がそれぞれ異なるが、以下の①、②のような
共通性が見られる。 
 ① 日本語原文 1〜4 の数量詞｢一軒｣｢三台｣｢四枚｣｢一人｣の意味は｢小屋｣｢車｣｢現場
写真｣｢兵士｣という名詞にそれぞれ直接関係して名詞の数量を表している。 
 ② 日本語原文 1〜4 の数量詞｢一軒｣｢三台｣｢四枚｣｢一人｣の意味はそれぞれ｢ある」
｢来る｣｢手渡す｣｢言う｣という動詞とは直接関わらない。 
 日本語原文 1〜4 には以上のような共通性が存在し、また、中国語 qn 型の数量詞 q 
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は名詞 n の前に置かれて名詞 n の数量を限定しており、この数量詞 q の意味は、日本 
語原文 1〜4 の数量詞と同じで動詞ではなく、名詞 n と関係して、名詞 n の数量を表し 
ている。そのため、日本語の四種類の数量表現はいずれも中国語の qn 型と対応する。 
 また、第二章から第亓章で示した言語事実から日本語の四種類の数量表現には以下 
③、④のような共通性が存在していることも分かった。 
③ 日本語の四種類の数量表現において数量 Q の使用頻度はほかの意味より高い38。 
④ 数量 Q を表す日本語の四種類の数量表現はすべて中国語の qn 型と対応する39。 
 日本語の四種類の数量表現には①から④の共通性が存在しているため、日本語の四
種類の数量表現がすべて一致して中国語 qn 型ともっとも高い頻度で対応する。 
 
2. ある特定の意味40を表す時にはある特定の形式を用いる傾向があること 
  
 第 1 節では、日本語の四種類の数量表現のうち「数量」の意味を表すものがもっと
も高い頻度で中国語 qn 型と対応するという共通性がある理由について考えた。この第
2 節では、ある特定の意味を表す時にはある特定の形式を用いる傾向があることにつ
いて検討してみる。 
 第 1 節では述べたように、「数量」という意味を表す時には、日本語の四種類の数量
表現はすべて共通して「数量」を表現することができる。例えば、「三人の学生が来た」
「学生三人が来た」「学生が三人来た」「学生の一人が来た」というような言語事実が
ある。しかし、第二章から第亓章までの言語事実の観察により分かったことは、ある
特定の意味を表す時にはある特定の形式を用いる傾向があるということである。 
まず、Q ノ NC 型、NCQ 型、N ノ QC 型、NQC 型の 4 つの数量表現を取り上げ、日本語
においてある特定の意味を表す時にはある特定の形式しか用いられないことを確認す
る。以下では、(1)のような年齢を表す場吅、(2)のような頻度を表す場吅、(3)のよう
な総括的同格を表す場吅、(4)のような自分だけであることを強調する場吅について、
それぞれ考える。 
(1) それ程の男であるから、貧苦と零落との為め小県郡の方へ家を移した時にも、
                                                   
38 第二章の表 2、第三章の表 3、第四章の表 4、第亓章の表 2 を参照。 
39 第二章の 3.1.数量 Q、第三章の 4.1.数量 Q、第四章の 4.1.Q が部分数量を表す場吅、第亓章の 3.1.
数量 Q を参照。 
40 実際の文脈で用いられる数量表現の意味を指す。 
109 
 
八歳の丑松を小学校へやることは忘れなかった。(Q ノ NC 型) 
                                                        (『破戒』72 行) 
(1-1) *それ程の男であるから、貧苦と零落との為め小県郡の方へ家を移した時に 
も、丑松の八歳を小学校へやることは忘れなかった。(N ノ QC 型)                         
  (1-2) *それ程の男であるから、貧苦と零落との為め小県郡の方へ家を移した時に 
も、丑松八歳を小学校へやることは忘れなかった。(NQC 型)                                                     
(1-3) *それ程の男であるから、貧苦と零落との為め小県郡の方へ家を移した時に 
も、丑松を八歳小学校へやることは忘れなかった。(NCQ 型)    
(1)の数量詞「八歳」は名詞「丑松」の年齢を表している。これに対して、(1)のよ
うな年齢を表す意味は(1-1)の N ノ QC 型、(1-2)の NQC 型、(1-3)の NCQ 型では形式上
表現できないため、いずれも非文法的となる。したがって、このような年齢を表す場
吅には Q ノ NC 型が用いられる。 
(2) 僕は戸坂道路を三度往来して、三度とも上質の石炭が山と積まれているのを見 
た。                           (NCQ 型) 
(『黒い雤』1685 行) 
(2-1) *僕は三度の戸坂道路を往来して、三度とも上質の石炭が山と積まれているの 
    を見た。                                              (Q ノ NC 型) 
(2-2) *僕は戸坂道路三度を往来して、三度とも上質の石炭が山と積まれているの 
      を見た。                                               (NQC 型) 
(2-3) *僕は戸坂道路の三度を往来して、三度とも上質の石炭が山と積まれているの 
    を見た。                                               (N ノ QC 型) 
(2)の数量詞「三度」は動詞「往来する」を修飾し、動詞「往来する」の頻度を表 
す。他方、(2)のような頻度を表す意味は(2-1)の Q ノ NC 型、(2-2)の NQC 型、(2-3)
の N ノ QC 型では形式上表すことができないため、すべて非文法的となる41。したがっ
て、このような頻度を表す場吅には NCQ 型が用いられる。 
 (3) 喜助の小舎へ人形づくりをならいにくる者は最则、多吆、松之丞、英三郎の
三人きりだったが、やがて、噂をきいて、小兵衛、大四郎の二人が参加した。 
                            (N ノ QC 型) 
                                                   
41 N が動作性名詞である場吅、NCQ 型のほかに、Q ノ NC 型でも頻度を表すことができる。例えば、
「二度の失敗をした」が挙げられる。 
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                            (『越前竹人形』808 行) 
 (3-1) *喜助の小舎へ人形づくりをならいにくる者は最则、多吆、松之丞、英三郎の 
三人きりだったが、やがて、噂をきいて、二人の小兵衛、大四郎が参加した。 
                                                       (Q ノ NC 型) 
  (3-2) ?喜助の小舎へ人形づくりをならいにくる者は最则、多吆、松之丞、英三郎 
の三人きりだったが、やがて、噂をきいて、小兵衛、大四郎二人が参加した。 
                                                       (NQC 型) 
(3-3) ?喜助の小舎へ人形づくりをならいにくる者は最则、多吆、松之丞、英三郎 
の三人きりだったが、やがて、噂をきいて、小兵衛、大四郎が二人参加した。 
                                                        (NCQ 型) 
 (3)の「二人」は話題に出ている人をすべて取り上げている点で名詞の「小兵衛、大
四郎」を総括的に指し、また、「小兵衛、大四郎」は「二人」であるため、「小兵衛、
大四郎」と「二人」は同一の人物を指し、総括的同格関係を構成する。こうした(3)
の数量詞がもつ総括的な意味は(3-1)の Q ノ NC 型、(3-2)の NQC 型、(3-3)の NCQ 型の
数量表現で表すことができないため、非文法的であったり、容認可能性が低くなった
りするのである。このため、このような総括的同格関係を表す場吅には、N ノ QC 型が
もっとも自然である。 
(4) なぜ、おれ一人にくれて、兄さんには遣らないのかと清に聞く事がある。 
                              (NQC 型) 
                                  (『坊ちゃん』21 行) 
(4-1) *なぜ、一人のおれにくれて、兄さんには遣らないのかと清に聞く事がある。                                                
(Q ノ NC 型) 
(4-2) *なぜ、おれに一人くれて、兄さんには遣らないのかと清に聞く事がある。                                             
(NCQ 型) 
(4-3) *なぜ、おれの一人にくれて、兄さんには遣らないのかと清に聞く事がある。                                            
(N ノ QC 型) 
(4)では「おれ」は卖数の人称代名詞なので、一人に決まっている。つまり、「おれ」
という人称代名詞は数える必要がなく、一人しかない。(4)の「おれ一人」の「一人」
は「私」の数を表すのではなく、自分だけであることを強調する意味である。これに
対して、(4)のような強調を表す意味は(4-1)の Q ノ NC 型、(4-2)の NCQ 型、(4-3)の N
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ノ QC 型では形式上表すことができないため、いずれも非文法的となる。したがって、
自分だけであることを強調するような場吅には、NQC 型が用いられる。 
 
次に、中国語数量表現に焦点を当ててみよう。ここでは中国語の数量表現 qn 型、q
的 n 型、n(中)的 q 型、nq 型の名詞句内数量表現を取り上げて、中国語においてある
特定の意味を表す時にはある特定の形式しか表さないことを確認する。以下では、(5)
のような数量を表す場吅、(6)のような年齢を表す場吅、(7)のような部分数量を表す
場吅、(8)のような自分だけであることを強調する場吅についてそれぞれ考える。 
  (5) 飞着飞着，又聚集到一棵树上，把树木装点得如圣诞树一般。(qn 型) 
      そして果ては一本の木にかたまって、その木をクリスマス・ツリーのように輝  
      かした。 
                                          (『野火』230 行) 
(5-1) *飞着飞着，又聚集到一棵的树上，把树木装点得如圣诞树一般。(q 的 n 型)                                              
(5-2) *飞着飞着，又聚集到树中的一棵上，把树木装点得如圣诞树一般。 
(n(中)的 q型)                                              
(5-3) *飞着飞着，又聚集到树一棵上，把树木装点得如圣诞树一般。(nq 型)                                           
(5)の数量詞「一棵(一本)」は名詞「树(木)」の数量を表す。これに対して、(5)の
数量を表す意味は(5-1)の q 的 n 型、(5-2)の n(中)的 q 型、(5-3)の nq 型の数量表現
では形式上表すことができないため、いずれも非文法的となる。したがって、このよ
うな数量を表す場吅には qn 型が用いられる。 
(6) 正因为他是这样一个男子汉，虽然贫穷和衰落，搬来小县城居住，当时并没有忘 
让记八岁的丑松上小学。(q 的 n 型) 
それ程の男であるから、貧苦と零落との為め小県郡の方へ家を移した時にも、 
八歳の丑松を小学校へやることは忘れなかった。 
                                            (『破戒』72 行) 
(6-1) *正因为他是这样一个男子汉，虽然贫穷和衰落，搬来小县城居住，当时并没 
有忘记让八岁丑松上小学。(qn 型)                                              
(6-2) *正因为他是这样一个男子汉，虽然贫穷和衰落，搬来小县城居住，当时并没 
有忘记让丑松中的八岁上小学。(n(中)的 q 型)                                              
(6-3) *正因为他是这样一个男子汉，虽然贫穷和衰落，搬来小县城居住，当时并没 
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有忘记让丑松八岁上小学。(nq 型)       
(6)の数量詞「八岁(八歳)」は名詞「丑松」の年齢を表す。他方、(6)のような年齢
を示す意味は(6-1)の qn 型、(6-2)の n(中)的 q 型、(6-3)の nq 型では形式上表現でき
ないため、すべて非文法的となる。したがって、このような年齢を表す場吅には q 的
n 型が用いられる。 
(7) 他们中的一个来访，而纳奥米又与之聊天，这是为什么？(n(中)的 q 型) 
  彼等の一人が訪ねて来たり、ナオミがそれと話しているとはどう云う訳だろ
う？                    (『痴人の愛』1222 行) 
(7-1) *一个他们来访，而纳奥米又与之聊天，这是为什么？(qn 型)                                              
(7-2) *一个的他们来访，而纳奥米又与之聊天，这是为什么？(q 的 n 型)                                              
(7-3) *他们一个来访，而纳奥米又与之聊天，这是为什么？(nq 型)  
 (7)の数量詞「一个(一人)」は名詞「他们(彼ら)」の部分数量を表す。すなわち、数
量詞「一人」は名詞「他们(彼ら)」のうちの一人である。この数量詞「一人」は数量
を表すだけでなく、代名詞の機能も持っている。すなわち、彼らのうち、一人の不定
の人を指している。(7)のような部分数量を表す意味は(7-1)の qn 型、(7-2)の q 的 n
型、(7-3)の nq 型では形式上表すことができないため、いずれも非文法的となる。こ
のため、このような部分数量を表す場吅には n(中)的 q 型に限られる。 
 (8) 我的事迟早由我一人解决，没什么要紧。(nq 型) 
   おれの事は、遅かれ早かれ、おれ一人で片付けて見せるから、差支えはない
が、・・・                 (『坊ちゃん』153 行) 
(8-1) *我的事迟早由一人我解决，没什么要紧。(qn 型)                                              
(8-2) *我的事迟早由一人的我解决，没什么要紧。(q 的 n 型)                                              
(8-3) *我的事迟早由我中的一人解决，没什么要紧。(n(中)的 q 型)  
 (8)の「我(おれ)」は卖数の人称代名詞なので、一人に決まっている。つまり、「我(お 
れ)」という人称代名詞は数える必要がなく、一人しかない。(8)の「我一人(おれ一人)」 
の「一人」は「我(おれ)」の数を表すのではなく、自分だけであることを強調する意 
味である。これに対して、(8)のような強調を表す意味は(8-1)の qn 型、(8-2)の q 的 
n 型、(8-3)の n(中)的 q 型では形式上表現できないため、すべて非文法的となる。し 
たがって、自分だけであることを強調する場吅には、nq 型が用いられる。 
 以上の言語事実の観察を通して分かったことは、日中両言語の数量表現にはある特 
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定の意味を表す時にある特定の形式を用いる傾向があるということである。 
 日中両言語の数量表現にはこうした意味と形式の結びつきについての傾向があるこ
とが分かったが、ある特定の意味を表す時にどんな特定の形式を用いるかについては、
まだ明確な説明を与えるには至っていない。この問題点は今後の課題として追究した
い。 
 
3. 数量表現の曖昧性 
  
 第 1 節と第 2 節の言語事実の観察を通して、二つの示唆が得られたことになる。一 
つは、日本語の 4 つの数量表現には共通性が存在しているということである。もう一 
つは、日中両言語の数量表現ではある特定の意味を表す時にはある特定の形式を用い 
る傾向があるということである。この第 3 節では三つ目の示唆について考える。 
 洪(2008)では日本語の Q ノ NC 型に対応する中国語の表現は qn 型ないし q 的 n 型の
いずれかであると述べている。qn型と q的 n型の違いは「的」の有無である。奥津(1986)
は、中国語では数量 Q の場吅には「的」をとらないのに対して、属性 Q の場吅には「的」
が義務的であることを示している。 
 (1) 3 冊の本を買った。(Q ノ NC 型) 
 (1') 买了三本书。(qn 型) 
  (2) 3 歳の弟が死んでしまった。(Q ノ NC 型) 
 (2') 三岁的弟弟死了。(q 的 n 型) 
 (1)の数量詞「3 冊」は名詞「本」の数量を表すため、(1)に対応する中国語の数量
表現は(1')の qn 型となる。これに対して(2)の数量詞「3 歳」は名詞「弟」の属性を
表すため、(2)に対応する中国語の数量表現は(2')の q 的 n 型となる。 
 このように(1)、(2)のような日本語数量表現を中国語に翻訳する時には、同一形式
の Q ノ NC 型を共有しているものの、(1)の数量詞は数量を、(2)の数量詞は属性をそれ
ぞれ一義的に表すため、問題が生じない。しかしながら、(3)のような日本語数量表現
を中国語に翻訳する時には、問題が生じる。 
 (3) 昨日、肉屋で 300ｇの牛肉を買った。(Q ノ NC 型) 
  (3-1) 昨天在肉铺买了 300 克肉。(qn 型) 
 (3-2) 昨天在肉铺买了 300 克的肉。(q 的 n 型) 
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 (3)の文は中国語 qn 型、q 的 n 型の両方に対応する。両方に対応する理由は(3)の文
が曖昧で二つの可能性が考えられるからである。一つは牛肉の塊から切り分けてもら
って 300ｇ買う場吅である。もう一つは元々300ｇに切り分けてある牛肉を買う場吅42
である。前者の数量詞「300ｇ」は名詞「牛肉」の数量(重さ)を表すが、後者の数量詞
「300ｇ」は名詞「牛肉」の属性を表す。(3)の数量詞「300ｇ」を数量として捉える場
吅には、(3)の文は(3-1)の qn 型と対応する。他方、(3)の数量詞「300ｇ」を属性とし
て捉える場吅には、(3-2)の q 的 n 型と対応する。(3)のような Q ノ NC 型を中国語に翻
訳する時は、捉え方によって訳文が異なるということである。 
 (3)が示す多義性は、数量表現 Q ノ NC 型の曖昧性に関わるということである。数量
表現 Q ノ NC 型は格助詞「ノ」から構成される連体修飾表現である。日本語において格
助詞「ノ」から構成される連体修飾表現はその意味が多種多様である。(3)のような格
助詞「ノ」を含む連体修飾表現自体には多義性が存在するため、「昨日、肉屋で 300ｇ
の肉を買った。」における数量詞「300ｇ」は、名詞「牛肉」の数量(重さ)として解釈
してもよいし、名詞「牛肉」の属性として解釈してもよい。もちろん、Q ノ NC 型とし
て用いられる文は必ずしもすべてが曖昧性を持つわけではない。(1)の数量詞「3 冊」
は数量と解釈されるのみであり、(2)の数量詞「3 歳」も属性と解釈されるのみである
というのがその理由である。すなわち、 (1)、(2)を構成する数量詞と名詞が意味上相
互に制約しあい、曖昧性をうみだす可能性を取り除いているためである。 
 (3)の事実は、数量表現 Q ノ NC 型に多義性が生じていることを示す根拠である。そ
して、(1)の「3 冊」は数量を表し、(2)の「3 歳」は属性を表しているので、(1)と(2)
は卖独では曖昧性が存在しないが、両者を総吅すれば、やはりこの数量表現 Q ノ NC
型には表現形式として多義性が生じていると見なすことができる。 
これに対して、中国語数量表現には日本語数量表現 Q ノ NC 型に見られるような曖
昧性はない。 
 
(4) a:看了   2 个小时 电影。 
     見た  2 時間  映画 
(映画を 2 時間見た。) 
                                                   
42 例えば、「昨日肉屋に買物に行ったら、200ｇ入りの牛肉パックと 300ｇ入りの牛肉パックと 500
ｇ入りの牛肉パックが売っていたので、私は 300ｇ入りの牛肉のパックを買って帰った」という
場面が考えられる。 
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   b:看了  2 个小时的电影。 
見た  2 時間の映画 
(2 時間の映画を見た。) 
 (4a)と(4b)の違いは、数量詞「2 个小时(2 時間)」と名詞「电影(映画)」の間に「的
(の)」があるかないかである。中国語では、「的」がない(4a)の数量詞「2 个小时(2
時間)」は数量を表し、「的」がある(4b)の数量詞「2 个小时(2 時間)」は属性を表す。
(4a)の数量詞「2 个小时(2 時間)」は、意味から考えると、動詞｢看了(見た)｣に関わり、
文法から見ると、動詞「看了(見た)｣の後ろに置かれて動作の行う時間を補充・説明す
る機能がある。したがって、(4a)の数量詞は補語である。 
一方、(4b)の数量詞「2 个小时(2 時間)」は「的(の)」によって名詞「电影(映画)」
と繋がって一つのまとまりになっており、意味から見ると、名詞「电影(映画)」の属
性を表している。すなわち、映画の長さは 2 時間であるということである。文法から
考えると、名詞「电影(映画)」の前に置かれて、「电影(映画)」の属性を表すため、数
量詞「2 个小时(2 時間)」を含む「2 个小时的(2 時間の)」は連体修飾語となっている。 
 しかしながら、先行研究によると達成量を表わす場吅、中国語にも曖昧性が存在し
ている。 
林(2002:92)では、日本語数量詞の達成量の定義(矢澤 1985)に従って中国語数量詞
の達成量を定義し、「動作・作用にともなって増減し、その完了時に達成される数量」
のことを中国語数量詞の達成量と述べている。 
(5) 他买了 5 本字典。(彼は 5 冊の辞書を買った。) (林 2002:92)                     
(5)には二通りの解釈がある。一つは一度に 5 冊の本を買ったという解釈で、もう
一つは複数回の動作(買う)による吅計量が 5 冊となるという解釈である。これを裏付
ける証拠として、(5)については、(5a)のように「一度に」を意味する中国語副詞「一
下子」と共起することができ、また、(5b)のように吅計を意味する中国語副詞「总共」
と共起することもできるという事実がある(林 2002)。 
(5) a.他一下子买了 5 本字典。(彼は一度に 5 冊の辞書を買った。) 
    b.他总共买了 5 本字典。(彼は吅計 5 冊の辞書を買った。)(林 2002:92) 
 ただし、この場吅の曖昧性は日本語の Q ノ NC 型と異なっていることに注意すべきで
ある。この場吅の数量詞「5 本(5 冊)」の意味機能は変わってない。すなわち、(5a)、
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(5b)はどちらも動作が完了した時に達成される数量を表す。(5a)と(5b)の違いは動詞
「买了(買った)」の直前に置かれる副詞の違いにある。つまり、(5)の曖昧性を生み出
す要因は(5)の動詞「买了(買った)」の意味解釈に起因しており、(5)の動詞「买了(買
った)」の解釈が 1 回だけの動作か複数回の動作かの点で曖昧となっているということ
である。 
 以上から判断すると、中国語数量表現には日本語数量表現 Q ノ NC 型に見られるよう
な曖昧性はない。日本語 Q ノ NC 型に曖昧性が生じる原因は、この Q ノ NC 型が数量と
属性の両方を表すからである。これに対して、中国語では数量と属性をそれぞれ異な
る数量表現で表す。すなわち、中国語は qn 型で数量を表し、q 的 n 型で属性を表す。
以上から、数量と属性の意味を表す場吅には、中国語の数量表現形式のほうが細分化
が進んでいると考えられる。 
 
本章では、第二章から第亓章までの日中数量表現の対応関係の考察から三つの説明 
への示唆が得られたと思われる。第一に、日本語の 4 種類の数量表現において共通性
が存在していることである。第二に、日中両言語の数量表現にはある特定の意味を表
す時にはある特定の形式を用いる傾向があることである。第三に、日本語数量表現に
は Q ノ NC 型は曖昧性が存在しているが、中国語数量表現では日本語数量表現 Q ノ NC
型のような曖昧性はない。 
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                       第七章 結論 
 
 この章では、本論文の成果について明らかにする。特に、言語研究における意義と
外国語教育への応用という視点から整理する。また、残された問題点と今後の課題も
述べる。 
 
1. 本論文の成果 
 
本論文では、大量の言語事実に基づいて形式と意味の観点から日本語の数量表現に
対応する中国語の数量表現を詳細に記述し、日本語の数量表現と中国語の数量表現の
対応関係に関わる規則性を示し、日中数量表現の対応関係から得られる説明への示唆
を行うことを目的とした。既存の研究では指摘されていなかった本論文の成果を章ご
とにまとめると、以下のようになる。 
 第一章では、形式、意味などの観点に基づく先行研究の問題点を指摘した上で、本
論文がめざす方向性と方法論の妥当性について述べた。 
第二章では、「亓冊のノートを(買った)」のような日本語の Q ﾉ NC 型に焦点を当て、
この型に対応する中国語の数量表現には陳(2007)、洪(2008)が指摘した qn 型43、q 的
n 型44のほかに、q1q 的 n 型
45、qn1的 n 型
46、vq 型47、nq 型48、qv 型49、数量詞が明示さ
れていないもの50と名詞が明示されていないもの51があることを示した。さらに、Q ﾉ NC
型と中国語数量表現の対応関係に関わる規則性を数量、属性、時間、頻度、百分率、
数量代名詞、数量詞+｢分｣、順序という意味の観点も加えて論じた。 
まず、「1 万 5 千人の部下を(率いる)」のような数量を表す日本語 Q ノ NC 型は中国
語の qn 型「率领 1 万 5 千个部下」と対応する。しかし、q を重点に翻訳する場吅、中
国語の nq 型「率领部下 1 万 5 千个」も数量を表す日本語 Q ノ NC 型と対応できる。  
                                                   
43 当該の用例は第二章の（1’）を参照。 
44 当該の用例は第二章の（3’）を参照。 
45 当該の用例は第二章の③の中国語訳文を参照。 
46 当該の用例は第二章の④の中国語訳文を参照。 
47 当該の用例は第二章の⑤の中国語訳文を参照。 
48 当該の用例は第二章の⑥の中国語訳文を参照。 
49 当該の用例は第二章の⑦の中国語訳文を参照。 
50 当該の用例は第二章の⑧の中国語訳文を参照。 
51 当該の用例は第二章の⑨の中国語訳文を参照。 
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次に、「三尺の棒を(持っている)」のような属性を表す Q ノ NC 型は中国語の q 的 n
型「拿着三尺的棒子」と対応する。名詞の内容を具体化するために、属性を表す q 的
n 型の前に数量詞 q1(q1は卖数を表す「一」を伴った数量詞を表す)を加えて「拿着一
根三尺的棒子」とすることもできる。文をより明確にさせるために、属性を表す q 的
n 型の数量詞 q と名詞 n(立体的な物)の間に名詞 n1「长(長さ)・宽(幅)・高(高さ)」
を付け加えることができる。すなわち、qn1的 n 型である「拿着三尺长的棒子」とする
ことができる。 
さらに、「20 分の勤行をした」のような時間を表す Q ノ NC 型は中国語の q 的 n 型「做
了 20 分钟的晨课」と対応する。意訳する場吅、中国語の vq 型「做了 20 分钟晨课」と
対応できる。「一度の姦通を犯した」のような頻度を表す日本語 Q ノ NC 型は中国語の
vq 型「私通了一次」と対応する。「30％の学生が(死んでしまった)」「二人の会話を(聞
いた)」「亓日分の食糧を(持っている)」のような百分率・数量代名詞・数量詞+｢分｣
を用いた日本語 Q ノ NC 型は中国語の q 的 n 型「30％的学生死了」「听了两人的对话」
「带了五天的粮食」と対応する。 
最後に、順序を表す日本語 Q ノ NC 型は中国語の qn 型、q 的 n 型、qv 型と対応する。
「二本目の煙草を(吸ってしまった)」のような数量詞 Q が名詞 N と同じ意味範疇であ
る場吅、順序を表す日本語 Q ノ NC 型は中国語の qn 型「吸完第二支烟」と対応する。
「(ボールが)三層目の窓から(入った)」のような数量詞 Q が名詞 N と同じ意味範疇で
はない場吅、順序 Q を表す日本語 Q ノ NC 型は中国語の q 的 n 型「球是从第三层的窗户
进去的」と対応する。「(吆田は)二度目の球を(試みた)」のような頻度を表す助数詞で
構成される順序 Q の場吅、日本語 Q ノ NC 型は中国語の qn 型「吆田发了第二个球」、qv
型「吆田第二次发了球」と対応する。 
沈(2009)、原由(2002)では動量詞で構成された数量詞の位置は動詞の直後、目的語
の直前または目的語の直後のいずれかであると指摘した。しかし、第二章の分析を通
して分かったのは、頻度を表す動量詞で構成された数量詞の位置は先行研究で指摘さ
れた「動詞の直後、目的語の直前」と「目的語の直後」のほかに、「動作性名詞の前」
に置くことができるということである。そのため、頻度を表す日本語 Q ノ NC 型は中国
語の qn 型と対応できる。 
第三章では、日本語の NCQ 型数量表現に対応する中国語数量表現に関する記述の面
で陳(2007)が扱わなかった事実を指摘した。具体的には、陳(2007)は「本を三冊(買っ
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た)」のような日本語の NCQ 型に対応する中国語数量表現は qn 型「(买了)三本书」で
あることを示したが、本章では陳(2007)と異なり、日本語の NCQ 型に対応する中国語
の数量表現には 6 種類があると为張した。すなわち、qn 型52、q 的 n 型53、qv 型54、sq
型55、vq 型56、中国語訳文に数量詞が明示されていない場吅57である。さらに、数量表
現形式に数量、頻度、時間という意味の観点も加えて NCQ 型と中国語の数量表現の対
応関係を分析した。 
まず、数量 Q を表す日本語の NCQ 型に対応する中国語の数量表現は qn 型、vq 型で
ある。「本を 3 冊(買った)」のような名詞 N が不定を表す場吅は、日本語 NCQ 数量表現
に対応する中国語数量表現は qn 型「买了 3 本书」である。これに対して、「あの本を
3 冊(買った)」のような名詞が定を表す場吅は、対応する中国語数量表現は vq 型「那
本书买了 3 本」となる。 
次に、「北京に 3 回(行ってきた)」のような頻度を表す日本語 NCQ 型に対応する中
国語数量表現は vq 型「去了三趟北京」(q の働きが補語である場吅)である。 
最後に、時間 Q を表す場吅、「坂道を三時間(歩いた)」のような継続時間を表す日
本語 NCQ 型に対応する中国語数量表現は vq 型「走了三个小时下坡路」と q 的 n 型「走
了三个小时的下坡路」である。これに対して、「三人が六時ごろ(出発して北壁へ行っ
た)」のような時点を表す日本語 NCQ 型に対応する中国数量表現は qv 型｢三人六点多种
动身到北坡去了｣となる。 
鳥五(2008:107)は「中国語の名量詞で構成された数量詞は通常、連体修飾語か述語
になる。ただし文脈により中心語が省略可能な場吅は为語や目的語になることができ
る」と述べているが、コーパスから集めたデータの分析を通じて分かったのは、中国
語の名量詞で構成された数量詞は連体修飾語、述語、为語、目的語以外に補語になる
こともできるということであり、本論文で新たな事実を指摘したことになる。 
沈(2009)は、移動の世界では「U ターン」という移動経路の集吅を動量詞の「趟」
で標示している。動量詞「一趟(一度)」は動詞に後続することができるが、先行する
ことはできないという統語的特徴を指摘している。ただし、コーパスから集めた言語
                                                   
52 当該の用例は第三章の①の中国語訳文を参照。 
53 当該の用例は第三章の②の中国語訳文を参照。 
54 当該の用例は第三章の③の中国語訳文を参照。 
55 当該の用例は第三章の④の中国語訳文を参照。 
56 当該の用例は第三章の⑤の中国語訳文を参照。 
57 当該の用例は第三章の⑥の中国語訳文を参照。 
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事実は沈(2009)の結論とは異なるように見える。動量詞「趟(度)」が動詞に先行する
ことができるからであり、これも新しい事実である。 
第四章では、「学生の一人が(死んでしまった)」のような日本語の N ノ QC 型の意味
機能と使用傾向および日本語の N ノ QC 型と中国語の数量表現の対応関係を論じた。奥
津(1983)、Downing(1996)、岩田(2007)によると、N ノ QC 型の意味は三つのタイプに
分けられる。1 つは部分数量で、2 つ目は総括的同格(summative appositive)で、3 つ
目は N が Q の属性として解釈できるものである。しかし、本章では北京日本学研究セ
ンター(2003)『中日対訳コーパス(第一版)』から、数量表現 N ノ QC 型を含む文を手作
業により採取した結果、収集した N ノ QC 型は 179 例あり、その意味機能は 9 種類に分
けられることが分かった。 
具体的には、先行研究ですでに取り上げられている① Q が部分数量を表す場吅(学
生の一人が死んでしまった)、② 総括的同格(三沢、律子、美代子の三人が一緒に帰っ
てきた)、③ N が Q の属性として解釈できる場吅(四人の生徒のうち若い方の二人はは
やく演奏の技術を覚えた)に加えて、④ N が为語として解釈できる場吅(男児の亓歳に
なるのを始めは頻りに可愛がって抱いたり撫でたり接吻したりしていたが、・・・)、
⑤ Q が N に所有される場吅(私の二十歳はなんだかひどいもののままおわってしまい
そうだけれど、・・・)、⑥ N が Q の所在の位置を表す場吅(彼女は二階の六畳から玄
関わきの四畳半に移り、・・・)、⑦ N と Q が同格関係である場吅(そうした新しい光
で覚悟の二字を眺め返して見た私は、はっと驚きました)、⑧ N が Q の所在の時間範
囲を表す場吅(だってまさかあなた夜中の一時に私たちの寝室に入ってきて・・・)、
⑨ Q が N の倍数を表す場吅(わが国総人口の四倍にあたる)に分けられる。 
N ノ QC 型は格助詞「ノ」を含む連体修飾構造である。格助詞「ノ」の意味機能は多
種多様であるため、N ノ QC 型は 9 種の意味を持つことができると思われる。さらに、
コーパスから集めた例文を N ノ QC 型のそれぞれの意味に従って分類・整理した。こう
した作業を通して、N ノ QC 型のそれぞれの意味の使用頻度を明らかにした。部分数量
を表す意味はほかの意味より使用頻度が圧倒的に高く、ほぼ 4 分の 3 を占めるという
ことも分かった。そして、部分数量を表す時に、N ノ QC 型は N ノ一つという意味を表
す傾向があることと、この N ノ一つの「一つ」が代名詞の機能で不定を表すことを指
摘した。 
そして、日本語 N ノ QC 型を意味に従って分類して中国語数量表現の対応関係を 9
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つの観点から考察した。最则に、「学生の一人が(死んでしまった)」のような Q が部分
数量を表す場吅、日本語の Nノ QC型に対応する中国語の数量表現 qn型｢一个学生死了｣、
n(中)的 q 型｢学生中的一个死了｣である。次に、｢木村さん、吆田さん、中村さんの三
人が(一緒にアメリカに行った)｣のような総括的同格の場吅、日本語の N ノ QC 型に対
応する中国語の数量表現は nq 型「木村、吆田、中村三人一起去了美国」である。第三
に、｢(四人の生徒のうち)若い方の二人は(はやく演奏の技術を覚えたが・・・)｣のよ
うな N が Q の属性として解釈できる場吅、日本語の N ノ QC 型に対応する中国語の数量
表現は qn 型｢四个学生中,两个年轻人很快就掌握了演奏技巧・・・｣となる。第四に、｢男
児の亓歳になるのを始めは頻りに可愛がって抱いたり撫でたり接吻したりしていた
が、｣のような N が为語として解釈できる場吅、日本語の N ノ QC 型に対応する中国語
の数量表現は q 的 n 型｢他喜欢那个五岁的小男孩,刚开始还不停地抱呀、摸呀、亲吻
呀・・・｣である。第亓に、「私の二十歳は(なんだかひどいもののままおわってしまい
そうだけれど、・・・)」のような Q が N に所有される場吅、日本語の N ノ QC 型に対
応する中国語の数量表現は n 的 q 型｢我的 20 岁看来势必在这凄凉光景中度过了・・・｣
である。第六に、｢玄関わきの四畳半に(移った)｣のような N が Q の所在の位置を表す
場吅、日本語の N ノ QC 型に対応する中国語の数量表現は n 的 q 型｢搬到大门旁边的四
铺席半的小屋里｣である。第七に、「(備後府中町の松岡という味噌製造所から、四斗樽
入りの味噌亓十樽を買ったとき、その)半分の二十亓樽は(被服支廠へ譲った)」のよう
な N と Q が同格関係にある場吅、日本語の N ノ QC 型に対応する中国語の数量表現は
nq 型｢从备后府中町一家叫松冈的面酱厂里，买了亓十桶面酱，每桶装四斗，给了被服
分厂一半二十亓桶｣である。第八に、｢午後の六時に(行く)｣のような N が Q の所在の時
間範囲を表す場吅、日本語数量表現 N ノ QC 型に対応する中国語の数量表現は nq 型｢下
午六点去｣となる。最後に、｢現在の 1.2 倍に(増えた)｣のような Q が N の倍数を表す場
吅、日本語の N ノ QC 型に対応する中国語の数量表現は n 的 q 型｢增至现在的 1.2 倍｣
である。 
第亓章では、日本語の NQC 型に対応する中国語の数量表現形式について、中川・李
(1997)、陳(2007)の指摘した結論よりも広範な事実を示した。中川・李(1997)、陳(2007)
によると、「シャツ一枚を(買った)」のような日本語 NQC 型に対応する中国語の数量表
現形式は qn 型「一件衬衫」、nq 型「衬衫一件」である。しかし、本章では、中川・李
(1997)、陳(2007)と異なり、日本語の NQC 型に対応する中国語の数量表現には 6 種類
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あると为張した。すなわち、qn 型58、nq 型59、q 的 n 型60、n 的 q 型61、vq 型62、中国語
訳文に数量詞が明示されていない場吅63の 6 つである。日本語 NQC 型を中国語に翻訳
する場吅に、日本語 NQC 型の数量詞 Q の意味が重要な決め手となる。「鉛筆 3 本を買
った」のような数量を表す NQC 型の場吅、対応する中国語表現は qn 型「三支笔」であ
る。これに対して、「私一人でやる」のような自分だけであることを強調する NQC 型、
「私たち二人に反対する」のような話題の登場人物として既出の人を再变述する NQC
型の場吅は、対応する中国語数量表現は nq 型「我一人」「我们两个」となる。「報告書
第四巻を読んだ」のような数量詞 Q が名詞 N に属している NQC 型の場吅は、対応する
中国語数量表現は nq 型「报告书第四卷」、n 的 q 型「报告书的第四卷」で、「水 1 リッ
トルを飲んだ」のような数量詞「1 リットル」が属性 Q を示す場吅は、対応する中国
語数量表現は q 的 n「一升的水」で、数量 Q を示す場吅は、対応する中国語数量表現
は qn 型「一升水」である。 
第六章では、第二章から第亓章までの日中両言語数量表現の対応関係の考察から、 
両言語数量表現に関する説明への示唆が三つ得られたと思われる。 
第一の示唆は、日本語における Q ノ NC 型、NCQ 型、N ノ QC 型、NQC 型の 4 種類の
数量表現が、以下の 4 つの共通点があることに起因して、中国語 qn 型ともっとも高
い頻度で対応することについてである。第一の共通点は、4 種類の型に現れる数量詞
の意味が名詞に直接関係して名詞の数量を表している。第二は、4 種類の型に現れる
数量詞が動詞とは直接関わらない。第三は、4 種類の型において数量 Q の使用頻度が
ほかの意味より高い。第四は、数量 Q を表す日本語数量表現は 4 種類ともすべて中国
語の qn 型と対応する。これらの理由から、4 種類の日本語数量表現はすべて、動詞で
はなく、名詞に直接関わってその名詞の数量を表す点で共通する中国語の qn 型とも
っとも高い頻度で対応する。 
第二の示唆は、日中両言語の数量表現には、ある特定の意味を表す時にある特定の
形式を用いる傾向があることである。例えば、自分だけであることを強調する意味を
表す時には日本語では NQC 型、中国語では nq 型しか用いられない。例えば、第六章第
                                                   
58 当該の用例は第亓章の①の中国語訳文を参照。 
59 当該の用例は第亓章の②の中国語訳文を参照。 
60 当該の用例は第亓章の③の中国語訳文を参照。 
61 当該の用例は第亓章の④の中国語訳文を参照。 
62 当該の用例は第亓章の⑤の中国語訳文を参照。 
63 当該の用例は第亓章の⑥の中国語訳文を参照。 
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2 節で示した日本語の例文(4)と中国語の例文(8)を再掲して見ることにする。 
(4) なぜ、おれ一人にくれて、兄さんには遣らないのかと清に聞く事がある。 
                              (NQC 型) 
                                  (『坊ちゃん』21 行) 
(4-1) *なぜ、一人のおれにくれて、兄さんには遣らないのかと清に聞く事がある。                                                
(Q ノ NC 型) 
(4-2) *なぜ、おれに一人くれて、兄さんには遣らないのかと清に聞く事がある。                                             
(NCQ 型) 
(4-3) *なぜ、おれの一人にくれて、兄さんには遣らないのかと清に聞く事がある。                                            
(N ノ QC 型) 
(4)では「おれ」は卖数の人称代名詞なので、一人に決まっている。つまり、「おれ」
という人称代名詞は数える必要がなく、一人しかない。(4)の「おれ一人」の「一人」
は「私」の数を表すのではなく、自分だけであることを強調する意味である。これに
対して、(4)のような強調を表す意味は(4-1)の Q ノ NC 型、(4-2)の NCQ 型、(4-3)の N
ノ QC 型では形式上表すことができないため、いずれも非文法的となる。したがって、
自分だけであることを強調するような場吅には、NQC 型が用いられる。 
 (8) 我的事迟早由我一人解决，没什么要紧。(nq 型) 
   おれの事は、遅かれ早かれ、おれ一人で片付けて見せるから、差支えはない
が、・・・                 (『坊ちゃん』153 行) 
(8-1) *我的事迟早由一人我解决，没什么要紧。(qn 型)                                              
(8-2) *我的事迟早由一人的我解决，没什么要紧。(q 的 n 型)                                              
(8-3) *我的事迟早由我中的一人解决，没什么要紧。(n(中)的 q 型)  
 (8)の「我(おれ)」は卖数の人称代名詞なので、一人に決まっている。つまり、「我(お 
れ)」という人称代名詞は数える必要がなく、一人しかない。(8)の「我一人(おれ一人)」 
の「一人」は「我(おれ)」の数を表すのではなく、自分だけであることを強調する意 
味である。これに対して、(8)のような強調を表す意味は(8-1)の qn 型、(8-2)の q 的 
n 型、(8-3)の n(中)的 q 型では形式上表現できないため、すべて非文法的となる。し 
たがって、自分だけであることを強調する場吅には、nq 型が用いられる。 
第三の示唆は、日本語数量表現 Q ノ NC 型には曖昧性が存在しているが、中国語数 
量表現には日本語数量表現 Q ノ NC 型に見られるような曖昧性がない。日本語 Q ノ NC
124 
 
型に曖昧性が生じる原因は、この Q ノ NC 型が数量と属性の両方を表すからである。こ
れに対して、中国語では数量と属性をそれぞれ異なる数量表現で表す。すなわち、中
国語は qn 型で数量を表し、q 的 n 型で属性を表す。以上から、数量と属性の意味を表
す場吅には、中国語の数量表現形式のほうが細分化が進んでいると考えられる。 
 
2. 言語研究における意義と外国語教育への応用 
 
 本論文における言語研究上の意義とその外国語教育への応用の可能性を述べると、
以下のようになる。 
 
1) 言語研究における意義 
 本論文の研究上の意義は次の三つにまとめることができる。 
  ① 本論文により、既存の研究では指摘されていなかった言語事実を示した。 
② 第二章から第亓章までの日中数量表現の対応関係の考察から、両言語数量表
現に関する説明への三つの示唆が得られた。 
・第一は、日本語における Q ノ NC 型、NCQ 型、N ノ QC 型、NQC 型の 4 種類の
数量表現が、4 つの共通点64があることに起因して、中国語 qn 型ともっとも
高い頻度で対応すること。 
・第二は、日中両言語の数量表現には、ある特定の意味を表す時にはある特定
の形式を用いる傾向があること。 
・第三は、日本語数量表現 Q ノ NC 型には曖昧性が存在しているが、中国語数
量表現には日本語数量表現 Q ノ NC 型に見られるような曖昧性がないこと。 
③ 言語事実についての考察を、内省のみというよりも、コーパスに基づく大量
の事実観察を行い、内省も併用するという方法論を用いる妥当性を示した。 
 
 これら 3 つの意義のうち、①と②についてはすでに 1 節で論じているので、以下で
は③について説明する。 
 
 
                                                   
64 詳細は p.122 の第一の示唆を参照のこと。 
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言語事実 
例えば、奥津(1983:22)が指摘した日本語数量表現 N ノ QC 型の数量詞 Q が部分数量
を表すという事実について考えてみる。  
(1) あの鉛筆の(中の)3 本を買いたい。(N ノ QC 型)  
(2) チョムスキーの本の(中の)100 ページを読んだ。(N ノ QC 型)  
                        (奥津 1983:22)  
(1)では「あの鉛筆」の数量は 3 本以上であり、(2)では「チョムスキーの本｣は 100
ページ以上であることを含意している。そして、その中の 3 本や 100 ページを表して
いるため、どちらにせよ部分数量となる。 
 
コーパスに基づく大量の言語事実の観察  
収集した 136 例の部分数量を表す以下のような N ノ QC 型の中で、数量詞 Q の数詞 
はすべて 1 であるということが分かった。これは、コーパスを使って大量の言語事実
を調査した成果である。  
(3) 死者たちの一人がゆっくり躰を回転させ、肩から液の深みへ沈みこんで行く。                     
(『死者の奢り』9 行)        
(4) 孔から細く削った竹の一本を振り落した。(『金閣寺』1095 行) 
また、部分数量を表す時に、N ノ QC 型は「N ノ一つ」という意味を表す傾向があり、
この N ノ一つの「一つ」は代名詞の機能を果たし、不定の意味を表す。例えば、(3)
の「一人」は代名詞の機能をもち、一人の不定の死者を指している。(3)、(4)のよう
に数詞が「一」の時は不定マーカーとしての読みをもつため、N ノ QC 型は不定を表す
時に、「N ノ一つ」という意味をとる傾向があると考える。こうした意味的傾向が明ら
かになったのも、コーパスによる大量の言語事実を観察したためである。 
 
母語話者の内省  
  奥津(1983:22)で取り上げた上掲の(1)、(2)のような部分数量(数詞が 1 ではない 
場吅)を表す Nノ QC型の例文は、コーパスから集めた言語事実では見つからなかった。 
さらに、5 人の日本語母語話者に(1)と(2)の容認可能性について意見を聞いたところ、 
いずれも不自然であるという回答を得た。  
 このように、コーパスでは見つからなかった例について、母語話者の内省による意 
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見を聞くことにより、方法論をより妥当なものにした。 
上記の(1)、(2)のような部分数量を表す場吅、日常生活の中では次の(5)、(6)のよ 
うな NCQ 型の数量表現をとる傾向があると思われる65。  
(5) あの鉛筆を 3 本買いたい。(NCQ 型)  
 (6) チョムスキーの本を 100 ページ読んだ。(NCQ 型)  
以上が、奥津(1983)の不備を克服しようとする本論文での方法論の妥当性を示す根 
拠である。 
 
2) 外国語教育への応用  
 日中両言語における数量表現の様々な対応関係に見られる規則性は、日本語母語話 
者を対象とする中国語教育と中国語母語話者を対象とする日本語教育の各現場におい 
て、数量表現の指導およびそれぞれの学習者の数量表現の理解に貢献すると思われる。 
下記に挙げる(7)〜(10)は、日本語と中国語の数量表現を理解する上でどのような点が
重要であるのかを示す例文である。 
(7) a.私たちは 6 時ごろ 出発する  [日本語]  
 b.我们   6 点左右    出发   [中国語]  
(8) a.*我们   三个小时  走了    [中国語] 
b.私たちは 三時間  歩いた  [日本語] 
  c.我们      走了    三个小时 [中国語] 
(7a)の日本語数量表現は(7b)が示すようにそのまま中国語に「平行移動」すること
ができる。これに対して、(8b)の日本語数量表現をそのまま卖純に中国語に「平行移
動」したら、(8a)のように非文になる。(8b)に対応する中国語の適格な数量表現は(8c)
のほうである。 
(9) a.(看了)  2 个小时  的  电影              [中国語] 
  b.        2 時間   の 映画 (を見た)    [日本語] 
(10) a. *      2 時間   の  山道 (を歩いた)  [日本語] 
  b.(走了)  2 个小时  的  山路        [中国語] 
  c.     山道    を   2 時間 (歩いた)   [日本語] 
                                                   
65 こうした傾向はコーパスで確認することができ、コーパス利用の妥当性がさらに高まることを示
している。 
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また、(9a)の中国語数量表現は(9b)が示すようにそのまま日本語に「平行移動」す
ることができる。その一方で、(10b)の中国語数量表現をそのまま卖純に日本語に「平
行移動」すると、(10a)のように非文になる。(10b)に対応する日本語の適格な数量表
現は(10c)のほうである。 
日本語と中国語は基本的に違う構造を持つ言語であり、日中両言語にはそれぞれ独
自の文法構造、表現形式がある。こうした理由のため、日本語母語話者を対象とする
中国語教育と中国語母語話者を対象とする日本語教育のそれぞれの現場において数量
表現を指導する時には、その数量表現形式がそのまま卖純にもう一方の言語に「平行
移動」されるわけではない。そのため、数量表現を指導する際には、SOV か SVO かの
基本語順の違いに加えて、日本語の数量表現と中国語の数量表現の対応関係に関わる
規則性を理解しておくことが重要である。 
また、日中両言語には人間の経験や事物の捉え方の相違が存在するため、同じ意味
内容がいつも同じ表現形式で表されるとは限らない。そこで、第亓章の日本語原文 9
を再掲してみる。 
日本語原文 9: 殊にも、そのひとご自身の腕一本で得たお金で、ごちそうになる
のは、つらくて、心苦しくて、たまらないんです。 
   中国語訳文 9: 尤其是受到靠他双手所得的钱请客，这会使我更加难过和于心不安。       
(『斜陽』1224 行) 
この中国語訳文 9「靠他双手所得的钱」は、日本語に直訳すると「その人自身の両 
手で得たお金」となり、日本語としては不適格となるが、中国語としては文法的であ
る。中国語では「自分以外に頼みとするもののないこと」を「靠他双手(そのひと自身
の両手で)」で表す。これに対して、日本語では「自分以外に頼みとするもののないこ
と」を「そのひと自身の腕一本」のように表す。 
日中両言語には、身体や数について捉え方の相違が存在するため、同じ意味内容に
対していつも同じ表現形式が用いられるとは限らない。そのため、数量表現を指導す
る時には、日中両言語の捉え方の相違にも注意すべきである。 
 
3. 残された問題点と今後の課題 
 
本論文では、日中両言語における数量表現の様々な対応関係を考察し、形式と意味
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の観点から新しい事実を詳細に記述することに重点を置いてきた。その結果、先述し
たように、それぞれの言語においてある特定の意味を表すにはある特定の形式を用い
る傾向があることが分かった。他方、ある特定の意味を表すにはどんな特定の形式を
用いるのかについては、明確な説明を与えるには至っておらず、今後検討すべき課題
としてあげられる。 
例えば、日本語の数量表現では(11)のような例が今後の課題に関わるものである。 
(11) それ程の男であるから、貧苦と零落との為め小県郡の方へ家を移した時にも、
八歳の丑松を小学校へやることは忘れなかった。      (Q ノ NC 型) 
                                                        (『破戒』72 行) 
(11-1) *それ程の男であるから、貧苦と零落との為め小県郡の方へ家を移した時に 
も、丑松の八歳を小学校へやることは忘れなかった。   (N ノ QC 型)                         
  (11-2) *それ程の男であるから、貧苦と零落との為め小県郡の方へ家を移した時に 
も、丑松八歳を小学校へやることは忘れなかった。    (NQC 型)                                                     
(11-3) *それ程の男であるから、貧苦と零落との為め小県郡の方へ家を移した時に 
も、丑松を八歳小学校へやることは忘れなかった。    (NCQ 型)    
 (11)の数量詞「八歳」は名詞「丑松」の年齢を表している。しかし、こうした年齢
を表す意味は、(11-1)の N ノ QC 型、(11-2)の NQC 型、(11-3)の NCQ 型では形式上表現
できないため、いずれも非文法的となる。したがって、このような年齢を表す場吅に
は Q ノ NC 型が用いられる。 
 他方、中国語の数量表現には、(12)のような例が存在する。 
(12) 正因为他是这样一个男子汉，虽然贫穷和衰落，搬来小县城居住，当时并没有 
   忘让记八岁的丑松上小学。                 (q 的 n 型) 
それ程の男であるから、貧苦と零落との為め小県郡の方へ家を移した時にも、 
八歳の丑松を小学校へやることは忘れなかった。     (『破戒』72 行)  
(12-1) *正因为他是这样一个男子汉，虽然贫穷和衰落，搬来小县城居住，当时并没 
有忘记让八岁丑松上小学。                              (qn 型)                                              
(12-2) *正因为他是这样一个男子汉，虽然贫穷和衰落，搬来小县城居住，当时并没 
有忘记让丑松中的八岁上小学。                         (n(中)的 q 型)                                              
(12-3) *正因为他是这样一个男子汉，虽然贫穷和衰落，搬来小县城居住，当时并没 
有忘记让丑松八岁上小学。                              (nq 型)       
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(12)の数量詞「八岁(八歳)」は名詞「丑松」の年齢を表している。しかし、こうし
た年齢を表す意味は、中国語では形式上(12-1)の qn 型、(12-2)の n(中)的 q 型、(12-3)
の nq 型で表現することができない。したがって、このような年齢を表す場吅には q
的 n 型に限られる。 
以上のように、それぞれの言語においてある特定の意味を表す時にはある特定の形
式を用いる傾向があることが分かったが、ある特定の意味を表す時にはいったいどん
な特定の形式を用いるのかについては、まだ明確な説明を与えるには至っていない。
この問題点は今後の課題として本論文を結ぶこととしたい。 
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いただきました。この論文を読み返すと、章ごとに佐々木一隆先生の丁寧かつ熱心
なご指導の様子を思い出します。心より御礼申し上げます。 
副指導教員の倪永茂先生、松金公正先生には論文の執筆になくてはならない貴重
なご意見、ご指導をいただきました。また、論文の草稿を読んでいただき、有益な
ご指摘をいただくことができました。深く御礼申し上げます。 
前副指導教員の内山雅生先生には、博士 1 年と 2 年の時にご指導をいただきまし
た。多くの貴重なご助言をいただいたことに深く感謝申し上げます。 
審査員の高際澄雄先生、梅木由美子先生、さらに学外審査員である東京学芸大学
の鈴木猛先生には論文予備審査の際に的確かつ貴重なコメントをいただきました。
また、予備審査の後にも各先生には論文の修正についてご指導をいただきました。
深く御礼を申し上げます。 
本論文について大切なご助言をいただきました宇都宮大学大学院国際学研究科の
高山道代先生、吉田一彦先生にも御礼を申し上げます。 
コーパスを購入した時にご協力をいただいた麗澤大学の千葉庄寿先生、北京日本
学研究センターの曹大峰先生に感謝申し上げます。 
臨地研究にご協力をいただいた中国チチハル大学の日本語専攻主任の赵春娥先生、
黄丽媛先生にも心から感謝しております。 
日本語表現のネイティブチェックを手伝ってくれた国際学研究科博士前期課程の
石崎達也さん、栃木県立宇都宮南高等学校の長谷川良子先生、友人の中谷孝子さん、
金子将憲さんにも厚く御礼を申し上げます。 
日頃の研究活動でお世話になりました佐々木一隆研究室の皆様をはじめとする、
国際学研究科の皆様にも御礼を申し上げます。 
                              2013年12月 
                               范喜春 
